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はじめに 


本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、付属の冊子『安心してお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるようにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


MM 記号の意味 


△危険 

"取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 （* i ) を負 
うことがあり、その切迫の度合いが高いこと”を示します。 

△警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 1) を負 
うことが想定されること”を示します。 

A 注意 

"取り扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2)を負うことが想 
定されるか、または物的損害（*3)の発生が想定されること” 
を爪します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示し 

よ4 〇 

£5 メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


参照先を示します。 

•本書内への参照の場合…「」 

•ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』 


* 1重傷とは、失明やけが、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび治療に 
入院 • 長期の通院を要するものをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院•長期の通院を要さない、けが、やけど（高温•低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、家屋 • 家財および家畜 • ぺットなどにかかわる拡大損害をさします。 
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MM 用語について ■ 

本書では、次のように定義します。 


システム 

特に説明がなし塌合は、使用しているオペレーティングシステム (0 S ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプリケーションソフトウェアを示します。 

Windows または Windows 8 

特に説明がない場合は 、 Windows 8 Pro を示します。 

R 732 シ■」ーズ 

製品名が 「dynabook R 732」 から始まるモデルを示します。 

R 742シ U —ズ 

製品名が 「dynabook R 742」 から始まるモデルを示します。 

R 752 シ U - ズ 

製品名が rdynabook R 752 J から始まるモデルを示します。 

八ードディスク 

特に説明がない場合は 、 HDD (八ードディスクドライブ）と SSD (ソリッドステートドライブ) 
をまとめて「八ードディスク」と呼びます。 

HDD 搭載モデル 

HDD を搭載しているモデルを示します。 

SSD 搭載モデル 

SSD を搭薩しているモデルを示します。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

ドライブ搭載モデル 

DVD スーノくーマルチドライブを搭載しているモデルを示します。 

PC カードス□ット搭載モデル 

PC 力ードス□ットを搭載しているモデルを示します。 

ExpressCard ス□ット搭載モデル 

ExpressCard ス□ットを搭載しているモデルを示します。 

HDMI 出力端子搭載モデル 

HDMI 出力端子を搭載しているモデルを示します。 

無線 LAN 機能搭載モデル 

無線 LAN 機能を搭載しているモデルを示します。 

Bluetooth 機能搭載モデル 

巳 luetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 
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WiMAX 機能搭載モデル 

WiMAX 機能を搭載しているモデルを示します。 

Web カメラ搭載モデル 

Web カメラを搭薩しているモデルを示します。 

指紋センサー搭載モデル 

指紋センサーを搭載しているモデルを示します。 


mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シリーズのみ」な 
どのように注記します。 

• インターネット接続については、ブロードバンド接続を前提に説明しています。 

• アプリケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは本体の八ードディスクや付 
属の CD / DVD からインストールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合があります。 

•本書では、コント□—ルパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法が「大きいアイコン」または「小さいアイコン」に 
なっている場合は、「カテゴリ」に切り替えてから操作説明を確認してください。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合がありますが、読み替えてご使用ください。 


EST rademarks 

• Microsoft 、 Windows 、 Wii 


Windows Live、Windows Media 、 Aero ' MSN、SkyDrive は、 
米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
その他記載されている会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはその子会社の商標、または登録商標です。 

• MagicGate 、 マジックゲートメモ U — スティック、メモリースティック、メモ U — スティッ 
ク□ゴ、メモリースティックデュオ 、 "Open MG " および '' Open MG " □ゴは ソニー 株式会 
社の登録商標または商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （■ SSft ) 


• SDHC □ゴは商標です。(給 ) 

• SDXC □ゴは商標です。 （ 癸） 

• xD - ピクチャーカード™は、富士フイルム（株）の商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は富士ゼロックス株式会社の商標または登録商標です。 


• TRENDMICRO , ウイルスパスターおよびウイルスバスタークラウドは、トレンドマイクロ 


株式会社の登録商標です。 

*「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

春 WiMAX は、 WiMAX フオーラムの商標です。 

•巳 luetooth は、その商標榷者が所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 
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本書に掲載の商品の名称やロゴは、それぞれ各社が商標および登録商標として使用している場 
合があります。 

D プロセッサ （CPU) に関する ご注意^^ 

本製品に使われているプロセッサ （ CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いが現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずバッテリー駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターが必要に設計されて 
いるデザイン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧が低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メー トル （3, 280フィート）以上をお考えください。 

•目安として、気温5〜 30 °C (高所の場合 25° C ) の範囲を超えるような外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更が生じる場合、 CPU の処理能力が実際には仕様と異なる場合 
があります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合があります。 

これは、当社が推奨する設定、使用擐境の範囲を超えた状態で本製品が使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このようにデータの喪失、破損の危険がありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保存してください。また、プロセッサが最適の処理能力を発揮するよう、当社が推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■ 64 ビットプロセッサに関する注意 

64ビット対応プロセッサは、64ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
64ビット対応プロセッサは以下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）がインス!-ールされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットが搭載されている 

• 64ビット対応の BIOS が搭載されている 

• 64ビット対応のデバイスドライバーがインス I ルされている 

• 64ビット対応のアプリケーションがインス I ルされている 

特定のデノ（イスドライノ（一およびアブ U ケーションは64ビットプ□セッサ上で正常に動作し 
ない場合があります。 

64ビットまたは32ビットのどちらの 0 S がインス!ルされているかはコント□—ルパネル 
の[システムとセキュリティ] — [システム]で確認できます。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサボートにお問い合わせください。 
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■ a 著作権について 


音楽、映像、コンピューター•プログラム、データべースなどは著作権法により、その著作者 
および著作権者の権利が保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目的を超えて、権利者の了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを 
行うと、「著作榷侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることが 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のうえ、適切な使用を 
心がけてください。 


KB ' J リース情報について 


「リリース情報」には、本製品を使用するうえでの注意事項などが記述されています。 
必ずお読みください。次の操作を行うと表示されます。 


① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュー]アイコン （@) をダブルクリックする 
「東芝デスクトップアプ u メニュー」が起動します。 

③ [すべてのアブ U ]— [はじめに]— [ UU — ス情報]をクリックする 


•本体の八ードディスクにインストールされている、または付属の CD / DVD からインス! 
ルしたシステム （0 S )、 アプリケーション以外をインストールした場合の動作保証はできま 
せん。 

• Windows 標準のシステムツール以外の方法で、パーティションを変更.削除_追加しない 
でください。ソフトウェアの領域を壊すおそれがあります。 

•本体の八ードディスクにインストールされている、または付属の CD / DVD からインストー 
ルしたシステム （ OS )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定められた条件以外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いには注意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する以外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
用できなくなり、交換対応となります。この場合も有料です。またどちらの場合も、身分証 
明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

• 本製品はセキュリティ対策のためのノ（スワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますが、完全なセキュリティ保護を保証するものではありません。 
セキュリティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 
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•「ウイルスパスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルなどは、新種のウイルス 
やワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピューターを保護するためにも、常に 
最新の状態で使用する必要があります。本製品に用意されている「ウイルスバスター」は、 
インターネットに接続していると自動的に最新の状態に更新されますが、90日間の使用制 
限があります。90日を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能がご使用 
できなくなります。 

ウイルスチェックが全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サー 
ビスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュリティ対策ソフトを導入してください。 
• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関する注意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーザー使用許諾契 
約書をお読みください。 

•アプリケーション起動時に使用許諾書が表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプリケーションを使用することはできません。一部のア 
プリケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、以降起動時に使用許諾書が表示されな 
くなります。リカバ U —を行った場合には再び使用許諾書が表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のうえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーザー登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。 
当社ホームページで登録できます。 

詳細について「付録0お客様登録の手続き」 

[ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、そのメッセージを注意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してから、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を求められた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってください。 

EE 1 映像/音楽関連の機能を使用するにあたって 


□ 映像を扱うアプリケーシヨンについて 

映像を扱うアプリケーシヨンの使用中に、スリ_プ/休止状態への移行を行わないようにして 
ください。 

エラーメッセージが表示されたり、アプリケーシヨンが終了したりする場合があります。 

その場合は、使用したいアプリケーシヨンを再度起動してください。 
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EH H.264/AVC, VC-1 and MPEG-4 ライセンスについて 

本製品は、 AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 規格特許ライセンスのもとで、個人的利用およ 
び非商業利用目的に限り、お客様が以下のいずれか、または両方の使用を行うことが許諾され 
ています。 （ i ) AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 標準規格に従いビデオをエンコードするこ 
と（以下 「 AVC ビデオ」、 rVC -1 ビデオ」、 「 MPEG -4 ビデオ」という）、⑹個人的、非商業 
的行為においてお客様によりエンコードされた、または/および AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 
MPEG -4 ビデオを提供するために MPEG LA からライセンスを受けたビデオ提供者から取得 
した、 AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 MPEG -4 ビデオをデコードすること。ほかの使用について 
はライセンスを許諾されていません。上記以外の販売、社内利用および商業的利用など利用/ 
許諾に関する情報については 、 MPEG LA の HP ( http :// www . mpegla . com ) より入手いた 
だけます。 


• H.264/AVC, VC-1 and MPEG-4 License Notice 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC , THE VC -1 AND MPEG -4 VISUAL 
PATENT PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE 
OF A CONSUMER FOR ( i)ENCODING VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE ABOVE 
STANDARDS (" VIDEO ") AND/OR ( ii)DECODING AVC , VC -1 AND MPEG -4 VIDEO 
THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON ¬ 
COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER 
LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE SUCH VIDEO . NO LICENSE IS GRANTED OR 
SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE . ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING 
THAT RELATING TO PROMOTIONAL INTERNAL AND COMMERCIAL USES AND 
LICENSING MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA , L . L . C . SEE http ゾ / www . mpegla.com 
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使いはじめる前に 

前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 「PC 引越ナ 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 

一 PC 引越ナビー . 16 

2リカバリーメディアを作る . 21 








前のパソコンのデータを移行する 

一 PC 引越 ナビー 


パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備が必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることができるアプリケーションです。 

ここでは、移行したい設定やデータが保存されているパソコンを「前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「新しいパソコン」として説明します。 


環境を確認する 


■ 前のバソコンの動作環境を確認する 

「 PC 弓 I 越ナビ」は、次のシステムに対応しています。 

• Windows XP 

• Windows Vista 

• Windows 7 

• Windows 8 

* マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してください。また 、 「Internet Explorer 」 
のバージョンが「6 SP 1 J 以上であることを確認してください。それ以下のバージョンの場合は、「6 SP 1 J 
を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP . Microsoft ® Windows ® XP operating system 日本語版の全エディション 

Windows Vista . Microsoft ® Windows Vista ® の全エディション 

Windows 7 . Microsoft ® Windows ® 7 の全エディション 

Windows 8 . Microsoft ® Windows 8の全エディション 




前のバソコンの動作環境について 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

mm 「付録 Q - n 「 pc 引越ナビ」について」 


■使用できる環境を確認する 

設定_データの移行をするには、次の方法があります。 

• USB フラッシュメモリを使用する 

• USB フラッシュメモ U とネットワーク（有線 LAN ) を使用する 

• US 巳フラッシュメモ U とクロスケーブル（有線 LAN ) を使用する 

• USB フラッシュメモリと DVD 、 または USB フラッシュメモリとブルーレイディスクを使 
用する# 1 

* 1使用できる記録メディアは、モデルによって異なります。 

ドライブを搭載していないモデルの場合、外付けの書き込み可能な DVD / ブルーレイディスクドライブ（市 
販品）を接続して使用できます。 

ただし、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。したがっ 
て、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作は保証できません。 
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D 前のパソコンのデータを移行する - pc 引越ナビ- 


前のパソコンと、新しいパソコンの仕様を確認し、共通して使用できる方法のなかから、移行 
する設定_データの容量に適した方法を選んでください。 

前のパソコンでどの方法が使用できるかを確認し、 USB フラッシュメモ U やネットワーク用の 
ケーブル、 DVD などが必要な場合は購入してください。また、フォーマットが必要な US 巳フ 
ラッシュメモ U は、あらかじめフォーマットしてください。 

• USB フラッシュメモリのみで移行する場合は、51 2 MB 以上の容量が必要です。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 USB フラッシュメモリの容量が小さいと、数回に 
分けてデータをコピーすることになりますので、大容量の USB フラッシュメモリを移行用 
に使用することをおすすめします。 

• USB フラッシュメモリの代わりに、メディアカードを使用することもできます。 

本製品で使用できるメディアカードについては、「2章 E ] SD メモ U カードを使う」または 
「2章的いろいろなメディアカードを使う」で確認してください。 

M 移行できる設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」を起動したときの、ユーザーの設定とデータを移行できます。 

• Internet Explorer の設定* 1 

• Windows Live メール （Windows メールまたは Windows 8のメール機能、 Outlook 
Express ) の設定* 2 * 4 

• Microsoft Outlook の設定* 3 * 4 

•[ドキュメント](または[マイドキュメント])フォルダーに保存されているファイル 

♦デスクトップ上のファイル 

•任意のフォルダーに含まれるファイル 

• 1 Microsoft Internet Explorer 6 SP 1 以上 

*2 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook Express (バージヨンが 6.0 SP 1 以上 )」、 「Windows メール」、 
「Windows Live メール」のデータです。 

*3 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook 2000」以降のデータです。 

本製品には、 Office 搭載モデルにのみ 、 「Microsoft Outlook 」 が付属およびインストールされています。 
前のパソコンに保存されている 「Microsoft Outlook 」 のデータを Office が搭載されていないモデルに移 
行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に、市販の 「Microsoft Outlook 」 を新しいパソコンにイ 
ンス I -ールする必要があります。 

移行するためには 、 「Microsoft Outlook 2003」以降の 「Microsoft Outlook ] をインストールしてく 
ださい。 

*4 新しいパソコンにメールソフトがインス!ルされていない場合でも、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデー 
夕を保存します。 

「Windows Live メール」および 「Microsoft Outlook 」 は起動したときに、保存したデータのインポート(取 
り込み）を行います。 

メールソフトによっては、違うソフトのデータを変換して取り込むことができます。 

詳しくは、メールソフトのヘルプを確認してください。 

n メモ 

* 移行できる設定やデータの詳細は、 「 PC 引越ナビ」のヘルプで確認してください。 
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D 前のパソコンのデータを移行する - pc 引越ナビ- 


n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （超） をダブルクリックする 

w 「東芝デスクトップアプリメこュ-」が起動します。 

E1 [すべてのアプリ]—[アプリケーションの再インス!-ール ] をクリッ 
クする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 
H [アプリケーション]タブをクリックする 

m 画面左側の [ pc 引越ナビ]をクリックし、 [「 pc 引越ナビ」のセットアッ 
プ]をクリックする 

Q 画面の指示に従ってインス!-ールする 

■ rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ポタンをクリックしてください。 

mm 起動方法 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （趋） をダブルクリックする 

V 「東芝デスクトップアブ u メこュ-」が起動します。 

E 1 [すべてのアプリ]— [ pc 引越ナビ.]をクリックする 

V 「 PC 引越ナビ」が織]します。 

Q 画面下のヘル这ポタンをクリックし、注意制限事項を確認する 

W 「 PC 引越ナビ」のヘルプが表示されます。 

「 PC 弓|越ナビ」の注意制限事項をお読みください。 

目次で[注意制限事項とメッセージ]をクリックし、画面右側に表示される各項目を 
よくお読みください。 


n インストール方法 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!ルされていません。 
次の手順でインス I ルしてください。 
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D 前のパソコンのデータを移行する - pc 引越ナビ- 


H [同意する]をチェックし、[次へ]ポタンをクリックする 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 
注意事項が表示されます。内容を確認し、[次へ]ボタンをクリックしてください。 

引き続き、説明画面が表示されますので、内容を確認しなから、操作してください。 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定•データや使用する移行 
方法などで操作の詳細は異なりますが、大まかな流れは次のとおりです。 

新しいパソコンと前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行うとよいで 
しよ5。 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかから、前の 
パソコンと新しいパソコンの仕様や、移 
行するデータの容量を元に移行方法を選 
択します。 


新しいパソコン 

I 


USB メモ ij 


I 




ネットワーク（有線 LAN ) 
クロスケーブル（有線 LAN ) 
DVD またはブルーレイディスク 


「こん包プログラム」をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを1つに 
まとめるプ□グラムです。 

USB フラッシュメモリにコピーしてください。 


新しいパソコン 



USB メモ U 


「こん包プログラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を前のバソコ 
ンで実行し、移行する複数のデータを1つの 
ファイル（「こん包ファイル」）にまとめます。 




前のパソコン 


鼠 


US 巳メモ U 
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前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。 
移行するデータの容量によっては、「こん包ファ 
イル」は複数作成されます。すべての「こん包 
ファイル」をコピーしてください。 



前のパソコン 




L 


USB メモ U 

ネットワーク（有線 LAN ) 
クロスケーブル（有線 LAN ) 
DVD またはブルーレイディスク 


「こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を新しいパソコンで 
開き、 コピーし ます。 


新しいパソコン 

I 




実行 



US 巳メモ U 
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■ J カバ 1 J _ メディアを作る 


パソコンにトラプルが発生したときに、パソコンを購入時の状態（初期状態）に戻すことを 「U 
カバ 1 」一」といいます。 

本製品には、システムやアプリケーションを購入時の状態に復元するためのリカバリーツール 
が搭載されています。 

リカバリ ー DVD - ROM が付属していないモデルの場合、 「 TOSH 旧 A Recovery Media 
Creator 」 を使って、あらかじめ、 U カバ 1 」ーツールのバックアップをとっておくこと（リカ 
バリ_メディアの作成）をおすすめします。 

作成したリカバリーメディアは大切に保管してください。 

何らかのトラプルで八ードディスクドライブから U カバリーできない場合でも、リカバ U —メ 
ディアからリカバリーをすることができるようになります。 

リカバリーメディアがない状態で、八ードディスクドライプからリカバリーが行えない場合は、 
修理が必要になる可能性があります。東芝 PC あんしんサボートに相談してください。 

■リカバリーを行うと 

U カバリーをすると、八ードディスクドライブ内に保存されているデータ（文書ファイル、画像 • 
映像ファイル、メールやアプリケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネッ 
卜やメールの設定、 Windows パスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定して 
いない状態になります。 

詳しくは、『セットアップガイド』を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段から定期的に行っておくことをおすすめします。 
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B リカバリーメディアを作る 


リカバリーメディアを作成できる記録メディア 


「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 では、次の記録メディアのいずれかを使用できます。 
何もデータが書き込まれていないちのを用意してください。 

• USB フラッシュメモリ 

•言己録用の DVD メディア* 1 ( DVD - R 、 DVD-R D し DVD - RW 、 DVD + R 、 DVD+R D し 
DVD + RW ) 

* 1使用できる記録メディアは、モデルによって異なります。 

ドライブを搭載していないモデルの場合は、外付けの書き込み可能な DVD / ブルーレイディスクドライブ 
(市販品）を接続すると、 DVD を使用できます。 

ただし、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。したがっ 
て、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作は保証できません。 

必要な記録メディアの枚数や容量は [TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面に表示され 
ます。 

DVD の場合は、必要な枚数が表示されます。複数枚使用する場合は、同じ規格の記録メディア 
で統一してください。 

USB フラッシュメモリの場合は、リカバ I 」ーメディアの作成に最低限必要な容量が表示されます。 
表示される容量より大きい容量の USB フラッシュメモリを用意してください。 



DVD について /DVD の使用推奨メーカー 


使用できる DVD 記録メディアについては、「付録0-ほ]使える DVD を確認しよう」を確認 
してください。 

外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）を使用して作成する場合は、 『 DVD / ブ 
ルーレイディスクドライブに付属の説明書』を確認してください。 

推奨するメーカーの DVD を使用して ください。 規格に準拠した DVD を使用して ください。 
外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）で使用できる DVD については 、 『DVD 
/ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』を確認して ください。 
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Q リカバリーメディアを作る 


=|^^|リカバリ-メディアの作成にあたって 

•「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 では DVD - RAM およびブルーレイディスクを使用でき 
ません。 

•「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 を使ってリカパリーメディアを作成するときは、ほか 
のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

DVD または USB フラッシュメモ U に書き込みを行うときは、次の注意をよく読んでから使用して 

ください。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれがあります。また、ドライブへの振動や衝撃など 

の本体異常や、メディアの状態などによっては処理が正常に行えず、書き込みに失敗することがあ 

ります。 

* 書き込みに失敗したメディアの損害については、当社はいっさいその責任を負いません。また、 
記憶内容の変化 • 消失など、メディアに保存した内容の損害および内容の損失 • 消失により生じ 
る経済的損害といった派生的損害については、当社はいっさいその責任を負いませんので、あら 
かじめご了承ください。 

* DVD に書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠した記録 
メディアを使用してください。また、推奨するメーカーの記録メディアを使用してください。 
DVD について「付録 □- S 使える DVD を確認しよう」、 

『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 

籲パッテリー駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテリーの消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれがあります。必ず電源コードと AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセン 
卜に接続して使用してください。 

♦書き込みを行うときは、本製品の省電力機能が働かないようにしてください。また、スリープ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 
mm 省電力機能について「5章0省電力の設定をする」 

• 次に示すような、ライティングソフトウェア以外のソフトウェアは終了させてください。 

-スクリーン セーパー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ 
-音楽や映像の再生アプリケーション 
- LAN などの通信アプリケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

* タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユ_ザ_を切り替える、画面の解像度や色数の変 
更など、ノ〈ソコン本体の操作を行わないでください。 

籲パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

* パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


リカバリ_メディアを作成するには、以降の説明を参照してください。 



使いはじめる前に 
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B リカバリーメディアを作る 


■■インストール方法 

「TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 は、購入時の状態ではインストールされていません。 
次の手順でインス I ルしてください。 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （超） をダブルクリックする 

W 「東芝デスクトップアブ u メこュ-」が起動します。 

E 1 [すべてのアプリ]—[アプリケーションの再インス!-ール ] をクリッ 
クする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

H [ユーティリティ]タブをクリックする 

画面左側の [ TOSH 旧 A Recovery Media Creator ] をクリックし、 
— [「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のセットアップ]をクリッ 
クする 

Q 画面の指示に従ってインス!-ールする 

■ rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ボタンをクリックしてください。 



使いはじめる前に 
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Q リカバリーメディアを作る 


MM リカバリーメディアを作成する 

外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）で DVD のリカバ U — メディアを作成 
する場合は、あらかじめ DVD / ブルーレイディスクドライブをパソコン本体に接続しておいて 
ください。 

接続方法 『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （超） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 

[サポート&リカパリー]—[リカパリーメディア作成ツール 10] を 
クリックする 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 が起動します。 

[タイトル]、[メディア構成]を選択する 

[情報]に、必要な DVD の枚数や USB フラッシュメモリの容量が表示されるので、 
用意してください。 


リカパリメ 

お使いのコ: 
TOSHIBA P 


SHIBA Recovery Media Creator mM 

シア作成 

-5 i のハードディスク上 id 3:、リ尥のイ;保;!?さむ； U 1ます。 

•y Media Creator ® 使って、このイメージゝら U カノ メディアを作成す 


タイトル 


メディア梅成 

1テー:5ス 

田 圍 リカパリメディア 


DVD ： 4.7GB v 






牾报 


以 n •儀要です。 



現在のメディア 
全体の進捗 

W 比 K 


「キャン乜レ 1 

(表示例） 

情報- 

DVD の場合、画面に表示される枚数分が必要に 
なります。 

USB フラッシュメモリの場合、画面に表示され 
る容量が必要になります。 


タイトル 

チェックボックスにチェックがつ 
いている（囹） U カバ U —メディ 
アを作成します。 

田をクリックすると作成するリカ 
バリーメディアの一覧が表示され 
よ9 〇 

作成する必要のないリカバリーメ 
ディアは、チェックをはずしてく 
ださい。 

■メディア構成 

作成する記録メディアの種類を選 
択します。 
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B リカバリーメディアを作る 


H [作成]ポタンをクリックする 

H 作成するリカバ U _ メディアの確認と記録メディアのセットを求める画面が表示され 
ます。 

n DVD または USB フラッシュメモリをセットする 

DVD のセット「2章 CD / DVD を使うとき（セット)」、 

『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 

USB フラッシュメモリ「4章 □ USB 対応機器を使う」 

wA [ok] ポタンをクリックする 

I 作成が開始され、[現在のメディア]に、作成している 1 」カバ 1 」ーメディアの進埗状 
況が表示されます。 

I 作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ポタンをクリックしてください。 

DVD の場合、作成が終了すると、記録メディアが自動的に出てきます。 

作成するメディアが複数枚ある場合は、メッセージに従って記録メディアを入れ替え 
てください。 

1：| メッセージを確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

■■ 作成したリカバリーメディアには、次のことがわかるように目印をつけてください。 

• 「リカパ U — メディアであること」 

♦複数枚ある場合は、番号 

たとえば DVD の場合、「リカバ U — メディア XX (番号)」というように、レーベル面 
に油性のフェルトペンなどで記載してください。リカバリーをするとき、この番号の 
順にリカバリーメディアを使用しないと、正しくリカバ U _ されません。必ずリカバ 
U ーメディア番号がわかるようにして保管してください。 

f [閉じる]ポタン （ D ) をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面が閉じ、リカバ U — メディアの作成を 
終了します。 

リカバリーメディアからリカバ U — をする操作手順については、『セットアップガイド』を参照 
してください。 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 の詳細は、ヘルプを参照してください。 

I ヘルプの起動方法 


| 「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 を起動後、 [ ヘルプ]ポタ 
["'] ンをク U ックする 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録0お問い合わせ先』 
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■ パソコンの基本操作を覚えよう 


このバソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 28 

2使い終わったら . 31 

3タッチパッド . 42 

4キーボード . 49 

5ハードディスクドライブ . 54 

6 CD や DVD を使5 - ドライブー . 58 

7画面を調整する— ディスプレイ— . 66 

8サウンド . 69 

9 SD メモリカードを使う- SD カードスロットー. ■■ 71 

10いろいろなメディアカードを使う 

ーブリッジメディアス□ッ I . 76 

11 Web カメラを使う . 82 















電源を入れるとき 


ッセージが表示された場合 


電源を入れたときにメッセージが表示された場合は、次の内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザー パスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージが表示されます。 


Password = 


設定したユ_ザ_パスワードを入力し、 ; £ A /7~£ ff ] キーを押してください。 
パスワードについて「6章|]パスワードセキュリティ」 

• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージが表示されます。 


HDD/SSD Password = 


設定した HDD パスワードを入力し、 lA /7 T /?| キーを押してください。 


メモ 

* パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

パスワードを入力せずに約1分経過した場合も、自動的に電源が切れます。 

パスワード入力画面で自動的に電源が切れると、 LAN 、 USB 、 スリープ解除タイマーからの許可によ 
る Wake - up ができません。 

その場合は電源を入れ直してください。 

• ユーザーパスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーザーパスワード- ► HDD パ 
スワードの順に認証が求められます。ただし、ユーザーパスワードと HDD パスワードが同一の文字列 
の場合は、ユーザーパスワードの認証終了後、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

パスワードについて「6章 □ パスワードセキュリティ」 


■ メッセージが表示される場合 

不明なメッセージについては、『セットアップガイド』の 「 Q & A _」 をご覧ください。 



パソコンの基本操作を覚えよう 

















D 電源を入れるとき 


2 


起動するドライプを変更する場合 


ご購入時の設定では、本体の八ードディスクドライブからシステムを起動します。起動するド 
ライブを変更したい場合、次の方法で変更できます。 


n 一時的に変更する 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

電源を入れたときに表示されるメニューから、起動するドライブを選択できます。 

1データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


電源スイッチを押し、すぐに_キーを数回押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力 して \ ENTER 1 キーを押してください。 

起動したいドライブを m または m キーで選択し、_可キーを押す 


-時的にそのドライブが起動最優先ドライブとなり、起動します。 




「►HDD Recovery 」 は選択しないでください。 HDD リカバリーを実行すると、八ードディス 
クドライブ内に保存されているデータはすべて消去されます。 

間違えて選択してしまった場合、メッセージが表示されますので®キーを押してしてください。 
電源が切れるので、手順0からやり直してください。 

HDD リカバリー(八ードディスクドライブからパソコンを初期状態に戻す）については、『セッ 
トアップガイド』を確認してください。 


■あらかじめ設定しておく 

「東芝システムセッティング」の[起動]で起動ドライブの優先順位を変更できます。 
設定の変更「6章 D 東芝システムセッティング」 
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パソコンの基本操作を覚えよう 


































D 電源を入れるとき 


ディスプレイを開くと、電源が入るようにする 


パネルオープンパワーオン機能を有効に設定した場合、ディスプレイを開くと、自動的にパソ 
コンの電源が入るようになります。 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （趋） をダブルクリックする 

w 「東芝デスクトップアプリメこュ-」が起動します。 

E 1 [ユ-ティリティ]—[システムセッティング H ] をクリックする 

v 「東芝システムセッティング」が起動します。 

Q [起動]をクリックする 

H [パネルオープンパワーオン]の下に表示されているポタンを右側へド 
ラッグする 

n [ ok ] ポタンをクリックする 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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使い終わつた 6 


パソコンを使い終わったときは、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。 
電源の切りかた『取扱説明書』 

パソコンの使用を一時的に中断したいときは、ス U _ プまたは休止状態にすると、パソコンの 
使用を中断したときの状態が保存されます。 

再び処理を行う（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
したときの状態が再現されます。 


△警告 


電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることがあります。 

_無線通信機能は、@ + @キーを押して OFF にすることができます。网+间キー 
を押して[機内モードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED が消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U _ プや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

_電源を切った状態でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合 
は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

• ディスプレイを開くことで自動的に電源が入るパネルオープンパワーオン機能を設定し 
ている場合は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technology で休止状態になっている場合がありますので、確実 
に電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャツトダウンして） 
ください。* 1 


* 1 Intel® Rapid Start Technology 搭載モデルのみ 
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パソコンの基本操作を覚えよう 





〇使い終わったら 


操作にあたって - 

中断する前に 

• スリープまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、記録メディアへの書き込みが完全に終了しているこ 
とを確認してください。 

書き込み途中のデータがある状態でスリープまたは休止状態を実行すると、データの書き込みが 
正しく行われません。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、 SD メモリカードや USB 接続型の外付け八ードディ 
スクドライブなどとのデータの読み出し、保存（書き込み）が完全に終了していることを確認し 
て < ださい。 

データのアクセス途中でスリープを実行すると、データの読み出し、保存が正しく行われません。 

中断したときは 

• スリープ中や休止状態では、バッテリーやメモリの取り付け/取りはずしは行わないでください。 
-保存されていないデータは消失します。 

•感電、故障のおそれがあります。 

-次回電源を入れたときに、システムが起動しないことがあります。 

また、スリープ中にバッテリー残量が減少した場合も同様に、次回起動時にシステムが起動し 
ないことがあります。 

システムが起動しない場合は、電源スイッチを5秒間押していったん電源を切ったあとで、再 
度電源を入れてください。この場合、スリープ前の状態は保持できていません (Windows エラー 
回復処理で起動します)。 

* スリープまたは休止状態を利用しないときは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消失します。 

ハイブリッドスリープのときは 

• 八イブリッドスリープを有効にしているとき、スリープを実行するとすぐに画面は真っ暗になり 
ますが、しばらくの間は八ードディスクドライブへのデータ保存が行われています。八ードディ 
スクドライブへのアクセス中は、パソコン本体を動かさないでください。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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〇使い終わったら 


スリーブ 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリープ」にしましよう。次に電源スイッチ 
を押したときに、すばやく中断したときの状態を再現することができます。 

スリープ中はバッテリーを消耗しますので、電源コードと AC アダプターを取り付けて使用す 
ることを推奨します。作業を中断している間にバッテリーの残量が少なくなったときは、通常 
のスリープでは保存されていないデータは消失します。 

八イブリッドスリープ「本項 B スリープ機能を強化する」 

なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されている場合（メモ 
リの取り付け/取りはずしや、パッテ U — パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U — プ 
ではなく、必ず電源を切ってください。 

■■スリープの実行方法 

n ポインターを画面の上または下の右隅に合わせる 

チャームが表示されます。 

チャームの操作方法『セットアップガイド』 

v \ [設定]をクリックする 

_画面右側に[設定]画面が表示されます。 

B 1 [電源]をクリックし①、表示されたメニューから[スリープ]をクリツ 
クする② 



ス U —プ状態から復帰させるときは、電源スイツチを押してください。 

ぬメモ 

• _+(^1キーを押して、スリープを実行することもできます。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 


























〇使い終わったら 


D スリープ機能を強化する 

通常のス U_ プのほかに「ハイブリッドス U— プ」という機能が用意されています。 

パソコンの使用を中断したとき、それまでの作業をメモリに保存するス u_ プに対して、八イ 
ブ U ッドス u_ プはメモリと八ードディスクの両方に保存します。 

作業を中断している間にバッテリーの残量が少なくなった場合などは、通常のスリープでは保 
存されていないデータは消失します。八イプ U ッドスリープを有効にしておくと、八ードディ 
スクから作業内容を復元できます。八イプ U ッドスリープを有効にしている状態でスリープを 
実行すると、ハイブリッドス U— プとして機能します。この場合は、スリープを実行してから 
ス U _プ状態になるまでの時間が長くなります。 

またスリ_プを実行してから一定時間が経過すると、自動的に休止状態に移行するようにも設 
定できます。 

休止状態に移行する設定について「本項-「役立つ操作集」」 

八イブリッドスリープを有効にするには、次の手順で設定してください。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （超） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 

[セ八ードウエアとサウンド]— r # 電源オプション]をクリックし、 
選択している電源プランの[プラン設定の変更]をクリックする 

[プラン設定の変更]は、各電源プランの右端に表示されています。選択している電 
源プランの[プラン設定の変更]をクリックしてください。 

八イブ U ッドスリープの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面が表示されます。 


[詳細な電源設定の変更]をクリックする 

[詳細設定]画面が表示されます。 


パソコンの基本操作を覚ぇょぅ 
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〇使い終わったら 


[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目から[ハイブリッ 
ドスリープを許可する]をダブルクリックする② 




i オプション 


MS* 


カスタマイズす§黾31プ5ン罐択してか6、お'使し'®]ンピューター 


曾 で驗を管理する方法を逞択して游い • 

謇 現在利用できない設定の変更 


パランス[ア好イカ 


田八ー ド デイスク 
田 Internet Explorer 
田デスク ト ップ觸副)設定 
m つイやしス アタプタ-の設定 
E 〔スリ-プト 


m TT/TM^ PJ 7 1 1 — 

+ [[_ _jj - 

田 / 人 w 吋 ra / j ' 枝週 i 5. vmj_wssi こする 

田 スリープ解除タイマーの許可 
| IJSR 雜 


既定の方 



0K 

抑 >t ル 


■① 

■② 


(表示例） 


八イブリッドスリープを ON にしたい項目（[パッテリ駆動]/ [電源 
に接続])をクリックする 

それぞれの項目は、次のようになります。 

[バッテリ駆動]:バッテ U— 駆動時の、八イブリッドスリープ機能の ON/OFF を 
設定できます。 

[電源に接続]:電源に接続しているときの、ハイブリッドスリープ機能の ON/ 
OFF を設定できます。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 





































〇使い終わったら 


J 項目の横に表示された彐をクリックし①、表示されたメニューから[才 
■ y] をクリックする② 



① 

② 


f [ OK ] ポタンをクリックする 

これで八イブ U ッドスリープを有効にする設定は完了です。 

この状態でスリープを実行すると、八イプリッドス 1 」ープとして機能します。 

r -\^ 役立つ操作集- n 

—定時間の経過後、休止状態にする 

スリープを実行してから一定時間が経過すると、自動的に休止状態に移行するよう設定できます。 

[詳細設定]画面で[次の時間が経過後休止状態にする]をダブルクリックし、表示された項目を選択 
して ▲ ▼で時間を設定してください。 

スリープを実行してから設定した時間が経過すると、自動的に休止状態に移行します。 

休止状態 [ Windows ヘルプとサボート』 

V J 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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〇使い終わったら 


2 


休止状態 


バソコンの使用を中断したときの状態を八ードディスクに保存します。次に電源を入れると、 
状態を再現できます。なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載 
されている場合（メモリやバッテリーパックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態では 
なく、必ず電源を切ってください。 

n 休止状態の実行方法 


_+同キーを 押す 


休止状態から復帰させるときは、電源スイツチを押してください。 




スリープから一定時間後に休止状態にする 


* Intel® Rapid Start Technology 搭載モデルのみ 

Intel ® Rapid Start Technology 搭載モデルには、スリープから一定時間後に休止状態に変わ 
る、 Intel ® Rapid Start Technology が搭載されています。 

Intel ® Rapid Start Technology の搭載により、ス U - プ状態よりもバツテ U - 保持時間を延 
ばします。 

Intel ® Rapid Start Technology は、購入時の状態では有効に設定されており、スリープを実 
行後、2時間で休止状態に変わる設定になっています。 

無効に設定する場合や、ス U — プから休止状態に変わるまでの時間を変更する場合は BIOS セツ 
トアツプから設定してください。 



Intel® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行すると、 LAN、USB、 スリー 
ブ解除タイマー からの許可による Wake-up ができません。 

Intel® Rapid Start Technology を無効 ( Disabled ) にしても SSD 上にある Intel® Rapid 
Start Technology の領域は削除することはできません。 

Intel® Rapid Start Technology で、スリープから休止状態に移行した状態からの Windows の 
復帰時間は、 Windows のメモリの使用容量によって変わります。 

スリープを実行する前にデータを保存することを推奨します。 

Intel® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行した状態で放置し、バッテリー 
残量がなくなると、作成中のデータで保存されていないものが消失し、 Windows は正常に復帰 
でぎなくなります。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 























〇使い終わったら 


mm 「無効』に設定する方法 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

1データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

電源スイッチを押し、すぐに@キーを数回押して、 BIOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して | ENTER | キーを押してください。 

日日キーを押して、 「 Advanced 」 メニューを表示する 

)[ J ] キーを押してカーソルを rintel ( R ) Rapid Start TechnologyJ 

£A/T£/?| キーを押す 

表示されたメニューで、（1)0キーを押してカーソルを 「 Disabled 」 
に合わせ、 丨 fA / TT /? l キーを押す 


I QDE キー 
に合わせ、 

I 


_キーを 押す 

確認のメッセージが表示されます。 

0キーを 押す 

設定内容が有効になり、 BIOS セットアップが終了します。 
パソコンが再起動します。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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〇使い終わったら 


D スリープか5休止状態に変わるまでの時間を変更する方法 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 


1データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 



n 電源スイッチを押し、すぐに@キーを数回押して、 bios セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して^^]キーを押してください。 

Q 日日キーを押して、 「 Advanced 」 メニューを表示する 

| [ SG ] キーを押してカーソルを rintel ( R ) Rapid Start TechnologyJ 
に合わせ、 fA / TT /?| キーを押す 


表示された メニューで、キーを 押してカーソルを 「Enabled」 に 
合わせ、 jfA / TF /?] キーを押す 


^ キーを押してカーソルを 「Rapid Start Entry after 」 に合わせ、 

£ A / T £/?| キーを押す 

|表示されたメニューで、 [ Em キーを押してカーソルを変更したい時間 
に合わせ、 k / V 7~£/? l キーを押す 

「 Immediately 」 を選択した場合は、スリープに入るとすぐに休止状態になります。 


_キーを押す 

確認のメッセージが表示されます。 

0キーを押す 

設定内容が有効になり、 BIOS セツトアップが終了します。 
パソコンが再起動します。 


39 



パソコンの基本操作を覚えよう 



































〇使い終わったら 


s 


簡单に電源を切る/パソコンの使用を中断する 


チャームから操作しないで、パソコン本体の電源スイッチを押したときやディスプレイを閉じ 
たときに、電源を切る（電源 OFF )、 またはスリープ/休止状態にすることができます。 


8 


パソコン本体の電源スイッチを押したときの動作の設定 ■ 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （®) をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 


[コントロールパネル]をクリックする 
Q [气3八ードウエアとサウンド]をクリックする 
H [彳奢電源ポタンの動作の変更]をクリックする 


[電源ポタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何もしない]に設定すると、特に変化はありません。 

「バッテリ駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 


[変更の保存]ポタンをクリックする 

パソコン本体の電源スイッチを押すと、手順0で設定した状態へ移行します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 












〇使い終わったら 


d ディスプレイを閉じたときの動作の設定 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （超） をダブルクリックする 

w 「東芝デスクトップアブリメ ニ ュ-」が起動します。 

B 1 [コント□ールパネル]をクリックする 
Q [，八ードウエアとサウンド]をクリックする 
H [1奢電源ポタンの動作の変更]をクリックする 

m [カパーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何もしない]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

「バッテリ駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

Q [変更の保存]ポタンをクリックする 

ディスプレイを閉じると、手順〇で設定した状態へ移行します。 

[ス u _ プ状態][休止状態]に設定した場合は、次にディスプレイを開くと、自動的 
にディスプレイを閉じる前の状態が再現されます。 

g メモ _ 

•ディスプレイを閉じることによって[スリープ状態][休止状態][シャットダウン]のうち、あらかじ 
め設定した状態へ移行する機能を、パネルスイッチ機能といいます。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 












ツチパツドで操作する 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイに&が表示されます。この矢 
印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
がらパソコンを操作していきます。 

パソコン本体には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/右 
ボタンがあります。 

タッチパッドと左ボタン/右ポタンを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみましよ 
う。ここでは、タッチパッドと左ボタン/右ボタンの基本的な機能を説明します。 




タッチパッドの操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D-D - タッチパッドの操作にあたって」 


■指紋センサー搭載モデルの場合 




タッチパッドオン/オフボタンは、タッチパッドの有効/無効を切り替えるためのポタンです。 
* イ ラストは、 R 732 シリーズの例です。 



パソコンの基本操作を覚えよう 


2 

4 






































































B タッチパッド 


■■タッピングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使うと、左ボタンを使わなくても、次のような基本的な操作ができます。 
* 次のイラストは指紋センサー搭載モデルの例です。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを1回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルクリックができます。 


Q/S 



□ ドラッグアンドドロップ 

タッチパッドを続けて2回たたき、2回目は 
タッチパッドから指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 



2 


ツチパツドの使用環境を設定する 


タッチパッドやポインターの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 


[マウスのプロパティ]の起動方法 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 


[デスクトップアプリメニュー]アイコン （®) をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 
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パソコンの基本操作を覚えよう 































































B タッチパッド 


l > a 八ードウエアとサウンド]—[々•丨マウス]をクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 


■ R 732 シリーズの場合 




マウスの: TD パ テイ 


D 


ボタンポインターポインターオプシ3ン|ホイールハー W エア 0) デバイス設定 


ポタンの構成 


(S- 右詩用⑻ 

左 

-左ケ>ック（㈣とド5ザ） 


' 左きき用 (U 


-右ク 1 办ク （]>? キスト: Cl- と魏 
ド5»デ） 


rrw リ，ク ® s$(y) 

右傷®フカ W をタブ;1^»クして、設定をテス K / て游 い • フォが問いた9閉 
じた*3しなし堪合は、速度？31<して游 い ■ 




a 


設定 ㈤ … 


「ク _> y クロックをォ MCT る( I ) _ 

7ウスのボタン桃したま於なくても、強調表示やド为ヴが T き項目 S ク 1 Js ウし、7ウスのボ 
タン®少 W ) P 』 押したままにしてか^し ST •次に、目的の位匿までマウスを移動し、そ i ： でもぅ一 
度ク 1 »クします. 


OK ] I 抑 >12J レ I iiffl(A) 


(表示例） 


* モデルによって画面構成が異なる場合があります。 

■ R 742 シリーズ、 R 752 シリーズの場合 


マウスの：/□パテイ 


D 


ポタンポインターポインターオプシ3ンハードウェア拡張 


ボタ成 

□匿_めポタン S 切り替え 

暹択やド为グなどの主な機能に右*幅タン®赖する 
場合は、こエックボ、カスをオンにし rr 。 


タフ 

右獅フォタブ切 1 劝して、誠をテス K/ て游 
い.フォが関いたり閉じたりしなし嗶合は、速度幻！ く 
して游い. 


7 


速度 (0): 遅く 


速く 


ク 1 > y クロック 

□ ケ>メクロックを才>1こする( I ) 


雖(1)… 


マウスのボタンを押したままでなくても、強調表示やドラ y ヴができ 5 T = 項巨？ク ㈨ 
クし、マウスのポタン？少 U < DPS 押したままにしてから難し JT 。 次に、目的の位匿ま 
でマウスを移動し、そこでもう一度ク 1 »クし 


OK ] | キ， M! ル 


(表示例） 


* モデルによって画面構成が異なる場合があります。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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B タッチパッド 


マウスの: r □パテイ 


D 


ボタンポインタ-ポインタ- 7 r ^>3>| ホイ-ル n - Wx 7 0 B デパイ通^ 


Synaptics の 7*DA • テイ - r- シ *3>XXXX 


r/r イス⑵： 


有効 名前 


有効 CE) 


I 


( Q ) 


雜⑸… 


r USB マウ;^時に内應ボイ >? ィメ 7_ デ八イスを無効にする •（ U ) 


r 卜 w アイ ]: そ w クか 6@i 除 (g) 
f 通常のトレイ 7M910 AMc*SCE) 

(!■ 7Zi-y3'j KK アイ]クこ表示 (N) 


4:20 PM 
00 4:20 PM 
〔 4:20 F'M 


OK ] [ 抑 | 触⑻ 


(表示例） 


[デバイス設定]画面が表示されます。 


画面左側に表示されているメニューから、設定したい項目をクリックする 

画面右側に、選択した項目の設定内容と、その説明が表示されます。説明をよく読ん 
で各項目を設定してください。 


デパイス設定： Synaptics TouchPad Vx.x : PS/2 东 °- 卜 


D 


■ M 苗致の指に上る Si スチ”、 
本描で©スウ□—ル 
@っ絲ズ'■ム 

□ BK 

@3本指で押 t 
(□3本抱で强く 
□スクロ- 《• 

_ Sn 7 

团ェゥジスワイブを使用する 

«要 



Synaptics' 


キ vXz ル I 


(表示例） 


b タッチバッドの設定方法 

[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインターなどの各種設定ができます。 

タッチパッドの設定をするには、次のように操作してください。 

■ R 732 シリーズの場合 

[マウスのプ□パティ]画面の[デパイス設定]タブで[設定]ポタン 
をクリックする 



パソコンの基本操作を覚えよう 5 

4 








































B タッチパッド 


^ N ¢3役立っ操作集- 

タッチパッドを有効/無効にするには 

次の方法でタッチパッドの有効/無効を切り替えることができます。 

-タッチパッドオン/オフボタン 
-キー 操作 

キ_操作の場合、_ + @キーを押すたびにタッチパッドの有効/無効を切り替えることができま 
す。 

_+@キーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから指をはなしてか 
ら行ってください。 

_+@キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、力ーソルの動きが数秒不安定になることが 
あります。そのような場合は、一度タッチパッドから指をはなしてください。しばらくすると、正常 
に操作できるようになります。 



USB 対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

US 巳対応マウスを接続したときに、タッチパッドによる操作が自動的に無効になるように設定するこ 
とができます。 

① スタート画面の[デスクトップ]画面をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン（@)をダブルクリックする 
「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

③ [コント□—ルパネル]をクリックする 

④ [つ_八ードウェアとサウンド] 4 [薄',;Iマウス]をクリックする 

⑤ [デバイス設定]タブで [USB マウス接続時に内蔵ポインティングデパイスを無効にする。]をチェックする 
⑧ [0K] ボタンをクリックする 

_ + _キーを押して設定する「タッチパッド ON/OFF 機能」とは連動していません。 

市販の US 日対応マウスをお使し)の場合、マウスの種類によっては、本機能が動作しない場合があります。 
V ン 
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3 メモ 



本製品のタッチパッドには、ジェスチャーコント□—ル機能があります。 

指の動きを使って、タッチパッドで次の操作ができます。 

-2本指での上下左右へのスクロール 
-文字や画像を拡大/縮小する（つまみズーム） 

-画像を回転するなど 

詳しくは、手順0で設定したい項目を選択し、表示された説明を確認してください。 


パソコンの基本操作を覚えよう 











B タッチパッド 


IR 742 シリーズ、 R 752 シリーズの場合 

[マウスのプ□パティ]画面の[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタ 
ンをクリックする 




マウスの： T □パテイ 


D 


ポタンポインター|ポインターオ^ン1八ードウエア拡張 

知チハ*.愚張設定 


拡張タブでは、マウスのヴロノ、♦ティに加えた拡張榴能の設 
定か出来ます。 

設定を変更するには、「拡張棵能の設定..」ボタンをクリック 
して下さい。 


抗張榴能の設定 ( ex .. 


| fV-A'AV)... | 


キル iiffl ( A ) 


[拡張機能の設定]画面が表示されます。 


(表示例） 


[タッチパッド]タブまたは[その他]タブで各項目を設定する 

各項目にポインターを合わせると、画面下部の[説明]欄に詳細が表示されます。 


D 




，サ 


c&w 

C 下)-卜^ 

■ 


.色 
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(表示例） 


g メモ 


• タッチパッドには2本指を使った次のようなジェスチヤー機能が搭載されています。 

-ピンチズーム ：アプリケーション上の図形やテキストを拡大縮小させます。 

-パンスクロール ：ウインドウやアイテムを上下左右にスク□—ルさせます。 

-ピボット□—テーション：アプリケーション上の図形や写真を回転させます。 

ジェスチヤー機能を設定するには、手順〇で[ジェスチヤー]タブをクリックし、設定する機能に 
チェックを付けてください。 

それぞれの項目のチェックをはずすと機能が無効になり、チェックを付けると機能が有効になります。 

各機能の使いかたについては、[ジェスチヤー]タブの画面右側にある _ ボタンをクリックして機能 
についての説明ビデオをご覧になるか、画面下側にある[説明]に表示される説明文をご覧ください。 
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B タッチパッド 


役立っ操作集- 

タッチパッドを有効/無効にするには 

次の方法でタッチパッドの有効/無効を切り替えることができます。 

-タッチパッドオン/オフボタン 
• キー 操作 

キー操作の場合、_+_キーを押すたびにタッチパッドの有効/無効を切り替えることができま 
す。 

_+@キーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから指をはなしてか 
ら行ってください。 

_+_キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、力ーソルの動きが数秒不安定になることが 
あります。そのような場合は、一度タッチパッドから指をはなしてください。しばらくすると、正常 
に操作できるようになります。 



USB 対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

US 巳対応マウスを接続したときに、タッチパッドによる操作が自動的に無効になるように設定するこ 
とがでぎます。 

① スタート画面の[デスクトップ]画面をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （想） をダブルクリックする 
「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

③ [コント □_ ルパネル]をクリックする 

④ 八ードウェアとサウンド] — [私^ マウス]をクリックする 

⑤ [拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 
[拡張機能の設定]画面が表示されます。 

⑧[その他]タブの [USB マウス接続時の動作]で[タッチパッドを無効にする]をチェックする 

⑦ [0K] ボタンをクリックする 
[マウスのプ□パティ]画面に戻ります。 

⑧ [0K] ボタンをクリックする 

_ + _キーを押して設定する「タッチパッド ON/OFF 機能」とは連動していません。 

市販の US 日対応マウスをお使いの場合、マウスの種類によっては、本機能が動作しない場合があります。 
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各キーにはさまざまな機能が用意されています。いくつかのキーを組み合わせて押すと、いろ 
いろな操作が実行できます。 


EI キーポードの文字キーの使いかた丨 


文字キーは、文字や記号を入力するときに使い 
ます。キーボードの文字入力の状態によって、 
入力できる文字や記号が変わります。 


■左上一 

■中央左 
■左下一 



■右上 

■ 中央右 
■右下 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、アルファベットの小文字などが入力できます。 
| sh // t 1 キーを押しながら押すと、記号やアルファべットの大文字が入力できます。 

中央左 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、数字や記号が入力できます。 

右上 

かな入力ができる状態で | SH // T | キーを押しながら押すと、記号、ひらがなの促音 
(小さい「つ」）、抛音（小さい「ゃ、ゅ、よ」）が入力できます。 

中央右 

かな入力ができる状態で押すと、ひらがなや記号が入力できます。 

左下 

* R 732 シリーズ、 R 742 シリーズのみ 

アロー状態のときに押すと、カーソル制御キーとして使えます。 

右下 

* R 732 シリーズ、 R 742 シリーズのみ 

数字□ック状態のときに押すと、テンキーとして使えます。 






















□ キーボード 



キー 

内容 

圆 + |£SC| 

<スピーカーのミュート> 

_キーを押したまま、 |£5C| キーを押すたびに本体のスピーカーや 
へッドホンの音量のミュート（消音）の ON / OFF が切り替わります。 

[ M \+\ space ] 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

_キーを押したまま、 \ SPACE 1キーを押すたびに本体液晶ディスプ 
レイの解像度が切り替わります。 

[ M ]+\ tab \ 

<ディスクトレイを開く> 

* ドライブ搭載モデルのみ 

_キ_を押したまま、1 748 j キーを押すと、ディスクトレイが開き 
ます。 

圆 + ■ 

<インスタン ト セキュリティ機能> 

コンピューターをロックします。 

解除するには、 ISH // TI キーを押してください。 Windows パスワー 
ドを設定している場合は、パスワード入力欄に Windows パスワード 
を入力し、キーを押してください。 

[ M ] 十回 
く 電源プフンの設定> 

_キ_を押したまま、@キーを押すたびに電源プランが切り替 
わります。 

圆十回 

<スリープ機能の実行> 

_キ_を押したまま、キーを押すと、スリープ機能が実行さ 
れます。 

圆十回 
<休止状態の実行> 

_キーを押したまま、_キーを押すと、休止状態になります。 

回+固 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

詳細について「4章表示を切り替える」 

圆+_ 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

_キ_を押したまま、_キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度が下がります。 

圆+_ 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

_キーを押したまま、_キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度が上がります。 

圆+圍 

<無線通信機能の 0 N /0 FF > 

_キーを押したまま、@キーを押すたびに、無線通信機能の ON 
/ OFF が切り替わります。 

[機内モードオフ]にすると無線通信機能は ON になります。 

[機内モードオン]にすると無線通信機能は OFF になります。 

画+ @ 

くタッチパッド 0 N /0 FF 〉 

_キーを押したまま、_キーを押すたびにタッチパッドの有効 
/無効を切り替えます。 


キ 

能 

機 

殊 
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0 
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キーボード 


キー 

内容 

[ FN ] + [ FW ] 

<オーバーレイ機能> 

* R 732 シリーズ、 R 742 シリーズのみ 

_キ_を押したまま、|77可キーを押すと、アローモードになり 
ます。キー左下に灰色で印刷されているカーソル制御キー （ t、K 
— 、 — 、 HOME 、 PGUP など）として使えます。アローモードを 
解除するには、もう_度_ +177^1キーを押します。 

\ FN \ + \ Fll ] 

<オーバーレイ機能> 

* R 732 シリーズ、 R 742 シリーズのみ 

_キ_を押したまま、17771キーを押すと、数字□ックモードにな 
ります。キー右下に灰色で印刷されているテンキー（1、2、3など） 
として使えます。数字ロックモードを解除するには、もう一度闹 
+ | F 77 1キーを押します。アプリケーションによっては異なる場合が 
あります。 

圆 + (771] 

<スクロールロック状態> 

* R 732 シ U —ズ、 R 742 シリーズのみ 

—部のアプリケーションで、キーを画面スクロール 
として使用できます。ロック状態を解除するには、もう一度网+ 
| H 2| キーを押します。 

圆 + [1] 

<PGUP (ページアップ)> 

* R 732 シリーズ、 R 742 シリーズのみ 

一般的なアプリケーションで、_キ_を押したまま、〇]キーを 
押すと、前のページに移動できます。 

圆 + d ] 

<PGDN (ページダウン）> 

* R 732 シ U —ズ、 R 742 シリーズのみ 

一般的なアプリケーションで、@キーを押したまま、[ I ]キーを 
押すと、次のページに移動できます。 

圆 +B 

<HOME (ホーム）> 

* R 732 シリーズ、 R 742 シリーズのみ 

一般的なアプリケーションで、_キーを押したまま、 （3 キーを 
押すと、カーソルが行または文書の最初に移動します。 

圆 +S 

く END (エンド）〉 

* R 732 シリーズ、 R 742 シリーズのみ 

一般的なアプリケーションで、 [ M ] キーを押したまま、0キーを 
押すと、カーソルが行または文書の最後に移動します。 

圆 +E 

<縮小> 

スタート画面/デスクトップ画面や一般的なアプリケーションで、 
_キ_を押したまま、（ XI キーを押すと、画面やアイコンなどが縮 
小されます。 

圆 +E 

<拡大> 

スタート画面/デスクトップ画面や一般的なアプリケーションで、 
_キ_を押したまま、 [ Z ] キーを押すと、画面やアイコンなどが拡 
大されます。 

圆+团 

く 音量ノ」、> 

_キーを押したまま、[ I ]キーを押すたびに音量が小さくなります。 

画 + 团 

<日里大ノ 

_キ_を押したまま、 ® キーを押すたびに音量が大きくなります。 
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D キーボード 


■ r 東芝フアンクシヨンキー」について _ 

_キーを使った特殊機能キーの一部では、キーを押したときにメッセージを表示するかどう 
かを、「東芝ファンクションキー」で設定することができます。 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （發） をダブルクリックする 

W 「東芝デスクトップアブ u メこュ-」が起動します。 

[ユーテイリテイ]—[フアンクシヨンキー 0] をクリックする 

■■ 「東芝ファンクションキ-」が起動します。 

〇各項目を設定し、 [0K] ポタンをクリックする 


mm 特殊機能キー 


■ R732 シリーズ、 R742 シリーズの場合 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャー 
の起動 


[タスクマネージャー]画面が表爪されます。 
アプリケーションやシステムの強制終了を行 
います。 

\CTRL \+\ SHIFT \+\ ESC \ 

画面 コピー 



| PRTSC | 

現仕我爪甲の圃囬包フリツノ爪一卜 |( - 1 匕 

します。 

\ ALT \+\ PRTSC \ 

現在表爪中のアクァイブな画面をクリップ 
ボードにコピーします。 

fal+l PRTSC | 

現在表爪中の画面を PNG ファイルとして保存 
します。 

PNG ファイルは、デスクトップ画面のタスク 
バーの[エクスプローラー]—[ライブラリ] 

—[ピクチャ]—[スクリーンショット]に保 
存されています。 
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□ キーボード 


■ R 752 シリーズの場合 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージ ヤー 
の起動 


[タスクマネージャー]画面が表爪されます。 
アプリケーションやシステムの強制終了を行 
います。 

\CTRL \+\ SHIFT \+\ ESC \ 

画面コピー 

[ FN ] + [ PRTSC ~] 

現在表爪中の画面をクリップボードにコピー 
します。 

[ ALT ] + [ FN ]+[ PRTSC ] 

現在表爪中のアクァイブな画面をクリップ 
ボードにコピーします。 


現在表爪中の画面を PNG ファイルとして保存 
します。 

PNG ファイルは、デスクトップ画面のタスク 
バーの[エクスプローラー]—[ライブラリ] 

—[ピクチャ]—[スクリーンショット]に保 
存されています。 

「:s i + i / wi + rp/?isci 
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A - ドディスクドライプ 


HDD 搭載モデルには、八ードディスクドライブが搭載されています。 

本体の八ードディスクドライブは、取りはずしできません。 

PC 力ードタイプ （TYPE n )、 eSATA 接続型や USB 接続型のハードディスクなどを使用し 
て記憶容量を増やすことができます。 




操作にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合があります。 
八ードディスクに記録された内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証できません。 
万が一故障した場合に備え、パックアップをとることを推奨します。 

あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □- Efl ハードディスクドライブについて」 


八ードディスクドライプに関する表示 


本体の八ードディスクやドライブ、 eSATA 接続型のノ V _ ドディスクなどとデータをやり取り 
しているときは、 Disk 0 LED が点灯します。 



SSD について 


• SSD 搭載モデルのみ 

SSD 搭載モデルは、補助記憶装置として、フラッシュメモ U を記憶媒体とするドライブを搭載 
しています 。 SSD (ソリッドステートドライブ）とは、ハードディスクの記憶媒体である磁気 
ディスクの代わりに、 NAND フラッシュメモリを使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

以下の機能についてちご利用いただけます。 

• BIOS セットアップ 

巳 IOS セットアップ画面には 「 HDD / SSD 」 と表示されますが、 SSD でも同様の動作をします。 

• HDD パスワード 

八ードディスクドライブ同様、登録可能です。 

•ハードディスクドライブからのリカバリー 

八ードディスクドライブ同様、 SSD からリカバ U — できます。 

本書および付属の説明書では、 HDD と SSD をまとめて「八ードディスクドライブ」と呼びます。 
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〇八ードディスクドライブ 


東芝 HDD プロテクションについて 


* HDD 搭載モデルのみ 

「東芝 HDD プロテクション」とは、パソコン本体に搭載された加速度センサーにより落下•振 
動•衝撃およびその前兆を検出し 、 HDD (八ードディスクドライプ）を損傷する危険性が軽減 
する機能です。 

パソコンの使用状況に合わせ、検出レベルを設定できます。 

パソコン本体の揺れを検知すると、デスクトップ画面でメッセージが表示されます。 
メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックして、画面を閉じてください。 


東芝 HDD プロテクションの使用にあたって= 

鲁あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録〇-* *■•東芝 HDD プ□テクシヨンの使用にあたって」 


メモ 

• 購入時の状態では、東芝 HDD プロテクションが ON に設定されてし)ます。 

* パソコン起動時、スリープ、休止状態、および休止状態へ移行中と休止状態からの復帰中、電源を切つ 
たときには、東芝 HDD プロテクションは動作しません。パソコンに衝撃が加わらないようにご注意く 
ださい。 

* 音楽や動画の再生中に、パソコン本体の揺れを検出して HDD のヘッド退避が行われた場合、再生中の 
音楽や動画が一時的に途切れることがあります。 
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〇八ードディスクドライブ 


設定方法 


東芝 HDD プロテクションでは、パソコンの使用状況に合わせて検出レベルを設定することが 
できます。 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[ユーテイリテイ]— [ HDD プ□テクション]をクリックする 

[東芝 HDD プロテクション]画面が表示されます。 
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(表示例） 


* 表示されるメニューは、モデルにより異なります。 

各項目を設定する 

設定項目は、次のとおりです。 


HDD プ□テクシヨン 

東芝 HDD プ□テクションの有効/無効を設定できます。 

HDD プ□テクシヨン 
動作メッセージ 

東芝 HDD プロテクションが動作したときに、検出メッ 
セージを表示するかど5かが設定できます。 

システムトレーアイコン 

東芝 H D D プロテクションのアイコンを通知領域に表示す 
るかどうかが設定できます。 

検出レベル 

「 OFF / レベル1(低）/レベル2/レベル3 (高)」のい 
ずれかを選択できます。 

バッテ U —駆動時/電源（電源コードと AC アダプター） 
接続時それぞれ設定できます。 

検出レベル増幅機能 

電源コードをコンセントから抜いたとき、一時的に検出 
レベルを高くしたい場合は、[電源からはずしたとき]を 
チェックします。 

[標準設定]ポタン 

東芝 HDD プ□テクションを購入時の設定に戻します。 

[3 D 表示]ボタン 

パソコン本体の傾きや揺れに合わせて動く 3 D オブジェ 
クトを画面上に表示します。 
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〇八ードディスクドライブ 


3 メモ 3 D 表示 _ 

籲[東芝 HDD プロテクション]画面で [3 D 表示]ボタンをクリックすると、 [3 D 表示]画面 
が表示され、パソコン本体の傾きや揺れに合わせて動く 3 D オブジェクトを画面上に表示し 
ます。振動を検出し、 HDD のヘッドを退避させている間は、画面に表示されているディス 
クの回転が停止し、ヘッド退避が解除されると、回転が再開します。 

[3 D 表示]画面を終了する場合は、[閉じる]ボタンをクリックしてください。 

* [3 D 表示]画面の 3 D オブジェクトは、本体の八ードディスクを仮想的に表現したものであ 
り、八ードディスクのディスクの枚数や、ディスクの回転、ヘッドの動作、各部品のサイズ 
や形状、向きなどは実際のものとは異なります。 

• [3 D 表示]画面を表示した状態でほかの作業を行ったときに、 CPU やメモリの使用率が高 
<なる場合があるため、バソコンの動作が遅くなることがあります。 


H [東芝 HDD プロテクション]画面で [0K] ポタンをクリックする 


メモ 

籲東芝 HDD プロテクションの各設定は、通知領域の[東芝 HDD プロテクション]アイコンをクリックし、 
表示されたメニューから項目を選択して行うこともできます。 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、0をクリックしてください。 
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メモ検出レベルについて 

籲東芝 HD □プロテクションを効果的に使用したい場合、「検出レベル」を「レベル3 (高)」 

に設定することをおすすめします。ただし、パソコンを手に持って操作したり、不安定な場 
所で操作したりすると、頻繁に東芝 HD □プロテクションが動作し、パソコンの応答が遅れ 
ることがあります。パソコンの応答速度を優先する場合は、設定を下げて使用できます。 
•机上でパソコンを使う場合（電源接続中）には検出レベルを上げ、手で持って使う場合（パッ 
テリー駆動時）には検出レベルを下げる、といった使いかたができます。 


パソコンの基本操作を覚えよう 












CD や DVD を使 3 


ドライ プー 


ドライブ搭載モデルには、 DVD スーパーマルチドライブが搭載されています。 

• DVD スーパー マルチドライブ 

DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R 、 CD - RW 、 CD - R の読み出し/書 
き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

『安心してお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしいことが記述 
されています。 

CD / DVD を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 

ドライブを搭載していないモデルの場合は、外付けの CD / DVD / ブルーレイディスクドライ 
ブ（市販品）を接続すると、 CD / DVD / ブルーレイディスクを使用できます。 

ただし、すべての外付け CD / DVD / ブルーレイディスクドライプでの動作確認は行っており 
ません。したがって、すべての外付け CD / DVD / ブルーレイディスクドライプでの動作は保 
証できません。 


使える記録メディアを確認しよう 


* ドライブ搭載モデルのみ 

使用できる CD / DVD の詳細と、書き込み速度については、「付録 □ S 己録メディアについて」 
を確認してください。 

使用する記録メディアによっては、読み出しができない場合があります。 

*12 cm /8 cm ディスク対応 、 Serial ATA 接続、バッファアンダーランエラー防止機能付き。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 







〇 CD や DV □を使ろードライブー 


〇：使用できる x :使用できない 



読み出し m 

書き込み回数 

CD-ROM 

〇 *2 

X 

CD-R 

〇 

1回 

CD-RW 

O 

繰り返し書き換え可能# 3 

DVD-ROM 

〇 *2 

X 

DVD - R * 4 

O * 5 

1回 

DVD-RW 

〇 

繰り返し書き換え可能 t 3 

DVD + R * 6 

〇 *5 

1回 

DVD+RW 

〇 

繰り返し書き換え可能 t 3 

DVD-RAM 

〇 

繰り返し書き換え可能# 3 


* 1対応フォーマツトによっては再生ソフトが必要な場合があります。 

* 2 読み出し速度 CD-ROM :最大24倍速、 DVD-ROM :最大8倍速。 

*3 実際に書き換えできる回数は、記録メディアの状態や書き込み方法により異なります。 

*4 本書では、 「 DVD - R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL ( DVD-R Dual 
Layer ) を含みます。 DVD-R DL は、 Fo 「 mat 4 での読み出し/書き込みをサボートしておりません。 

*5 記録メディアの状態や書き込み方法により、読み出しできない場合があります。 DVD-R DL のみ追記され 
たデータは読み出しできません。 

*6 本書では、 「 DVD + FI 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD+R DL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 


メモ書き込みについて 


CD / DVD にデータを書き込むには、 Windows の書き込み機能を使用してください。 

記録メディアにデータを書き込むとき、記録メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環 
境によって、実行速度は異なります。 



CD / DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - EO - CD / DVD に書き込む前に」 
「付録 D - ■通-書き込みを行うにあたって」 
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パソコンの基本操作を覚えよう 




























〇 CD や DV □を使 5 —ドライブー 


2 


CD / DVD を使5とぎ（セツト） 


* ドライブ搭載モデルのみ 

CD / DVD は、パソコン本体に搭載されているドライブにセツトして使用します。 




CD / DVD の操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録口 - Efl CD/DVD について」 
「付録 □ - H 使える CD を確認しよう」 
mm 「付録〇-®使える DVD を確認しよう」 


メモセツトする前に確認しよう 


傷ついたり汚れのひどい CD / DVD の場合は、挿入してから再生が開始されるまで、時間がかかる場 
合があります。汚れや傷がひどいと、正常に再生できない場合もあります。汚れをふきとってから再生 
してください。 

記録メディアにデータを書き込むとき、記録メディアの状態やデータの内容、またはパソコンの使用環 
境によって、実行速度は異なります。 

CD / DVD の特性や CD / DVD への書き込み時の特性によって、読み出せない場合もあります。 
CD / DVD の種類によっては、取り出すとき Windows が自動的にセッションを閉じてしまう場合があ 
ります。このとき、確認のメッセージなどは表示されません。 

よく確認してから CD / DVD をセットしてください。 

この Windows の機能を無効にするには、次のように操作してください。 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② タスクパーの[エクスプローラー]アイコン (：' J ) をクリックする 
「エクスプローラー」が起動します。 

③ [コンピューター]をクリックする 

④ ドライブのアイコンを右クリックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をクリックする 
ドライブのプ□パティ画面が表示されます。 

⑤ [書き込み]タブで[共通の設定]ボタンをクリックする 

⑧[共通の設定]画面で[シングルセッションディスクを取り出すとき]と[マルチセッションディ 

[ OK ] ボタンをクリックする 


画面で 

スクを取り出すとき]のチェックをはずし、 

• R 732 シリーズの場合、 PC 力ードス□ット / ExpressCard スロットを使用する場合、力ードによつ 
てはディスクトレイが開かなくなる可能性があります。その場合、カードをいったん取りはずしてくだ 
さい。 


ドライブに関する表示 


パソコンの電源が入っていて、 
Disk 0 LED が点灯します。 


ドライブが動作しているときは、ディスクトレイ LED 、 
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パソコンの基本操作を覚えよう 























〇 CD や DV □を使う ードラィブー 


■■セツトする 



バソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 


イジェクトポタンを押す 
■ R 732 シリーズの場合 



■ R 742 シリーズの場合 




ソ 

コ 

ン 

の 

基 

本 

Ji 

作 

を 

覚 

え 

よ 

う 


■ R 752 シリーズの場合 



イジェクトボタンを押したら、ポタンから指をはなしてください。ディスクトレイが 
少し出てきます（数秒かかることがあります)。 

* 搭載されているドライブによってイジェクトボタンの位置やディスクトレイの形状は異なります。 
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〇 CD や DV □を使 5 —ドライブー 


El ディスクトレイを引き出す 





* 本手順および以降のイラストは、 R 732 シリーズの例です。 
CD / DVD をのせるトレイがすべて出るまで、引き出します。 


|文字が書いてある面を上にして、 CD/DVD の穴の部分をディスクトレイ 
の中央凸部に合わせ、上から押さえてセツトする 



「カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 




パソコンの基本操作を覚えよう 


2 

6 






















〇 CD や DV □を使う ードラィブー 


3 


CD / DVD を使い終わったとき（取り出し） 


* ドライブ搭載モデルのみ 

n バソコン本体の電源が入っているか確認する 

電源が入っていない場合は電源を入れてください。 

イジェクトポタンを押す 

ディスクトレイが少し出てきます。 



B1 ディスクトレイを引き出す 

CD / DVD をのせるトレイがすべて出るまで、引き出します。 



H 「カチッ」と音がするまで、ディスクトレイを押し戻す 
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パソコンの基本操作を覚えよう 





























〇 CD や DV □を使 5 —ドライブー 


I CD / DVD が出てこない場合 _ 

■ディスクトレイロック機能 

本製品は、バッテリー駆動中にパソコン本体が固定されていない場合、イジェクトボタンを押 
してもディスクトレイが開かないよう設定されています。持ち歩いているときなどに、誤って 
イジェクトポタンを押してしまっても、ディスクトレイが開いてメディアが落ちてしまうこと 
を防ぎます。 

メディアのセットや取り出しは、パソコン本体を固定した状態で行ってください。 

■その他 

電源を切っているとき、または休止状態のときは、取り出しの操作をしても CD / DVD は出て 
きません。電源を入れてから、 CD / DVD を取り出してください。 

次の場合は、電源が入っていても、すぐに CD / DVD は出てきません。 

• 電源を入れた直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED が点灯しているとき 
•スリープ状態のとき 

上記以外で CD / DVD が出てこない場合は、次のように操作してください。 

• Windows 動作中の場合 

CD / DVD を使用しているアプリケーションをすべて終了してから、イジェクトボタンを押 
してください。 


• パソコン本体の罨源が入らない場合 


A 注意 


* クリップなどを使う場合は、取り扱いに十分注意する 

先端のとがった部分でけがをするおそれがあります。 

J 


電源が入らない場合は、イジエクトホールを、先の細 
い丈夫なもの（クリップを伸ばしたものなど）で押し 



* 搭載されているドライブによってイ 
ジエクトポタン、イジエクトホール、 
ディスクトレイ LED の位置は異なり 
^ 〇 
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パソコンの基本操作を覚えよう 










〇 CD や DV □を使ろ ードライブー 


4 


DVD-RAM をフ オーマツトする 


* ドライブ搭載モデルのみ 

新品の DVD - RAM は、使用する目的に合わせて「フォーマット」という作業が必要です。 
フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 DVD - 
RAM を使えるようにすることです。 

フオーマツトされていない DVD - RAM は、フオーマツトしてから使用してください。 




DVD - RAM のフ オーマツトに ついて 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - KM - DVD-RAM の フオーマツ トについて」 


ファイルシステム 


DVD - RAM を フォー マツトするときにファイルシステムを選択します。 

ファイルシステムは、書き込むデータの種類や書き込み後の記録メディアを使用する機器に応 
じて選択します。また、映像データを書き込むときは、書き込み用のアプリケーションによつ 
て指定されている場合があります。 

選択できるファイルシステムは 「 UDF 2.50」「 UDF 2.01」「 UDF 2.00」 「 UDF 1 .50」 
「 UDF 1.02」 です。 


フ オーマツ ト方法 


フォーマツトは、 Windows 上で実行できます。 

フオーマツト方法については、 『 Windows ヘルプとサボート』を参照してください。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 






















11 面を調整する 

ーディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイを搭載しています。 
外部ディスプレイを接続して使用することもできます。 



画面の明るさを調整する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。 

□輝度の調整方法 

_ + _ : _キ_を押したまま、_キ_を押すたびに本体液晶ディスプレイの輝度が 
下がります。 


[ FN ] + [ F 7] : g キーを押したまま、|/^1キーを押すたびに本体液晶ディスプレイの輝度が 
上がります。 


2 


着席/離席によつて画面を自動的に ON / OFF する 


* TOSHIBA Active Display Off 搭載モデルのみ 

「 TOSH 旧 A Active Display Off 」 は、パソコンの前に人がいるかどうかを本体の Web カメラ 
で検出して判断し、本体液晶ディスプレイの画面を自動的に ON / OFF する機能です。 

画面を OFF することにより、節電の効果があります（モデルによっては、効果が少ない場合が 
あります)。 

また、インターネットやメールなどを閲覧中に画面が自動的に消えることがあります。これは、 
一定時間マウスやキーポードなどの操作を行わなかったため、「電源オプション」の機能が働い 
たためですが、本機能を有効にしておくと、パソコンの前に人がいる間は画面が消えることが 
なくなります。 




「 TOSH 旧 A Active Display OffJ を使用するにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D — ^9 「TOSH 旧 A Active Display OffJ について」 


本機能は、購入時の状態では無効になっています。本機能を使用する場合は、 「 TOSH 旧 A 
Active Display Off 」 を起動して有効に設定してください。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 





























D 画面を調整する-ディスプレィ- 


起動して有効にする 


n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 


[デスクトップアプリメニュー]アイコン （超） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 


[ユーテイリテイ ]— [Active Display Off 〇 ] をクリックする 

初めて起動したときは[使用上の注意]画面が表示されるので、[同意する]ボタン 
をク U ックしてください。 

[TOSHIBA Active Display Off ] 画面が表示されます。 

[有効]がチェックされていることを確認し ①、 [0K] ポタンをクリッ 
クする② 


TOSHIBA Active Display Off 


LZJ 




TOSHIBA Active Display Off 

Web カメラを使つた顔検出により、パソコンを使用中か目動で判断してデイスプレイの車 
源を制御するユーテイリテイです • 



1 デイスプレイの制御： 

F 有効 

r 無効 1 



Web カメラの撮影範囲 

この範囲に人の顔を検出すると、 
本機能が動作します。 

Web カメラの位置 

「本章¢£1 Web カメラを使う」 


検出できています 

•上のプレビュー画面で、検出可能な範囲や状鹿をご確認ください ■ 

• 暗い場所や、逆光などの照明条件によっては検出しにくいことがあります. 
•プレビュー函面は、このウインドウでのみ表示されます • 


W 起動時にディスプレイの制御を常に有効にする 「パッテリ駆動中も有効にする 

厂ディスプレイの竜源が入った時に□クオン面面を表示 TS 




本機能を有効にすると、通知領域に [TOSHIBA Active Display Off ] アイコン 
(け） が常駐します。 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、@をクリックしてください。 





パソコンの基本操作を覚えよう 


7 

6 

































D 画面を調整する -ディスプレィ- 


mm 設定を変更する 

本機能を無効に切り替えたり、詳細設定を行う場合は、次の方法で行います。 

|通知領域の [ TOSH 旧 A Active Display Off ] アイコン （( g ) を右 
クリックして表示されるメニューから、[設定]をクリックする 

[TOSHIBA Active Display Off ] 画面が表示されます。 

V\ 設定を変更して [0K] ポタンをクリックする 

メモ 

• 購入時の状態では、パソコンの前に人がいなくなってから画面 OFF となるまでの時間は、約2〜5分 
です（時間はモデルによって異なります)。 

画面が消えるまでの時間は、「電源オプション」の電源プランの各項目で設定している時間のうち、最 
少時間の約半分となります（ただし、約50秒〜10分の範囲内)。 

• 本機能が有効の場合、パソコン本体の Web カメラの LED は、人を検出して画面 0 N の間は一定間隔で 
点滅し、人を検出できずに画面 OFF の間は点灯します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 












スピーカーの 音量を調整する 


スピーカーの音量は、次の方法で調整できます。 

ボリュームコント□—ルは Windows がコント□—ルしているため、 Windows 起動時や電源を 
切っているときは、音量変更はできません。 


兩1+ m または_+キーで調整する 


音量を小さくしたいときは_+团キー、大きくしたいときは^ j+ 
g キーを 押す 

_キーを押したまま ® キーを押すたびに音量が小さくなり、_キーを押したま 
ま ( T 1 キーを押すたびに音量が大きくなります。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 

























〇サウンド 


音量ミキサーか 5 調整する 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （轉） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ u メニュー」が起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 

[，八ードウエアとサウンド] —[ /システム音量の調整]をクリッ 
クする 

[音量ミキサー]画面が表示されます。 

各項目でつまみを上下にドラッグして調整する 

[ミュート]ボタン （<))) をクリックすると消音（ミュート）になります。 


音量ミキサー-スピーカー ( XXXXXXXXXXXXXX ) 〇 

デパイス ( e ) か力ン 

既 霜 


スビーカー 


システム音 


〇 


*9 


和） 


(表示例） 


□音量ミキサーの各項目 

音量 S キサーの各項目では、次の音量が調整できます。 


スピーカー 

スピーカーの音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント（メッセージの表示、システ 
ムエラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整 
します。 


また、使用するアプリケーションにより異なる場合があります。 

詳細について『アプリケーションに付属の説明書』 

メモ 

• インテル®八イ•デフィニション • オーディオ準拠。 

* キヤプチヤソフトなどを使用して、パソコンで再生中の音声を録音することはできません。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 




















SD メモ IP 力 _ ドを使う 

一 SD カー ドス□ットー 


* R 732 シリーズ、 R 742 シリーズのみ 

R 732 シリーズ、 R 742 シリーズには、 SD 力ードス□ットが搭載されています。 

次の SD メモリカードを SD 力ードス□ットに差し込んで、データの読み出しや書き込みがで 
きます。 

次のイラストは、実際のものとは多少異なる場合があります。 

• SD メモリカード* 1 

(以降、 SDHC メモリカード* 1 、 SDXC メモリカード* 1 を含みます。） 



次の SD メモ U カードは、市販のアダプターを装着すると、本製品の SD カードス□ットでも 
使用できます。必ずアダプタ_を装着した状態でご使用ください。 


miniSD メモリカード* 1 

(以降、 miniSDHC メモリカード* 1 を含み 

ます。） 

SD メモリカードサイズの miniSD メモリ 
カー ド用のアダプターを使用します。 





十 




microSD メモ U 力ード* 1 

(以降、 microSDHC メモリカード* 1 を含 

みます。） 

SD メモリカードサイズの microSD メモ 
U カード用のアダプタ_を使用します。 



*1 著作権保護技術 CPRM に対応しています。 

アダプターの装着や使用方法は、 『 SD メモリカードに付属の説明書』を確認してください。 

本書では、特に区別して説明する場合を除き、 SD メモリカード、 miniSD メモリカード、 
microSD メモリカードを 「SD メモリカード」と呼びます。 

すべてのメディアの動作を保証するものではありません。 

高速データ転送には対応しておりません。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺 
機器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用の力ードリーダーをご使用ください。 


71 



パソコンの基本操作を覚えよう 


















































M SD メモリカードを使う — SD 力ードス□ット - 


新品の SD メモリカードは、 SD メモリカードの規格に合わせてフォーマツトされた状態で販売 
されています。 

フォーマツトとは、 SD メモリカードを使えるようにすることです。 

フォーマツ トされていないものを購入した場合や 再フォーマツ トをする場合は、 SD メモリカー 
ドを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレーヤーなど）で行ってください。 


2 


ードのセツトと取り出し 


SD カードスロットに関する表示 


パソコン本体に電源が入っている場合、 SD 力ードス□ットに挿入した SD メモリカードとデー 
夕をやり取りしているときは 、 SD Card Q LED が点灯します。 




操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録〇 - ITJ-KB メディアカードの操作にあたって」 
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1 


SD メモリカードを使う前 I 





SD メモリカードの使用にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □-[!] メディアカードを使うにあたって」 


パソコンの基本操作を覚えよう 







































El SD メモリカードを使う — SD 力ードス□ットー 


■■セツトする 


I SD メモリカードの表裏を確認し、表を上にして、 SD カードスロット 
に挿入する 

奥まで挿入します。 

■ R 732 シリーズの場合 



■ R 742 シリーズの場合 





























SD メモリカードを使う —SD 力ードス□ットー 


^9セットした SD メモリカードの内容を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見る 
ことができます。 

著作榷保護されたファイルについては見ることができない場合があります。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

タスクパーの[エクスプローラー]アイコン （ 」）をクリックする 

「エクスプローラー」が起動します。 

[コンピューター ] をクリックする 

[コンピューター]画面が表示されます。 

SD メモリカードのアイコンをダブルクリックする 

以下の名称は表示の一例です。異なる名称が表示される場合があります。 

SD メモリカード ： U ムーバブルディスク、セキュリティで保護された記憶域 

デバイス 、 SD 

セツトした SD メモリカードの内容が表示されます。 


3 メモ 


SD メモリカードによっては、 SD 力ードス□ットにセットすると、自動的に内容が表示されたり 、 SD 
メモリカードに対する操作を選択する画面が表示される場合があります。 

次のように操作してください。 

①メッセージをクリックする 


SD Card (X:) 

タップして、リムーパプルドライブに対して行う操作を選 
んでください。 


(表示例） 

②[フオルダーを開いてファイルを表示]を選択する 


XXXXXX ( X :) 

リム-ノ a ルドライブに対して行う操作を選んでください。 

RJI パックアップ用にこのドライブを構成 
Ibi 方ィル腿 


□ 


フォを開し、てフアイノ陡表示 
ェクスプ ti - ラー 


何もしない 


(表示例） 
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パソコンの基本操作を覚えよう 



















El SD メモリカードを使う — SD 力ードス□ットー 


取り出す 


SD メモリカードに保存しているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしている 
と、取り出しができません。 

ウィンドウやファイルを閉じてから、操作を行ってください。 

SD メモリカードの使用を停止する 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

② 通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン（的 
または%)をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をクリックしてください。 


议[八-ドウエアを安全I亦り外してメディアを取り出す| 

^ ® te 

カスタマイズ... 


lhl | る BaiO ) 总 


(表示例） 


③ 表示されたメニューから[(取りはずす SD メモリカード）の取り出し]をクリッ 
クする 

④ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、3¢をクリックする 

SD メモリカードを押す 

カードが少し出てきます。そのまま手で取り出します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 












* R 752 シリーズのみ 

R 752 シリーズには、ブリッジメディアス□ットが搭戯されています。 

次のメディアカードをブリッジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出しや書き込み 
ができます。 

次のイラストは、実際のものとは多少異なる場合があります。 


SD メモリカード* 1 

(以降、 SDHC メモリカード* 1 、 

SDXC メモリカード* 1 を含みます。） 


メモ U _ スティック 
メモリースティック PRO 



マルチメディアカード 


xD - ピクチャーカード 



次のメディアカードは、市販のアダプターを装着すると、本製品のブリッジメディアスロット 
でも使用できます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


miniSD メモリカード* 1 

(以降、 miniSDHC メモリカード* 1 を含み 

ます。） 

SD メモリカードサイズの miniSD メモ U 
カード用のアダプターを使用します。 


microSD メモリカード* 1 

(以降、 microSDHC メモリカード* 1 を含 

みます。） 

SD メモリカードサイズの microSD メモ 
U 力ード用のアダプターを使用します。 






*1 著作権保護技術 CPRM に対応しています。 
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いろいろなメディアカードを使5 

ープ u ツジメディアス□ツトー 


パソコンの基本操作を覚ぇょぅ 













































































Ed いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディアスロット- 


メモリー スティックデュオ/メモリー スティック PRO デュオ 
メモリースティックデュオアダプターを使用します。 




Memory Stick Duo Adaptor I ◄ 

s ^ INSERT 




アダプターの装着や使用方法は、『メディアカードに付属の説明書』を確認してください。 

本書では、特に区別して説明する場合を除き、 SD メモリカード、 miniSD メモリカード、 
microSD メモリカードを 「 SD メモリカード」と呼びます。 

すべてのメディアの動作を保証するものではありません。 

高速データ転送には対応しておりません。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺 
機器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用の力ードリーダーをご使用ください。 



メディアカードの使用にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 n-m メディアカードを使うにあたって」 


1 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマツトされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマツトとは、メディアカードを使えるようにすることです。 

フォーマツトされていないものを購入した場合や再フォーマツトをする場合は、メディアカー 
ドを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレーヤーなど）で行ってください。 


2 


メディアカードのセツトと取り出し 



操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q-^]-n メディアカードの操作にあたって」 
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メディアカードを使う前に 



パソコンの基本操作を覚えよう 














































cm いろいろなメディア カー ドを使うーブリッジメディアス□ット- 


M プリツジメディアスロツトに関する表示 _ 

パソコン本体に電源が入っている場合、プ U ツジメディアス□ツトに挿入したメディアカード 
とデータをやり取りしているときは、プ U ツジメディア □ LED が点灯します。 

，〇 CH 0 □ ((f) % 

\__ y 


■■セツトする 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス□ッ 
卜に挿入する 

奥まで挿入します。 



• miniSD メモリ カー ド、 microSD メモリ カー ドは、 SD メモリ カー ドサイズのアダプター 
が必要です。 

メモリースティックデュオ/メモリースティック PRO デュオは、メモリースティック 
デュオアダプターが必要です。 

アダプターを使用しないで直接挿入すると、取り出せなくなります。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 








































EE ] いろいろなメディアカードを使うーブリッジメディアスロット— 


セツトしたメディアカードの内容を見る 


著作榷保護 m を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見 
ることができます。 

著作榷保護# 1 されたファイルについては見ることができない場合があります。 

*1 SD メモリカード、メモ U — スティックの場合 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

タスクパーの[エクスプローラー]アイコン （) をクリックする 

「エクスプローラー」が起動します。 

[コンピューター ] をクリックする 

[コンピューター]画面が表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

以下の名称は表示の一例です。異なる名称が表示される場合があります。 


SD メモリカード 

メモ U _ スティック 
メモ U — スティック PRO 

xD - ピクチャーカード 
マルチメディアカード 


U U -) (ブルディスク、セキュリティで保護された記憶 
域デバイス 、 SD 

リムーバブルディスク 、 Memory Stick 、 MS/MSPro 
リムーバブルディスク 、 Memory Stick 、 

MemoryStick PRO 、 MS/MSPro 

リムーバブルディスク、 xD-Picture Card , xD 

U ムーバブルディスク、 MMC 記憶域デバイス 、 MMC 


セツトしたメディアカードの内容が表示されます。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 








cm いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディアスロット- 


3 メモ 


メディアカードによっては、ブリッジメディアス□ットにセットすると、自動的に内容が表示されたり、 
メディアカードに対する操作を選択する画面が表示される場合があります。 

次のように操作してください。 

①メッセージをクリックする 


SO Card (X:) 

タップ U て、リムーパブルドライブに対して行う操作を選 
んでください。 


(表示例） 

②[フオルダーを開いてファイルを表示]を選択する 


XXXXXX (X:) 

リムーノ a ルドライブに対して行う操作を選んでください。 

PRI パツグ? 7 ツプ用にこのドライブを構成 
|&1 7?ィル腿 


□ 


フォ J レダーを開し、てフアイ表示 
ェクスプ D - ラー 


何もしない 


(表示例） 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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EE ] いろいろなメディアカードを使うーブリッジメディアスロット— 


k ■取り出す 

メディアカードに保存しているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しができません。 

ウィンドウやファイルを閉じてから、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

② 通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン（的 
または%)をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をクリックしてください。 

^ 口 v- ドウエアを安全 icKim てメディアを取り出す j 

^ ® te 

ヵスタマィズ… 


a a « 啪总 


(表示例） 


③ 表示されたメニューから[(取りはずすメディアカード）の取り出し]をクリック 
する 

④ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、3¢をクリックする 

メディアカードを押す 

カードが少し出てきます。そのまま手で取り出します。 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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* Web カメラ搭載モデルのみ 

Web カメラ搭載モデルには、 「 Web カメラ」が搭載されています。 

写真や動画を撮影できます。 

専用のアプリケーションを使うと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチヤツトを 
行ったりできます。 




Web カメラについて 


Web カメラに保護シートが貼ってある場合には、 Web カメラを使用する前に、必ず保護シート 
をはがしてください。 

あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q-Ka Web カメラについて」 


■ R732 シリーズの場合 




1 

D 

> 1 —> 





Web カメ : 


Web カメラの使用時に- 
LED が点灯します。 



Web カメラを使5 



パソコンの基本操作を覚えよう 
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ED Web カメラを使う 


■ R 742 シリーズの場合 



■ R 752 シリーズの場合 



CD 


り （=) 





マイク d カメラ 

—— Web カメラの使用時に 
LE □が点灯します。 



— 

CD 


D ° 





マイク d — web カメラ 

—— Web カメラの使用時に 
LE □が点灯します。 



パソコンの基本操作を覚えよう 


83 
































ED Web カメラを使う 


Web カメラのアプリケーションについて 


Web カメラで写真を撮ったり、ビデオを録画するには、「カメラ」アプリケーションを使用します。 

mm 起動方法 

n スタート画面の[カメラ] (0) をクリックする 

_初回起動時はメッセージが表示されるので、[許可]をクリックしてください。 

「カメラ」アプリケーションが起動します。 

vx 写真の撮影、ビデオ録画の開始/終了を行うには、撮影画面をクリック 
する 

写真の撮影/ビデオ録画を切り替えるには、[ビデオモード]をクリックしてください。 

n メモ 

* 写真やビデオ録画のデータは、スタート画面の[フォト] — [ピクチャライブラリ]に保存されています。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 
















■ネツ トワークの世界へ 


本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる世界 
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トワークで広がる世界 


会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、1つのプリンタ_を共有したい 
ときや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使うと便利です。 


□: 


LAN 接続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれが自分専用のパソコンを持ってレる場合や、ひとりで複数のパソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンがあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケープルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN があります。 



(接続例) 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、「本節]]有線 LAN で接続する」を参照 
してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でもネットワークに接続でき 
る、ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエ 
リア内であればあらゆる場所からコンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコン 
からワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンターなどの機器の設定を行う必要があります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
設定方法の詳細は、 『 Windows ヘルプとサボート』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、各機器に付属の説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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ネツトワークの世界へ 























































I ■ネットワークで広がる世界 


有線 LAN で接続する 


本製品には、ブロードバンド接続などに使用する LAN 機能が搭薩されています。 

本製品の LAN コネクタに光回線終端装置、 ADSL モデムやブロードバンドルーターなどを 
LAN ケーブルで接続することができます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet (1 000巳 ASE - T)、Fast Ethernet 
(100 BASE - TX)、Ethernet (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケー 
ブルを接続し、ネットワークに接続することができます 。 Gigabit Ethernet、Fast Ethernet 、 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 

DLAN ケーブルを接続する 


LAN ヶ-ブルの使用にあたって 

♦あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □ K 9 有線 LAN について」 


LAN ケープルをはずしたり差し込むときは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を押しながらはずしてください。ケーブル 
を引っ張らないでください。 
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ネツトワ—クの世界へ 























〇ネットワークで広がる世界 


Q パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 



■ R 742 シリーズの場合 



■ R 752 シリーズの場合 



K 1 LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続先のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器により、以降の設定方法は異なります。 

光回線終端装置、 ADSL モデムの設定について 
『プ□パイダーなどから送られてくる資料』 

ブロードバンドルーター•の設定について 
『ブ□ー ドバンドルーターに付属の説明書』 



ネツトワ—クの世界へ 
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I ■ネットワークで広がる世界 




III 

□V. 

III 

- 1 


ソ ノノ LCU ViRNCiy 

ネットワークに正常に接続され 
使用可能なときに点灯します。 

- LAN アクティブ LED (オレンジ 

データを送受信しているときに 
点灯します。 


* 本 LED は、データ通信可能な状態のときに有効です。 
その他の状態 （0 S の起動時など）では、正しく表示 
されない場合があります。 


M 動作状態を確認するには 

* R 752 シリーズのみ 

R 752 シ U — ズの LAN コネクタの両脇には、 LAN インターフェースの動作状態を示す2つの 
LED があります。 
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ワイヤレス（無線） LAN を使う 


* 無線 LAN 機能搭載モデルのみ 

■■無線 LAN モジュールの確認 

使用しているパソコンに搭載された無線 LAN モジュールの種類は、「デバイスマネージヤー」 
を使って確認できます。 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

V 「東芝デスクトップアブ U メこュ_」が起動します。 

E 1 [コント□ールパネル]をクリックする 

| [勺 ハードウェアとサウンド]— [摩 デノ(イスマネージャー]をクリッ 
クする 

[デバイスマネージヤー]画面が表示されます。 

H [ネットワークアダプター]をダブルクリックする 

V アダプタ-柳表示されます。 

アダプター名を確認する 

アダプター名が示すモジュールは、それぞれ次のようになります。 

• rintel ( R ) Centrino ( R ) Advanced-N 6250 AGNJ の場合 

IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.11 g および 
EEE 802.11 n に対応したモジュールです。また、 IEEE 802. 1 6 e -2005 に準拠 
しています。このモジュールを 、 「Intel 6250 a / b / g / n モジュール」と呼びます。 

* このモジュールは、 WiMAX に対応しています。 

• rintel ( R ) Centrino ( R ) Advanced-N 6235」の場合 

IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.11 g および 
EEE 802.11 n に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Intel 6235 a / 
b / g / n モジュール」と呼びます。 

• rintel ( R ) Centrino ( R ) Advanced-N 6205」の場合 
IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.11 g および 
EEE 802.11 n に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Intel 6205 a / 
b / g / n モジュール」と呼びます。 
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• rintel(R) Centrino(R) Wireless-N 6150 」の場合 

IEEE 802.11 b , IEEE 802.1 1 g および旧 EE 802.11 n に対応したモジューノレで 
す。また、 IEEE 802.16 e - 2005に準拠してし、ます。このモジュールを 、 「Intel 
6150 b / g / n モジュール」と呼びます。 

* このモジュールは、 WiMAX に対応しています。 

•「Qualcomm Atheros AR946x Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.11 g ぉょ 
び EEE 802.1 In に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Qualcomm 
Atheros 946 x a / b / g / n モジュール」と呼びます。 

•「Qualcomm Atheros AR938x Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.11 g ぉょ 
び EEE 802.1 In に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Qualcomm 
Atheros 938 x a / b / g / n モジュール」と呼びます。 

•「Qualcomm Atheros AR9485WB-EG Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 1 b , IEEE 802.1 1 g および EEE 802.11 n に対応したモジューノレで 
す。このモジュールを 、 「Qualcomm Atheros 9485 WB-EG b / g / n モジュール」 
と呼びます。 


その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、『取扱説明書』を確認してください。 

3 メモ 


Wi - Fi 準拠、 WPA / WPA 2 対応、 128 bitWEP 対応、 256 bitAES 対応、 TKIP 対応。 
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無線 LAN を使ってみよう 


△警告 


心臓べースメーカーを装着しているかたは、心臓べースメーカーの装着部位から 22 cm 
以上離す 

電波によりペースメ_力_の動作に影響を与えるおそれがあります。 

電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることがあります。 

_無線通信機能は、@ + @キーを押して OFF にすることができます。@ + @キー 
を押して[機内モードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED が消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U _ プや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

_電源を切った状態でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合 
は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

• ディスプレイを開くことで自動的に電源が入るパネルオープンパワーオン機能を設定し 
ている場合は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technology で休止状態になっている場合がありますので、確実 
に電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャツトダウンして） 
ください。* 1 


* 1 Intel ® Rapid Start Technology 搭載モデルのみ 



あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 E 1- E 9 無線 LAN について」 

『安心してお使いいただくために』に、セキュリティに関しての注意事項や使用上の注意事項を説 
明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュリティの設定を行ってください。 
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_+@キーを 押す 

_キーを押したまま®キーを押すたびに、画面左上にメッセージが表示されて無 
線通信機能の ON/OFF が切り替わります。 

機内モードオフ：無線通信機能 ON 
機内モードオン：無線通信機能 OFF 

無線通信機能を ON にすると、ワイヤレスコミュニケーション (( f ) LED が点灯します。 

，の □ 0 □ ((f) Til 

- # - 

以降の無線 LAN の設定は、 Windows 標準機能を使って設定します。 


E ■セキユリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュリティ設定を行うことをおすすめします。 

セキュリティの設定を行っていない場合、さまざまな問題が発生する可能性があります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 
『安心してお使いいただくために』 

これらの問題に対応するためには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの双方で通信データ 
の暗号化などのセキュリティが必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュリティ機能が用意 
されています。 

次のセキュリティ設定を行い、セキュリティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それらの 
問題が発生する可能性を低くすることができます。 

n ポインターを画面の上または下の右隅に合わせる 

チャームが表示されます。 

vx [設定]をクリックする 

I 画面右側に[設定]画面が表示されます。 
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I (國) をクリックする 

[ネットワ-ク]鋼が表示されます。 



(表示例） 

パソコンの周囲にあるワイヤレスネットワーク（無線 LAN アクセスポイント）の 
SSID の一覧が表示されます。 


|接続するワイヤレスネットワークをクリックし①、[自動的に接続する] 
をチェックした状態で[接続]ポタンをクリックする② 



(表示例） 

環境によっては、近隣で使用されているワイヤレスネットワークの SSID が表示され 
る場合もあるので、必ず目的のワイヤレスネットワークを選択してください。 


▼ 



ネツトワ—クの世界へ 
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I ネットワークセキュリティ情報を入力して①、[次へ]ポタンをクリツ 
クする② 



以降は、画面の指示に従って操作してください。 

選択する項目、データ暗号化の方式、セキュリティキーなどの詳細は、お使いになる 
無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書を確認のうえ、正しく設定してください。 
正しく設定していない場合、無線 LAN アクセスポイントに接続できない場合がありま 
す。 
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4m 

周辺機器を使って機能を広げよ 3 


パソコンでできることをさらに広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付けられるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使う周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1 周辺機器を使う前に . 98 

2 US 巳対応機器を使う . 99 

3 eSATA 対応機器を使う . 105 

4 テレビを接続する . 107 

5 外部ディスプレイを接続する . 119 

6 マイクロホンやヘッドホンを使う . 124 

7 PC カードを使う . 131 

8 ExpressCard を使う . 135 

9 巳 luetoolti 機能を使う . 140 

10 ポート拡張ユニットを使う . 143 
















周辺機器を使 5 前に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンが持っていない機能を追加することができます。 
周辺機器は、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端子、ス□ットにつなぎます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格が異なることがあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器が本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

コネクタの仕様について「付録0各インターフェースの仕様」 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

mm 「付録 u - mm 周辺機器について」 


次の周辺機器が使用できます。使用できる周辺機器の種類は、モデルによって異なります。 

• USB 対応機器 

• eSATA 対応機器 
* テレビ 

•外部ディスプレイ 
• マイク□ホン 
• へッ ドホン 

• PC 力ード 

• ExpressCard 

• 巳 luetooth 対応機器 
♦ポート拡張 ユニッ ト 
♦ポート拡張 ユニッ ト 2 
「本章0」以降 
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USB 対応機器を使う 


USB 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしができます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムがドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンス I ルを行うプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のようなものがあります。 

• USB 対応マウス * USB 対応プリンター 

• USB 対応スキヤナー * USB フラッシュメモリ など 

本製品の USB コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1.1 対応機器を取り付けることができます。 
USB 対応機器の詳細は、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

コネクタ内部が青色の USB コネクタは、 USB 3.0 規格に対応しています。 

このコネクタには、他の USB コネクタと同様、 USB 2.0 対応機器、 USB 1.1 対応機器も取り 
付けることができます。 

使用している USB 対応機器が USB 3.0 規格に対応しているかどうかは、 『 USB 対応機器に付 
属の説明書』を確認してください。 

USB 周辺機器すべての動作を保証するものではありません。 



USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - D - USB 対応機器の操作にあたって」 


1 


USB の常時給電と高速充電 


| USB の常時給電 


チアイコンが付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源が OFF の状態（スリープ状 
態、休止状態、シャツトダウン状態）でも、 USB コネクタに USB バスパワー （ DC 5 V ) を供 
給することができます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤーなどの外部機器 
の使用および充電ができます。 

* USB ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 
なお、本機能はすべての外部機器の使用および充電を保証するものではありません。 



USB の常時給電について 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 JI-D - USB の常時給電について」 
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B USB 対応機器を使う 


本機能はご購入時の設定では無効になっていますので、使用するには「東芝システムセッティ 
ング」で本機能を有効にする必要があります。 

□設定方法 




0 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （0) をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[ユーティリティ]—[システムセッティング 0] をクリックする 

「東芝システムセッティング」が起動します。 

[スリープアンドチャージ]で[スリープアンドチャージ]を有効にす 
る 

[0K] ポタンをクリックする 


□「東芝スリープ情報』の表示方法 

USB の常時給電について詳しくは、[東芝スリープ情報]画面を確認してください。 




USB 対応機器を、バソコン本体の USB コネクタに接続する 

画面右上に、「スリープアンドチャージ」のメッセージが表示されます。 

メッセージをクリックする 

[東芝スリープ情報]画面が表示されます。 


I USB の高速充電 


+アイコンが付いている USB コネクタでは、高速充電を行うことができます。 

* USB ケーブルは本製品には含まれていません。別途ご使用の機器に付属の高速充電に対応したケーブルを準 
備してください。 

なお、本機能はすべての外部機器の使用および充電を保証するものではありません。 

■高速充電モードについて 

• 接続する USB 対応機器および USB ケーブルが 2.0 A 充電に対応している場合は、「東芝シ 
ステムセッティング」で本機能のモード設定を[高速充電モード]に設定すると、電源 OFF 
時（ス U — プ状態、休止状態、シャットダウン状態）に、 USB 対応機器への高速充電 （2.0 A ) 
ができます。 

USB コネクタに USB バスパワー （ DC 5 V ) を最大 2.0 A まで供給して短時間で充電するこ 
とができます。 
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B USB 対応機器を使う 


■システム ON CDP チャージモードについて 

•本機能を「東芝システムセッティング」で有効にすると、電源 ON 時に USB コネクタに 
USB バスパワー ( DC 5 V ) を最大 1.5 A まで供給して短時間で充電することができます。 



US 巳の高速充電について 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 USB の高速充電について」 


本機能はご購入時の設定では無効になっていますので、使用するには「東芝システムセッティ 
ング」で本機能を有効にする必要があります。 

□設定方法 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （趋） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[ユーティリティ]—[システムセッティング [3] をクリックする 

「東芝システムセッティング」が起動します。 

本機能を有効にする 

高速充電モードの場合は、[スリープアンドチャージ]で[ス U _ プアンドチャージ] 
を有効にし、[高速充電モード]を選択してください。 

システム ON CDP チャージモードの場合は、 [ USB ] で[システム ON CDP チャー 
ジモード]を有効にしてください。 


[0K] ポタンをクリックする 
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B USB 対応機器を使う 


2 


USB 対応機器の取り付け/取りはすし 


取り付け 

USB ケーブルのプラグを USB 対応機器に差し込む 

この手順が必要ない機器もあります。 USB 対応機器の詳細は、 mSB 対応機器に付属 
の説明書』を確認してください。 


USB ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の USB コネクタに 
差し込む 

プラグの向きを確認して差し込んでください。 

■ R 732 シリーズの場合 



に対応しています。 



* 1コネクタ内部が青色の USB コネクタは、 USB 3.0規格 
に対応しています。 


▼ 



周辺機器を使って機能を広げよう 


2 

〇 

1 



































B USB 対応機器を使う 



*1 コネクタ内部が青色の USB コネクタは、 USB 3.0規 
格に対応しています。 



*1 コネクタ内部が青色の USB コネクタは、 USB 3.0規 
格に対応しています。 




*1 コネクタ内部が青色の USB コネクタは、 USB 3.0規 
格に対応しています。 

* 2 奥側の US 巳コネクタは、 eSATA コネクタを兼ねています。 
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* 1奥側の USB コネクタは、 eSATA コネクタを兼ねています。 
* 2 コネクタ内部が青色の USB コネクタは、 USB 3.0規 
格に対応しています。 


■ R 742 シリーズの場合 



■ R 752 シリーズの場合 

【左側面】 



周辺機器を使って機能を広げよぅ 























































B USB 対応機器を使う 


奴りはずし 

USB 対応機器の使用を停止する 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

② 通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン （ ^ 
または%)をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をクリックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない USB 対応機器は、手順0に進んでください。 




以 I 八一ウェアを安^!通! m てメディアを取り出す| 

^ ® fe 


カスタマイズ… 




|_忐 ® ai © lk 


(表示例） 


③ 表示されたメニューから取りはずす USB 対応機器の項目をクリックする 

④ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、 X をクリックする 


バソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを抜く 
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3 ■ eSATA 対応機器を使う 


eSATA 対応機器を接続して使用できます。 
eSATA 対応機器には次のようなものがあります。 


• eSATA 対応八ードディスクドライブ など 


eSATA 対応機器の詳細は、 『eSATA 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 


本製品の eSATA コネクタは、 USB コネクタを兼ねています。 
「本章0 usb 対応機器を使う」 


eSATA 周辺機器すべての動作を保証するものではありません。 

eSATA 対臓器の操作にあたって= 

* あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - KB - eSATA 対応機器の操作にあたって」 


■■取り付け 

n eSATA ケーブルのプラグを eSATA 対応機器に差し込む 

+ この手順が必要ない機器もあります。 eSATA 対応機器の詳細は、 『eSATA 対応機器 
に付属の説明書』を確認してください。 

PI eSATA ケーブルのもう一方のプラグをバソコン本体の eSATA コネク 
夕に差し込む 


カク'の向きを確認して差し込んでくださし、。 
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B eSATA 対応機器を使う 


IR 742 シリーズの場合 



■ R 752 シリーズの場合 



校りはすし 

eSATA 対応機器の使用を停止する 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

② 通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン（取> 
または%)をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をクリックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない eSATA 対応機器は、手順〇に進んでください。 




w 1八ードウエアを安全してメディアを取り出す1 

カスタマイズ… 



㈣点® ■明ぬ （表示例） 

③ 表示されたメニューから eSATA 対応機器の項目をクリックする 

④ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、 X をクリックする 


バソコン本体と eSATA 対応機器に差し込んである eSATA ケーブルを 
抜く 


( 01 ^® 31 ¢) ^ 
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テレビを接続する 



* HDMI 出力端子に関する説明は、 HDMI 出力端子搭載モデルのみ 

本製品とテレビを HDMI ケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows のデスクトップ画 
面を表示させることができます。 

HDMI 出力端子は、音声もテレビに出力することができます。 

パソコンで視聴/再生している映像などもテレビに表示させることができます。 



■接続の前に 

テレビを接続するときは、『テレビに付属の説明書』もあわせて確認してください。 

HDMI 入力端子があるテレビを接続できます。 

メモ 

• 接続する HDMI ケーブルは、市販のものを使用してください。 

• HDMI 対応機器すベての動作を保証するものではありません。 

• hdmi ケーブルは、 hdmi □ゴ (Hjamr) の表示があるケーブルをご使用ください。 

* 使用可能なテレビは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。解像度にあった 
テレビを接続してください。 

* テレビへの出力形式を設定する方法は、「本節ほ]表示を切り替える」を参照してください。 

* 著作権保護された映像などをテレビに表示するためには、 HDCP に対応したテレビを接続してください。 

• RGB 端子を備えたテレビへは、外部ディスプレイのように RGB ケーブルを使って表示することもで 
きます。詳しくは、『テレビに付属の説明書』と、「本章0外部ディスプレイを接続する」を参照し 
て < ださい。 
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□ テレビを接続する 


HDMI ケーブルのプラグをテレビの HDMI 入力端子に差し込む 
テレビの霞源を入れる 

HDMI ケーブルのもう一方のプラグをバソコン本体の HDMI 出力端子 
に差し込む 

■ R 732 シリーズの場合 





HDMI 接続で、テレビに映像を映しているとき、 HDMI ケーブルを抜いたあと、再度 HDMI ケーブルを 
接続する場合は5秒以上間隔をあけてください。 
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パソコンに接続する 


I1IDBQ 
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D テレビを接続する 


□テレビから音声が出ない場合 

HDMI ケーブルで接続したテレビから音声が出ない場合は、次の設定を行ってください。 


□ 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （〇) をダブルクリックす 
る 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 

[，八ードウエアとサウンド] —[ > サウンド]をクリックする 

[サウンド]画面が表示されます。 

[再生]タブで[インテル （R) ディスプレイ用オーディオ]と説明があ 
る項目を選択し、[既定値に設定]ポタンをクリックする 

[0K] ポタンをクリックする 


この設定を行うと、パソコン本体から音声が出力されなくなります。テレビを取りはずし、パ 
ソコン本体からの音声出力に戻す場合は、手順0で[スピーカー]を選択し、[既定値に設定] 
ポタンをクリックしてください。 


109 


ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 








D テレビを接続する 


囡 


表示を切り替える 


テレビを接続した場合には、次の表示方法があります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行うことで変更できます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表装置にのみ、画面を 
表7]\します0 



OFF 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 
• クロー ン表示 

2つの表示装置それぞれに画面を 
表 し ボ 3 〇 




拡張表示 5 ^ 

2つの表7]\装置を1つの大き■な画 
面として使用（拡張表示）します。 
* 拡張表示は、 「Extended Desktop」 
と表示されることがあります。 




テレビに表示するには表示装置の設定を行ってください。 
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D テレビを接続する 


メモ 

• テレビと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に合った色数/解像度 
で表示されます。 

• 表示を切り替えたとき、システムによって自動的に解像度が変更される場合があります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 

* テレビに表示する場合、表示位置や表示幅などが正常に表示されない場合があります。この場合は、テ 
レビ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 

• 拡張表示では、スタート画面はメインディスプレイに設定した表示装置にのみ表示されます。 

• 映像を再生するアプリケーションで使用する表示装置を変更したい場合は、アプリケーションを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることができません。 

クローン表示、拡張表示での再生はサボートしていません。 

• 著作権保護された映像を、 HDMI 出力端子に接続したテレビに表示したい場合は、テレビだけに表示す 
るよう設定してください。 

• 「電源オプション」で省電力機能を設定してテレビの表示が消えた場合、キーあるいはタッチパッドの 
操作により表示が復帰します。また、スリープに設定してある場合は、電源スイッチを押してください。 
表示が復帰するまで10秒前後かかることがありますが、故障ではありません。 
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n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

vx デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどが表示されていない場 
所にポインターを移動し、右クリックする 

メニューが表示されます。 

K1 [グラフィックプ□パティ]をクリックする 

I [次のアプリケーションモードのいずれかを選択してください]画面が表示された場 
合は、[基本モード]を選択し、 [0K] ポタンをクリックしてください。 

Q [ディスプレイ]—[マルチディスプレイ]で表示装置を設定する 



■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビだけに表示 

① [動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 

② [メインディスプレイ]で次の項目を選択する 

_本体液晶ディスプレイに表示する場合：[内蔵ディスプレイ] 

- HDMI 出力端子に接続している表示装置に表示する場合：[デジタルテレビ] 
- RGB コネクタに接続している表示装置に表示する場合： [PC モニター] 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージが表示されます。確認して [0K] ボタンをクリックしてください。 


D テレビを接続する 


方法1ープロパティ画面で設定する 
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▼ 




















D テレビを接続する 


_キーを押したまま_キーを押すと、[セカンドスクリーン]画面が表示されます。 


セカンドスクリーン 


接続^れた画面に表示します 



(表示例） 

@キーを押したまま、@キーを押すたびに、項目の選択状態が移動します。目的の項目を 
選択したところで、_キーをはなして、 If/VTT/?」 キーを押すと、表示装置が切り替わります。 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 

① [動作モード]で次のいずれかを選択する 

• [クローンディスプレイ]:クローン表示 
-[拡張デスクトップ]:拡張表示 

② [メインディスプレイ]と [2 番目のディスプレイ]を設定する 

[内蔵ディスプレイ]は「本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は 「HDMI 
出力端子に接続している表示装置」、 [PC モニター]は 「RGB コネクタに接続し 
ている表示装置」を示します。 

③ [適用]ポタンをクリックする 

メッセージが表示されます。確認して [0K] ボタンをク U ックしてください。 


方法2 — ■] + 回キーを使う 
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D テレビを接続する 


各項目について説明します。 


項目 

概要 

PC 画面のみ 

本体液晶ディスプレイだけに表示します。 

複製 

本体液晶ディスプレイと、テレビまたは外部ディスプレイにクロー 
ン表示します 。 M 

拡張 

本体液晶ディスプレイと、テレビまたは外部ディスプレイに拡張 
表示します 。 MU 

セカンドスクリーンのみ 

テレビまたは外部ディスプレイだけに表示します 
(本体液晶ディスプレイには何も表示されません )。 M 


* 1テレビまたは外部ディスプレイを2台以上接続している場合、_ + _キーで表示装置を指定すること 
はできません。 

表示装置を指定したし)場合「本項-方法1 - プ□パティ画面で設定する」 

* 2 拡張表示時に、_ + @キーでメインディスプレイを切り替えることはできません。 

メインディスプレイを切り替えたい場合「本項-方法1-プ□パティ画面で設定する」 
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D テレビを接続する 


3 


ワイヤレスでテレビに画面を表示する 


* インテル®ワイヤレス • ディスプレイに対応しているモデルのみ 

「インテル®ワイヤレス•ディスプレイ （ WiDi )」 に対応しているモデルの場合、本製品と「イ 
ンテル®ワイヤレス•ディスプレイ」に対応しているテレビアダプター（受信機）を使うと、 
パソコンの画面をワイヤレスで、テレビに表示することができます。 



インテル®ワイヤレス • デイスプレイの使用にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - KB - インテル®ワイヤレス•ディスプレイの使用にあたって」 


■■必要なもの 

* テレビ アダプター （市販品） 

本製品は、次のテレビアダプターに対応しています。 

• PC - TV 1 /HD (株式会社ノ（ッファ □—) 

• WDA - X 1 (株式会社アイ，才 一. データ機器） 

• Push 2 TV HD (ネットギアジャパン株式会社） 

* テレビ（市販品） 

テレビアダプターが対応しているテレビを用意してください。 
『テレビアダプターに付属の説明書』 
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D テレビを接続する 


テレビとテレビアダプターを接続する 


テレビとテレビアダプターを接続する 

テレビとテレビアダプターの接続方法 

『テレビに付属の説明書』、『テレビアダプターに付属の説明書』 


テレビとテレビアダプターの電源を ON にする 

電源を ON にしたあと、テレビの画面をテレビアダプターの設定画面に切り替えてく 
ださい。 

パソコン本体の電源を入れ、 Windows を起動する 


無線 LAN 機能を ON にする 

無線 LAN 機能の ON / OFF 旧章〇-ほ]-| 


無線 LAN を使ってみよう」 


無線 LAN アクセスポイントとの接続を切断する 

次の手順で、無線 LAN アクセスポイントとの接続を切断します。 

① ポインターを画面の上または下の右隅に合わせる 

② [設定]をクリックする 

をクリックする 

④ 接続しているワイヤレスネットワーク（無線 LAN アクセスポイント）をクリックし、 
[切断]ポタンをクリックする 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 

[すべてのアプリ]— [ Intel ( R ) WiDi ^] をクリックする 

初めて起動したときは、 [ INTEL ® WiDi ソフトウェア使用許諾契約]画面が表示され 
るので、[この使用許諾の条件に同意する]ポタンをクリックします。 

[ Intel ® WiDi ] 画面が表示され、周囲のテレビアダプターが検出されます。 

[ Intel ® WiDi ] 画面で、使用するテレビアダプターを選択し、[接続] 
ポタンをクリックする 

セキュリティー.コードを入力する画面が表示された場合、引き続き、「■■ファー 
ムウエアのアップデートを行う」を実行してください。 


3 メモ 


以降の操作に失敗した場合は、パソコンとテレビアダプターの再起動を行って、再度実行してください。 
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D テレビを接続する 


K ■ファームウェアのアップデートを行う 

n 「セキュリティー•コード」を入力し、[続行]ポタンをクリックする 

■ > てソコンにデノ（イスを追加する画面が表示されます。 

v \ 「テレビ」を選択して[次へ]ポタンをクリックする 

■ テレビの WPS PIN を入力する画面が表示されます。表示されている数字が WPS 
PIN です。 

El WPS PIN が入力されているのを確認して、[次へ]ポタンをクリック 
する 

アップデートが必要なファームウェアが表示されます。 

Q [アップデート]ポタンをクリックする 

■ ファ-ムウ；!;アのアップデ-卜が行われます。 

B [ Intel ® WiDi ] 画面で、使用するテレビアダプターの項目を選択し、[接 
続]ポタンをクリックする 

「接続しようとしているデバイスは、最初に追加する必要があります。」と表示された 
場合、引き続き 「 D デバイスのペアリングを行う」を実行してください。 

メモ 

* デバイスの追加に失敗するとエラーメッセージが表示されます。この場合、画面の指示に従って、デバ 
イスを削除してください。 
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D テレビを接続する 


d デバイスのペアリングを行う 
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[続行]ポタンをクリックする 

ノてソコンにデノ（イスを追加する画面が表示されます。 

「テレビ」を選択して[次へ]ポタンをクリックする 

テレビの WPS PIN を入力する画面が表示されます。 

テレビ画面に表示された WPS PIN を入力し、[次へ]ポタンをクリツ 
クする 


テレビアダプターがデノ（イスとして登録されます。 




[閉じる]ポタンをクリックする 

テレビアダプターの名前を変更する画面が表示されます。 

必要に応じて、テレビアダプターの名前を変更し、[続行]ポタンをクリッ 
クする 

「アダプターが正常に設定されました」とメッセージが表示されます。 


n [完了]ポタンをクリックする 

_テレビに本製品の画面が表示されます。 

これで設定は完了です。 


g メモ 

* 設定が完了すると、次回以降は「ファームウエアのアップデート」、「デバイスのペアリング」の操作が 
必要なくなります。 


「インテル®ワイヤレス • ディスプレイ」の詳細は、ヘルプを参照してください。 


M ヘルプの起動方法 _ 

Cl [ Intel ® WiDi ] 画面で、[ヘルプ]—[ヘルプ]をクリックする 


[パソコンから取りはすす 


Cl HDMI 出力端子からケーブルを抜く 
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外部デイスプレイを接続する 


• HDMI 出力端子に関する説明は、 HDMI 出力端子搭_モデルのみ 

本製品の次のコネクタと外部ディスプレイをケープルで接続すると、外部ディスプレイに 
Windows のデスクトップ画面を表示させることができます。 

エイチディーエムアイ 

• HDMI 出力端子 

• RGB _ コネクタ 




外部デイスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - KB - テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」 


3 メモ 


接続するケーブルは、市販のものを使用してください。 

HDMI ケーブルは、 HDMI ロゴ (Hamr ) の表示があるケーブルをご使用ください。 

使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 
解像度にあった外部ディスプレイを接続してください。 

著作権保護された映像などを外部ディスプレイに表示するためには、 HDCP に対応した外部ディスプ 
レイを接続してください。 
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〇外部ディスプレイを接続する 


HDMI ケーブルのプラクを外部ディスプレイの HDMI 入力端子に差し 
込む 

外部ディスプレイの電源を入れる 

HDMI ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の HDMI 出力端子 
に差し込む 

■ R 732 シリーズの場合 





パソコンに接続する 


■■パソコンに接続する 
■ HDMI 出力端子に接続する 


周辺雲を使つて籠を広げよろ120 

















































〇外部ディスプレイを接続する 


n メモ 

*HDMI 接続で、外部ディスプレイに映像を映しているとき、 HDMI ケーブルを抜いたあと、再度 HDMI 
ケーブルを接続する場合は5秒以上間隔をあけてください。 

* HDMI ケーブルで接続した外部ディスプレイから音声が出ない場合は、「本章〇-®-テレビから音 
声が出ない場合」を参照してください。 

B RGB コネクタに接続する _ 

外部ディスプレイとバソコン本体の電源を切つた状態で接続してください。 

〇外部ディスプレイのケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 

_本製品の RGB コネクタには固定用のネジ穴はありませんが、プラグに固定用のネジ 
が付いているタイプの外部ディスプレイケーブルも使用できます。 

■ R 732 シリーズの場合 



■ R 752 シリーズの場合 



▼ 
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〇外部ディスプレイを接続する 


Q 外部ディスプレイの電源を入れる 
^パソコン本体の電源を入れる 


上記の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的にその外部ディスプレイを認識します。 

D 表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には次の表示方法があります。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示する 
• 外部ディスプレイだけに表示する 

•本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに同時表示する 


クロー ン表示 


拡張表 7 J \ 


表示方法は、テレビに表示する場合の説明を参考にしてください。 

表示方法について「本章 Q -® 表示を切り替える」 

切り替え方法 

表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の方法を参考にしてください。 

表示方法について「本章 Q - S 表示を切り替える」 

■邏パソコンから取りはすす 
| HDMI 出力端子から取りはずす 


Cl HDMI 出力端子からケーブルを抜く 


RGB コネクタから取りはずす 


外部ディスプレイとバソコン本体の電源を切つた状態で取りはずしてください。 

Q Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


VX 外部ディスプレイの電源を切る 


a 


RGB コネクタからケーブルを抜く 
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〇外部ディスプレイを接続する 


E ■表示について 

外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などが正常に表示されない場合があります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 
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本製品で使用できるマイク□ホンは次のとおりです。 

-モノラルマイクのみ使用できます。 

プラグは直径 3.5 mm 3 極ミニジャックタイプが使用できます。 


/ 3極 ミニ 

ジャック 


/ 2極 ミニ 

ジャック 


直径 3.5 mm 2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク 
□ホン本体にバッテリーなどを搭載し、電源供給を必要としな 
いマイク□ホンであれば使用できます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アブ U ケ¬ 
夕□ホンを使用して ください。 


-シヨンの取り扱い元が推奨するマイ 



マイクロホンやへッドホンを使5 


本製品には、マイク□ホンやヘッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使うと、音声ソフトや音声を使ったチヤツトを行うことができます。 


1 


R 732 シリーズ、 R 742 シリーズの場合 



■■マイクロホンを使う 

マイク□ホンを使うときは、マイク入力端子に接続します。 

I 使用できるマイクロホン 
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〇マイク□ホンやへッドホンを使う 


I マイクロホンの接続と取りはずし 


n マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 
■ R 732 シリーズの場合 
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〇マイク□ホンやへッドホンを使う 


ヘッドホンを使う 

へッドホン出力端子にへッドホンを接続して、音楽や音声を聞くことができます。 

へッドホンのプラグは、直径 3.5 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 

ヘッドホンの操作にあたって — 

* あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録〇 - KB - へッドホンの操作にあたって」 


へッドホンの音量は + キ_と_ + @キー、または Windows の音量ミキサーで調節 

してください。 

「2章 [3 サウンド」 

M へッドホンの接続と取りはずし _ 

n へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 


■ R732 シリーズの場合 
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〇マイク□ホンやへッドホンを使う 


r デバイス接続時に、デバイス選択画面を表示させるために 

あらかじめ次の操作を行っておくと、デバイスを接続したときに、デバイスの選択画面が自動 
表示されます。デバイス選択画面では、接続するデバイスの種類を設定できます。 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

v \ [デスクトップアプリメニュー]アイコン （霞） をダブルクリックす 
る 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

B1 [コントロールパネル]をクリックする 

| [%八ードウエアとサウンド] —Realtek HD オーデイオマネー 
胃ジャ]をクリックする 

[Realtek HD 才ーデイオマネージャ]画面が表示されます。 

f 画面右上にある[コネクタ設定](\ ) をクリックし、表示された[コ 
ネクタ設定]画面で、[デパイスを挿したときのポップアップダイアロ 
グを有効にします。]をチェックして [0K] ポタンをクリックする 


2 


R 752 シリーズの場合 


■■マイク入力/へッドホン出力共通端子について 

本製品のマイク入力/へッドホン出力共通端子は、マイク入力端子とへッドホン出力端子を兼 
ねており、次の4種類のデバイスを接続できます。 

•マイク□ホン （3 極ミニジャック仕様、2極ミニジャック仕様） 

• へッ ドホン 

•マイク付きへッドホン （4 極ミニジャック仕様） 

•マイク□ホン （4 極ミニジャック仕様） 

初期設定では、マイク入力/ヘッドホン出力共通端子にデバイスを接続すると、マイク付きへッ 
ドホン （4 極ミニジャック仕様）と認識されるように設定されています。 
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〇マイク□ホンやへッドホンを使う 


本製品で使用できるマイク□ホンは次のとおりです。 

•プラグは直径 3.5mm4 極ミニジャックタイプが使用できます。 
•すべてのヘッドセット、ヘッドホン、マイクに対応するもの 
ではありません。 

•左図の数字は、次の内容を示します。 


1 

2 

3 

4 


才一丁ィオ左 
才ーディオ ti 
グランド 
マイク 



プラグは直径 3.5mm3 極ミニジャックタイプが使用できます。 
左図の数字は、次の内容を示します。 

オーディオ左、またはマイク 
オーディオ右、またはバイアス 
グランド 


直径 3.5mm2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイ 
ク□ホン本体にノ（ッテリーなどを搭載し、電源供給を必要と 
しないマイク□ホンであれば使用できます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプリケーションの取り扱い元が推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 



4極ミニジャック 


=C 

432 




^9マイクロホンを使う 

マイク□ホンを使うときは、マイク入力/へッドホン出力共通端子に接続します。 

I 使用できるマイクロホン 
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〇マイク□ホンやへッドホンを使う 


I マイクロホンの接続と取りはずし _ 

n マイク□ホンのプラグをマイク入力/へッドホン出力共通端子に差し込む 


[このデバイスは、以下のように認識される必要があります：]画面が表示された場合、 
[マイク入力]などのマイク入力を示す項目をチェックしてください。 

取りはずすときは、マイク入力/へッドホン出力共通端子からマイク□ホンのプラグ 
を抜きます。 
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〇マイク□ホンやへッドホンを使う 


へッドホンを使う 


マイク入力/へッドホン出力共通端子にへッドホンを接続して、音楽や音声を聞くことができ 
よ9 〇 

へッドホンのプラグは、直径 3.5 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 



へツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D -* ■-へッドホンの操作にあたって」 


へッドホンの音量は | + | 3 | キ_ < ti\~FN | + 1 4 | キ—、または Windows の音量ミキサーで調節 
してください。 

「2章 [3 サウンド」 


へッドホンの接続と取りはずし 


n へッドホンのプラグをマイク入力/へッドホン出力共通端子に差し込む 



[このデバイスは、以下のように認識される必要があります：]画面が表示された場合、 
[へッドフオン]などのへッドホンを示す項目をチェックしてください。 

取りはずすときは、マイク入力/へッドホン出力共通端子からへッドホンのプラグを 
抜さます。 
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PC 力ードを使う 


* PC カードス□ット搭載モデルのみ 

PC 力ードス□ット搭載モデルには、 PC 力ードス□ットが搭載されています。 

目的に合わせた PC 力ードを使うことにより、ノくソコンの機能が大きく広がります。 
PC 力ードには、次のようなものがあります。 

• データ通信カード 

• フラッシュメモリカード用アダプタ_力_ド 

• 外付け八ードディスクドライプ、 CD/DVD ドライブ用アダプターカード など 


□: 


PC カードを使う前に 


本製品は、 PC Card Standard 準拠の TYPE n 対応の力ード （CardBus 対応力ードを含む） 
を使用できます。 

ほとんどの PC カードは電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサーシヨン） 
に対応しているので便利です。 

使用している PC 力ードがホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど使いかたの詳細 
は、 『PC カードに付属の説明書』を確認してください。 



PC 力ードの操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 PC 力ード/ ExpressCard の操作にあたつて」 


ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 
















PC 力ードを使う 



周 

辺 

機 

器 

を 

使 


て 



を 

広 

げ 

よ 

5 
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PC カードを使う 


PC カードを使う場合、パソコン本体の PC 力ードス□ットに PC 力ードを取り付けてください。 


■■取り付け 


ケーブルの接続が必要な場合は、 PC カードにケーブルを付ける 



SCSI 力ードなど、ケーブルの接続が必要なときに行います。 






















Q PC 力ードを使う 


PC カードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 

カードは無理な力を加えず、静かにカードが奥に突き当たるまで押してください。き 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 PC 力ードを使用できない、または PC 力ード 
が壊れる場合があります。 

力ードを接続したあとで、力ードが使用できるように設定されているか確認してくだ 
さい。 



取りはすし 

PC カードの使用を停止する 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

② 通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン （ ^ 
または ，ハ をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、をクリックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない pc 力ードは、手順0に進んでください。 

w [八ードウエア® 安全 てメディア S 取り出す] 

益® fe 

カス W ィズ… 


Biat])) Ik 


(表示例） 


③ 表示されたメニューから取りはずす PC カードの項目をクリックする 

④ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、>：をクリックする 
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Q PC 力ードを使う 


イジェクトポタンを2回押す 



1回押すとイジェクトポタンが出てくるので、もう一度カチッと音がするまで押して 
ください。 

力ードが奥まで差し込まれていない場合、イジェクトポタンが出てこないことがあり 
ます。カードを奥まで押し込んでから、もう一度イジェクトポタンを押してください。 
カードが少し出てきます。 


E1 カードをしっかりとつかみ、抜く 



イジェクトポタンが収納されていない場合は、イジェクトボタンを押して収納します。 


Q ダミ-力-ドを挿入する 
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ExpressCard を使う 



* ExpressCard ス□ット搭載モデルのみ 

ExpressCard ス□ット搭載モデルには、 ExpressCard ス□ットが搭載されています。 
目的に合わせた ExpressCard を使うことにより、ノぐノコンの機能が大きく広がります。 


1 


ExpressCard を使う前に 


■ R 732 シリーズの場合 

ExpressCard Standard 準拠の Exp「essCa「d/34、Exp「essCa「d/54 対応の力ードを使用でき 

よ9 〇 

■ R 742 シリーズ' R 752 シリーズの場合 

ExpressCard Standard 準拠の Exp「essCa「d/34 対応の力ードを使用できます。 

ExpressCard は基本的に電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホツトインサーシヨン） 
に対応しているので便利です。 

使用している ExpressCard がホツトインサーシヨンに対応しているかどうかなど詳細は、 
[ExpressCard に付属の説明書』を確認してください。 



ExpressCard の操作にあたつて 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 PC 力ード/ ExpressCard の操作にあたつてI 


135 


ui 周辺機器を使って機能を広げよぅ 


















〇 ExpressCard を使う 


T ExpressCard を使 j 


ExpressCard を使う場合、バソコン本体の ExpressCard スロットに ExpressCard を取り付 
けてください。 


■ R732 シリーズの場合 

ExpressCard を取り付けるときは、 ExpressCard ス□ツトの左端に ExpressCard の左端を 
合わせて挿入してください。 
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ExpressCard を使う 


取り付け 


ケーブルの接続が必要な場合は、 ExpressCard にケーブルを付ける 
n ダミーカードを押す 


■ R 732 シリーズの場合 



IR 742 シリーズの場合 



■ R 752 シリーズの場合 



ダミーカードが少し出てきます。 




▼ 
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ExpressCard を使う 



ExpressCard の表裏を確認し、表を上にして挿入する 

n カードは無理な力を加えず、静かにカードが奥に突き当たるまで押してください。き 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 ExpressCard を使用できない、または 
ExpressCard が壊れる場合があります。 

カードを接続したあとで、カードが使用できるように設定されているか確認してくだ 
さい。 



* イラストは、 Exp 「 essCa 「 d/34 対応の力ードの例です。 
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〇 ExpressCard を使う 


取りはずし 

ExpressCard の使用を停止する 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

② 通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン（ぬ 
または%)をクリックする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をクリックしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない ExpressCard は、手順0に進んでください。 




。 I 八一ウェアを安^!通! m てメディアを取り出す| 

^ ® fe 


カスタマイズ… 




|_忐 ® ai © lk 


(表示例） 


③ 表示されたメニューから取りはずす ExpressCard の項目をクリックする 

④ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、 3¢ をクリックする 


ExpressCard を押す 

カードが少し出てきます。 



カードをしっかりとつかみ、抜く 

カードを抜くときはケーブルを引っ張らないでください。故障するおそれがあります。 
熱くないことを確認してから行ってください。 



□ 


ダミーカードを挿入する 
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Bluetooth 機能を使う 


* Bluetooth 機能搭載モデルのみ 

巳 luetooth 機能搭載モデルには、 Bluetooth 機能が搭載されています。 

巳 luetooth ワイヤレステクノロジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器同士で無線 
でデータをやりとりできる、世界標準の通信方式です。 

巳 luetooth ワイヤレステクノロジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりができます。 



巳 luetooth 機能の操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q - EE 1 Bluetooth について」 


3 メモ 


巳 luetooth のノ（ージョンによっては本製品と通信できない Bluetooth 対応機器があります。 

本製品に搭載されている Bluetooth 機能のパージョンについては、『取扱説明書』を確認してください。 
2.4 GHz 帯の無線 LAN または WiMAX が近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エラー 
が発生する可能性があります。 
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O Bluetooth 機能を使う 


Bluetooth 通信が可能な状態にする 


△警告 


心臓べースメーカーを装着しているかたは、心臓べースメーカーの装着部位から 22 cm 
以上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれがあります。 

電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの鼋源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることがあります。 

-無線通信機能は、画+ @キーを押して OFF にすることができます。网+ _キー 
を押して[機内モードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED が消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U_ プや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

-電源を切った状態でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合 
は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

• ディスプレイを開くことで自動的に電源が入るパネルオーブンバワーオン機能を設定し 
ている場合は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

• Intel® Rapid Start Technology で休止状態になっている場合がありますので、確実に 
電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後パソコンの電源を切って（シャツトダ 
ウンして）ください。* 1 


* 1 Intel® Rapid Start Technology 搭載モデルのみ 
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O Bluetooth 機能を使う 


| _ + @ キーを押す 

V _キ_を押したまま@キ_を押すたびに、画面左上にメッセージが表示されて無 
線通信機能の ON/OFF が切り替わります。 

機内モードオフ：無線通信機能 ON 
機内モードオン：無線通信機能 OFF 

無線通信機能を ON にすると、ワイヤレスコミュニケーション ((f) LED が点灯します。 

〇 Q 0 Q ((f) ^,| 

| - ^ ^ 

n ポインターを画面の上または下の右隅に合わせる 

pi チャームが表示されます。 

チャームの操作方法『セットアップガイド』 

K 1 [設定]をクリックする 

V画面右側に[設定]画面が表示されます。 

Q [ pc 設定の変更]をクリックする 

V [PC 設定]鋼が表示されます。 

H [ワイヤレス]をクリックする 

n [機内モード]が[オフ]になっていることを確認する 

■ [オン]になっている場合は、[オフ]にしてください。 

[オフ]にすると、無線通信機能が ON になります。 

| [ワイヤレスデバイス]の [ Bluetooth ] が[オン]になっていること 
を確認する 

[オフ]になっている場合は、[オン]にしてください。 

[オン]にすると、 Bluetooth 機能が ON になります。 

HI Bluetooth 対応機器との接続設定を行う 

設定方法について 『Windows ヘルプとサボート』 



周辺機器を使って機能を広げよう 
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-卜拡張ユニツトを使 3 


本製品のドッキングポートに、次のオプション製品を接続することができます。 

■ R 732 シリーズの場合 

• ポート拡張ユニット（型番： PAAPR006) 

• ポート拡張ユニット2 (型番： PAAPR007) 

■ R 742 シリーズ、 R 752 シリーズの場合 

• ポート拡張ユニット2 (型番： PAAPR007) 

ポート拡張 ユニッ ト/ポート拡張 ユニッ ト2には、さまざまな周辺機器を接続することができ 
るため、パソコンの機能を広げることができます。 


ポート拡張ユニットについて 


• R 732 シリーズのみ 

本体との接続方法など詳細は、『ポート拡張ユニット取扱説明書』を参照してください。 

ポート拡張 ユニッ トを接続すると、本体の電源コネクタは使用できなくなりますので、ポ_卜 
拡張 ユニッ トの電源コネクタを使用してください。 

ポート拡張ユニットのうち、本製品に対応しているコネクタは、次のとおりです。 

() 内はコネクタの数です。 

•マイク入力端子 •オーディオ出力端子 * LAN コネクタ 

• USB 2.0 コネクタ （4) • USB 3.0 コネクタ （2) • シリアルコネクタ 

• HDMI 出力端子 *RG 巳コネクタ 

ポート拡張ユニットを接続すると、本体の LAN コネクタ、 RGB コネクタは使用できなくなり 
ますので、ポート拡張ユニットの LAN コネクタ、 RGB コネクタを使用してください。 
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【0ポート拡張 ュニッ トを使う 


ポート拡張ユニット2について 


本体との接続方法など詳細は、『ポート拡張ユニット2取扱説明書』を参照してください。 

ポート拡張ユニット2を接続すると、本体の電源コネクタは使用できなくなりますので、ポー 
卜拡張ユニット2の電源コネクタを使用してください。 

ポート拡張ユニット2のうち、本製品に対応しているコネクタは、次のとおりです。 

() 内はコネクタの数です。 

•マイク入力端子 •オーディオ出力端子 * LAN コネクタ 

• USB 2.0 コネクタ （4) • USB 3.0 コネクタ （2) • シリアルコネクタ 

• HDMI 出力端子 * RGB コネクタ •ディスプレイポ_卜 

ポート拡張ユニット2を接続すると、本体の LAN コネクタ、 RGB コネクタは使用できなくな 
りますので、ポート拡張ユニット2の LAN コネクタ、 RGB コネクタを使用してください。 

また、ポート拡張ユニット2のディスプレイポートと、ポート拡張ユニット2の HDMI 出力端 
子を、同時に使用することはできません。 
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■ バッテリー駆動で使う 


パソコンをモパイル使用する際に大事な存在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることができます。 

ここでは、充電や充電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリーについて . 146 

2省電力の設定をする . 151 







バッテ IP —について 


パソコンは、バッテリーパックを取り付けた状態で使用してください。 

本製品を初めて使用するときは、電源コードと AC アダプターを接続してノ（ッテリーパックを 
充電してください。 

バッテリーパックを充電すると、バッテ U _ 駆動（電源コードと AC アダプターを接続しない 
状態）で使うことができます。 

バッテ U — 駆動で使う場合は、あらかじめバッテ U — パックの充電を完了（フル充電）させる 
か、フル充電したノ（ッテ U -パックを取り付けてください。 

指定する方法•環境以外でバッテリーパックを使用した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性があり、人身事故につながりかねない場合がありますので、十分ご注意をお願いします。 
『安心してお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテリーパックを使用するときの 
重要事項が記述されています。バッテリー駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、 
必ず指示を守ってください。 


バッテリー充電量を確認する 


バッテ u _ 駆動で使う場合、バッテリーの充電量が減って作業を中断したりしないよう、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要があります。 

mm システムインジケーターで確認する 

電源コードと AC アダプターを使用している場合 、 Battery Q LED が点灯します。 


务 I (!) [] 0 □ ((f) % 



Battery CD LED は次の状態を示しています。 


緑色の点灯 

冗电兀 _r 

オレンジ色の点灯 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電が必要 

バッテリーの充電について「本節ほ]バッテリーを充電する」 

消灯 

-バッテリーが装着されていない 

• 電源コードと AC アダプターが接続されていない 

上記のいずれにも当てはまらない場合は、バッテリ_異常の可能性が 

あります。東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。 



バツテリ I 駆動で使う 
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D バッテリーについて 


D 通知領域の[バッテリー]アイコンで確認する 

通知領域の[バッテリー]アイコン （0 または®)の上にポ」残 0: 5 時 P3 56 分 (79%) |_ 
インターを置くと、バッテリー充電量が表示されます。 

[バッテリー]アイコン（|または^])をクリックすると、電 
源プランなども表示されます。 

電源プランについて「本章0省竜力の設定をする」 



10:55 

2012/07/29 


e ■バッテリー充電量が減少したとき 

電源が入っている状態でノ（ッテ u —の充電量が少なくなると、次のように警告します。 

• Battery CD LED がオレンジ色に点滅する（バッテ U — の残量が少ないことを示しています） 
•バッテリーのアラームが動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]—[詳細な電源設定の変更]をクリックして表 
示される[詳細設定]タブの[パッテリ]—[低残量バッテ U の通知]や[低残量バッテリ 
の動作]で設定すると、バッテリーの残量が少なくなったことを通知したり、自動的に対処 
する動作を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章0省電力の設定をする」 

上記のような警告が起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

• 1 てソコン本体に電源コードと AC アダプターを接続し、充電する 
• 電源を切ってから、フル充電のノ（ッテリーパックと取り換える 

購入時は休止状態が設定されています。バッテリー減少の警告が起こっても何も対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源が切れます。 

メモ 

* 1力月以上の長期にわたり、電源コードと AC アダプターを接続したままパソコンを使用してバッテリー 
駆動を行わないと、バッテリ_充電量が少しずつ減少します。このような状態でパッテリー充電量が減 
少したときは 、 Battery Hill LED や[バッテリー]アイコンで充電量の減少が表示されないことがあ 
ります。1力月に1度は再充電することを推奨します。 

•長時間使用しないでパッテリーが自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴らず 、 Battery CD 
LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったときは、充電してから使 
用してください。 












D バッテリーについて 


B 寺計用バッテリー 


本製品には、取りはずしができるノ（ッテリーパックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテ U _が内蔵されています。 

時計用バッテリーの充電は、電源コードと AC アダプターを接続し電源を入れているとき（電 
源 ON 時）に行われますので、普通に使用しているときは意識する必要はありません。ただし、 
充電量が少ない場合、時計が止まったり、遅れたりすることがあります。 

時計用ノ（ッテ U —が不足すると、メッセージが表示されます。 

■充電完了までの時間 

時計用バッテリーは、電源 ON ( Power の LED が緑色に点灯）の状態にしておくと、約24 
時間で充電が完了します。 

時計用ノ（ッテ U —充電中でもパソコンを使用できます。充電中に充電状態を知ることはできま 
せん。 


2 


バッテリーを充電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテリーを充電するにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録バッテリーを充電するにあたって」 


充電方法 

パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードの電源プラグをコ 
ンセントに差し込む 

DC IN LED が緑色に点灯して Battery CD LED がオレンジ色に点灯すると、充 

電が開始されます。 

電源の ON / OFF にかかわらずフル充電になるまで充電されます。 

Battery a LED が緑色になるまで充電する 

パッテリーの充電中は Battery O LED がオレンジ色に点灯します。 

DC IN LED が消灯している場合は、電源が供給されていません。電源コード、 

AC アダプターの接続を確認してください。 


d メモ 


パソコン本体を長時間ご使用にならないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 
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D バッテリーについて 


■充電完了までの時間 

バッテリー充電時間は、バソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度が低いとき、バッテリーパックの温度が高くなっているとき、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプリケーションを使用しているときは、充電完了まで時間がかかることがあります。 
詳しくは 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■使用できる時間 

バッテリー駆動での使用時間は、バソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■パッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために電源コードと AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

バソコン本体を使わないで放置していても、バッテ U _充電量は少しずつ減っていきます。バッ 
テリーの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間が非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブリツドスリープにすることをおすすめします。 



ハイブリッドスリープについて「2章□-田-| 


スリープ機能を強化する」 


D バッテリーを長持ちさせる 

本製品のノ（ッテリーをより有効に使うための工夫を紹介します。 

I バッテリーの機能低下を遅くする方法 


次の点に気をつけて使用すると、バッテ u _ の機能低下を遅くすることができます。 

•パソコン本体を長時間使用しないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。 

• 1力月以上の長期間バッテリーを使わない場合は、パソコン本体からバッテリーをはずして、 

風通しの良い涼しい場所に保管してください。 

•おもに電源コードと AC アダプターを接続してパソコンを使用し、バッテリーパックの電力 
をほとんど使用しないなど、100%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U _ の機能低下 
を早める場合があります。 

•「 T 0 SH 旧 A eco ユーティリティ」で 「 eco 充電モード」を有効にすると、バッテリー充電 
完了時の容量をフル充電より少なめにおさえて、バッテリーの機能低下を遅らせることがで 
きます。 

「本章0-® TOSHIBA eco ユーティリティ」 

* 1力月に1度は、電源コードと AC アダプターをはずしてバッテ U — 駆動でパソコンを使用 
してください。 
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D バッテリーについて 


■ バッテリー消費をおさえる方法 _ 

バッテ u —の消費をおさえて、本製品をバッテリー駆動で長時間使用するには、次の方法があ 
ります。 

• こまめに休止状態にする 
mm - 「 2 章巧]休止状態」 

•入力しないときは、ディスプレイを閉じておく 

「2章0-[4]簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する」 

• 省電力の電源プランを設定する 

「本章0省電力の設定をする」 

■ バッテリーの充電能力を調べる _ 

バッテ U — パックは、消耗品です。「東芝 PC ヘルス モニタ」を使用すると、バッテ U — パック 
を交換する目安を調べることができます。 

「東芝 PC ヘルスモニタ」について『取扱説明書』 

si バッテリーパックを保管する 

バッテ U _パックを保管するときは、次の説明をお読みください。 

また、『安心してお使いいただくために』や『取扱説明書』にも、バッテ U — パックを保管する 
ときの重要事項が記述されています。あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってくだ 
さい。 

• 充電状態のノ（ッテ u -パックを放置しておくとバッテリーが機能低下し、もう一度充電した 
ときの容量が減少してしまいます。この機能低下は、保存温度が高いほど早く進みます。 
•バッテリーパックの電極（金属部分）がショートしないように、金属製ネックレス、ヘアピ 
ンなどの金属類と混在しないようにしてください。 

• 落下したり衝撃がかかったりしないよう安定した場所に保管してください。 
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力の設定をする 


□: 


電源オプシ 



「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことができます。 

バッテ u _ 駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減らして長い時間使用するよう 
に設定したり、電力を使ってノ v ° フォーマンスの精度を上げるように設定したりできます。 
これらの電源設定を電源プランといいます。 

「電源オプション」では、使用環境に合わせて設定された電源プランがあらかじめ用意されてい 
ますので、使用環境が変化したときに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することができます。 

購入時には、次の電源プランが用意されています。 

•パランス 

必要なときは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないときは電力を節約 
します。 

• eco 

東芝の推奨する設定により、消費電力をおさえます。 

「本節 U ] TOSH 旧 A eco ユーティリティ」 

* 省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスを低下させ、消費電力をおさえます。 

バッテ U — 駆動のときにこのプランを使用すると、バッテ U — が通常より長くもちます。 

•高パフォーマンス 

ノ v ° フォーマンスと応答速度を最大にします。消費電力が増える可能性があります。 

バッテリー駆動のときにこのプランを使用すると、バッテリーが通常よりも早く消費されま 
す。 

*「省電力」、「高パフォーマンス」は[追加プランの表示]の〇をクリックすると表示されます。 

各電源ブランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することもできます。 

電源プランの設定を変更、新規追加『「電源オプション」のヘルプ』 
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B 省電力の設定をする 


|「電源オプション」は、 「 TOSH 旧 A eco ユーティリティ」からも起動できます。 

「本節 [ZI TOSH 旧 A eco ユ-ティリテイ」 


ヘルプの起動方法 


「電源オプション」を起動後、画面 右上の® ポタンをクリックする 


n 


v 6 コントロールパネ JUWt 索 


P 




" IS 定とシステム設定（デイス:ルイの明るさやスリープな 


(表示例） 


表示された一覧から知りたい項目をクリックする 

該当するページが表示されます。 
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起動方法 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 

[^5 システムとセキュリティ]-電源オプション]をクリックする 

「電源オプション」が起動します。 



d メモ 



バツテリ I 駆動で使う 














Q 省電力の設定をする 


TOSHIBA eco ユーテイリテイ 


「 TOSH 旧 A eco ユーティ U ティ」では、パソコンの消費電力をおさえるためのさまざまな設 
定が行えます。 

■ eco モード 

「 eco モード」を有効にすると、東芝の推奨する設定によって、電源プランやディスプレイの明 
るさなどを自動的に調節して、消費電力をおさえます。 

■貢献履歴 

消費電力の低減によって、どれだけ環境の保護に貢献できたかが、イメージやグラフなどで表 
示されます。 

一日ごと、または月ごとに511認できます。 

■ピークシフト 

昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電力を効果的に活用し、電力需要の平準化を実現し 
ます。たとえば夏期の日中など電力使用のピーク時間帯には自動的に AC 電源からの電力供給 
を止め、電力需要の少ない時間帯（夜間など）に充電したバッテリーでパソコンを動作させる 
電源管理機能を備えています。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でも使用できますが、複数台数で同じ時間帯に制御するこ 
とによってその効果を発揮します。制御するパソコンの台数は多ければ多いほど効果が大きく 
なります。 

■バッテリーライフサイクル 

バッテリーの充電方法で 「 eco 充電モード」を有効にすると、バッテリーフル充電時の容量を 
おさえて、バッテリーの機能低下を遅くできます。パソコンの電源コードと AC アダプターを 
コンセントに接続したまま使用される方におすすめです。ただし、バッテリーのフル充電の容 
量が少なくなるため、バッテリーでの駆動時間は短くなります。 

メモ 

春表示されるメニューは、モデルにより異なります。 



バツテリ I 駆動で使う 
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B 省電力の設定をする 


TOSHIBA eco ユーティリティの設定は、次の手順で行います。 



スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 

[ユーティリティ]— [eco ユーティリティ_| ] をクリックする 

[TOSHIBA eco ユーティリティ]画面が表示されます。 


(表示例) 


初回起動時は、[はじめにお読みください]画面が表示されますので、[同意する]を 
チェックし、 [0K] ポタンをクリックしてください。 

画面左側から設定するメニューをクリックする 



「TOSH 旧 A eco ユーティリティ」の詳細は、ヘルプを参照してください。 


M ヘルプの起動方法 _ 

Q [TOSH 旧 A eco ユーティリティ]画面で[ヘルプ]をクリックする 

「TOSH 旧 A eco ユーティリティ」のヘルプが表示されます。 










Q 省電力の設定をする 


役立つ操作集- 

ディスプレイ省電テクノロジー 

「ディスプレイ省電テクノロジー機能」は、本体液晶ディスプレイに表示する映像のコントラストと明 
るさを自動的に調整することにより、パソコンの電力消費を低減させるものです。 

次の2つの条件を満たした場合にこの機能が使用できます。 

* バッテ U _駆動で使用中 
• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

本機能は購入時の状態では、モデルによって有効または無効に設定されています。 

購入時の状態で無効に設定されているモデルは、パソコンのバッテリー駆動時間を延ばしたい場合に 
は、本機能を有効にしてください。 

本機能の有効/無効は、次の手順で設定してください。 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどが表示されていない場所にボインターを移動し、 

右クリックする 

③ [グラフィックプ□パティ]をクリックする 

[次のアプリケーションモードのいずれかを選択してください]画面が表示された場合は、[基本 
モード]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックしてください。 

④ 画面左側の[電源]をクリックし、[電源]で[バッテリー駆動]を選択する 

⑤ [節電機能]で本機能を設定する 
• 有効にする場合 

[ディスプレイ省電テクノロジー]のチェックがはずれている場合は、チェックしてください。 
スライダーパーが[最高画質]の位置に設定されている場合は、[最高画質]以外の位置に設定 
してください。 

• 無効にする場合 

[ディスプレイ省電テクノロジー]のチェックをはずしてください。 

または、[ディスプレイ省電テクノロジー]をチェックしていても、スライダーバーを[最高画質] 
の位置に設定すると、本機能は無効になります。 

⑧ [0 K ] ボタンをクリックする 

メッセージが表示されます。確認して [0 K ] ボタンをクリックしてください。 
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6 章 


■ システム篇境の変霣 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝システムセッティング . 158 

2巳 IOS セットアップ . 159 

3パスワードセキュリティ . 173 

4指紋認証を使う . 197 

5 TPM を使う . 208 










東芝システムセツテインク 


「東芝システムセッティング」を使い、 Windows 上でシステムの設定を変更できます。 

複数の ユーザーで 使用する場合も、設定内容は全 ユーザーで 共通になります。 

■ 設定方法 _ 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （®) をダブルクリックする 

W 「東芝デスクトップアブ u メこュ-」が起動します。 

[ユーティリティ]—[システムセッティング [3] をクリックする 

v 「東芝システムセッティング」が起動します。 

n 各機能を設定し、 [ ok ] ポタンをクリックする 

g [キャンセル]ボタンをクリックした場合は、設定が変更されません。 

再起動が必要な項目の設定を変更すると、パソコンの再起動を行うようメッセージが表示され 
この場合、すぐに再起動を行って設定を有効にしてください。 
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BIOS セットアップ 


* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

印刷した本項目のページと『取扱説明書』を参照して実行してください。 

BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セットアップの設定項目について説明します。 


設定項目 


■ ■ Main 

■ System Time (システム時刻） 

時刻の設定は@キ_または®キーで行います。 

時と分と秒の切り替えは、_，キーで行います。 

■ System Date (システム日付） 

日付の設定は IF 6 1 キ_または | F 7 1 キ_で彳 T います。 

年と月と日の切り替えは、_.キーで行います。 

■ CPU Type 

本体に搭戯されている CPU のタイプが表示されます。 

■ CPU Speed 

本体に搭載されている CPU のスピードが表示されます。 

■ HDD/SSD 

本体に搭載されている八ードディスタのタイプと容量が表示されます。 

■ ODD 

* ドライブ搭載モデルのみ表示されます。 

本体に搭載されているドライプのタイプが表示されます。 

■ Total Memory Size 

本体に取り付けられているメモリのメモ U 総容量が表示されます。 

■ System BIDS Version 

搭載されている BIOS のノ（ージョンが表示されます。 

■ EC Version 

EC のノ（ージョンが表示されます。 

■ Language 

BIOS で使用する言語を選択します。 


•English (標準値） . 英語 

_ Francais . フランス語 
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〇 BIOS セツトアップ 


WM Security 

■ BIOS Password 

ユーザーパスワードやスーパーバイザーパスワードを登録/削除/変更します。 

• User 

ユーザーパスワードを登録すると、起動時のシステムへのアクセスを制限できます。 

ユーザーパスワードの登録/削除/変更は「東芝パスワードユーティリティ」で行うことを 
推奨します。 

詳細について「本章 0- ES ユーザーパスワード」 

■ Not Registered (標準値）...ユーザーパスワードが登録されていないときに表示される 

- Registered. ユーザーパスワードが登録されているときに表示される 

〈ユーザーパスワードを忘れてしまつたとき〉 

ユーザーノ t スワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談してください。 
ユ_ザ_パスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は、有料です。またそ 
のとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

• Supervisor 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、セットアップへのアクセスを制限できます。 
スーパーバイザーパスワードの登録/削除/変更は「東芝パスワードユーティリティ」で行 
うことを推奨します。スーパーバイザーパスワードを BIOS セットアップで登録すると、操 
作が一部制限されます。 

詳細について「本章〇 - IXI スーパーバイザーパスワード」 

■ Not Registered (標準値）...スーパーバイザーパスワードが登録されていないときに表 

示される 

- Registered. スーパーバイザーパスワードが登録されているときに表示 

される 

■ HDD/SSD Password 

HDD/SSD の HDD ユーザーノてスワードや HDD マスターノ（スワードを登録/削除/変更しま 
す。 

• Mode 

HDD/SSD の HDD パスワードモードを設定します。 


.User Only (標準値） .HDD/SSD の HDD ユーザーパスワードのみを登録する 

_ Master+User.HDD/SSD の HDD マスターパスワードと HDD ユーザーパ 


スワードを登録する 

• User 

HDD/SSD の HDD ユーザーパスワードを登録/削除/変更します。 

詳細について「本章□- [ 4 ] HDD パスワード」 

■ Not Registered (標準値）.. .HDD ユーザーパスワードが登録されていないときに表示さ 

れる 

.Registered.HDD ユーザーパスワードが登録されているときに表示される 
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〇 BIOS セツトアップ 


• Master 

HDD / SSD の HDD マスターパスワードを登録/削除/変更します。 

「 Mode 」 が 「Master + User 」 の場合のみ表示されます。 

HDD パスワードの設定方法「本章 □-[!] HDD パスワード」 

■ Not Registered (標準値）.. . HDD マスターパスワードが登録されていないときに表示さ 

れる 

- Registered . HDD マスターパスワードが登録されているときに表示される 

■ Secure Boot 

Secure 巳 00 1 機能を設定します 0 

「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「UER Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 

- Disabled . Secure Boot 機能を無効にする 

- Enabled (標準値) . Secure Boot 機能を有効にする 

• Clear Secure Boot keys 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、設定できるようになります。また 、 「Secure 
巳 00 1」 を 「 Disabled 」 に設定した場合のみ設定できます。 

Secure Boot 機能に関するキー情報を削除し 、 Secure Boot 機能をセットアップモードに 
します。 

メモ 

•「Boot Mode 」 を 「CSM Boot 」 に設定している場合 、 「Secure Boot 」 は表示されません。 

*「Boot Mode 」 を 「UEFI Boot 」 に設定している場合、 「 Secure 巳 00 1」 を 「 Enabled 」 に設定すると、 
「Boot Mode 」 を変更できなくなります。 

•「Secure Boot 」 を 「 Enabled 」 に設定している場合 、 「Clear Secure 巳 00 1 keys 」 は設定できません。 


■ TPM 

TPM (Trusted Platform Module ) を設定します。 

•Disabled (標準値） . TPM を無効にする 

- Enabled . TPM を有効にする 

設定を変更するには、次のように操作してください。 

「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定するには、先に 「Hide TPM 」 を 「 No 」 に設定してください。 

① カーソルを 「 TPM 」 の 「 Disabled 」 または 「 Enabled 」 に合わせ、 [£/V7~£/?l キーを 押す 

② カーソルを 「 Disabled 」 または 「 Enabled 」 に合わせ、 [ £ A /7~£/? | キーを 押す 

設定が変更されます。 
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〇 BIOS セツトアップ 


• Hide TPM 

「 TPM 」 で 「 Disabled 」 に設定し、再起動してから、設定を変更できます。 
TPM の表示をシステム上で確認できないようにするときに使用します。 


- No (標準値） . TPM をシステム上で確認できるようにする 

_ Yes . TPM をシステム上で確認できないようにする 


「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定するには、先に 「Hide TPM 」 を 「 No 」 に設定してください。 
また、 「 Yes 」 に設定すると、 TPM をシステム上で確認することはできません。 

■ Boot Menu 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、設定できるようになります。 

ユーザ— パスワ—ドでパソコンを使用する ユーザー （ ユーザ— 権限）に対し、17711キーを使つ 
たドライブの起動を制限することができます。 


- Disabled (標準値） . 無効にする 

- Enabled . 有効にする 


■ Device Access Control/Device Boot Control 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、設定できるようになります。 

ユーザーパスワードでパソコンを起動したユーザー（ユ_ザ_榷限）に、デバイスの使用やデ 
バイスからの起動を制限することができます。 

l £ A /7~£/?| キーを押すと、画面が切り替わります。元の画面に戻るにはキーを押します。 
設定後はバソコンの電源を切る必要があります。また、設定後にスーパーノ（イザー認証が必要 
になることがあります。 

「東芝デバイスアクセスコント□—ル」でデバイスの使用やデバイスからの起動の制限を設定し 
ている場合、設定を変更するときも「東芝デバイスアクセスコント□—ル」で行ってください。 
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• Clear TPM Owner 

「 TPM 」 で 「 Enabled 」 に設定し、再起動してから、設定できます。 

所有者登録とユーザー登録を削除します。 

本製品を廃棄するときや、譲渡などにより使用者（管理者）を変更するというように 、 TPM 
の使用を中止する場合に行ってください。 

①カーソルを 「Clear TPM Owner 」 に合わせ、 | キーを押す 

再起動後、 「 TPM 」 の設定が 「 Enabled 」 から 「 Disabled 」 に変更されます。 


= 操作にあたって 

• 所有者登録とユーザー登録を削除すると、 TPM に関係するセキュリティ機能が使用できなくな 
ります。このため、管理者の権限を持たないユーザーが 「 TPM 」 を操作できないように設定する 
ことをおすすめします。 

管理者以外のユーザーの制限について 

「本章 Q E 9 東芝パスワードユーティリティで丁 PM の設定をする J 
* 所有者登録とユーザー登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、もう一度 TPM へ 
所有者登録やユーザー登録を行う必要があります。 
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〇 BIOS セツトアップ 


【Device Access Control ] 画面 

デバイスごとに、使用制限を設定します。 

- Enabled (標準値） . デバイスを使用可能にする 

- Disabled . デバイスを使用禁止にする 

[Device Boot Control ] 画面 

デノ（イスごとに、デノ（イスからの起動制限を設定します。 

すべてのデバイスからの起動を禁止にすることはできません。また 、 「Device Access 
Control 」 で 「 Disabled 」 に設定しているデバイスからの起動を可能にすることはできません。 

- Enabled (標準値） . デバイスからの起動を可能にする 

- Disabled . デバイスからの起動を禁止にする 

〈スーノ\°ーバイザーノ（スワードを忘れてしまつたとき〉 

スーパーバイザーパスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談して 
ください。スーパーバイザーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、 
有料です。またそのとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 


M PowerManagement 

■ Wake-up on LAN 

電源 OFF 状態からの LAN による Wake - up 機能を設定します。 

ネットワークで接続された管理者のパソコンからの呼び出しにより、自動的に電源を入れます。 
Wake-up on LAN 機能を使用する場合は、必ず電源コードと AC アダプターを接続してくださ 
い。電源を切っている状態でも、バッテリーを使っていないときの充電保持時間が 『dynabook 
**** (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』の表記よりも短くなります。 

- Enabled . 有効にする 

•Disabled (標準値） . 無効にする 

ス U - プ状態、および休止状態からの Wake-up on LAN 機能を有効にするためには、「デバイ 
スマネージャー」の[ネットワークアダプター]でネットワークアダプター名をダブルクリッ 
クし、表示されたプ□パティ画面の[電源の管理]タブで[このデバイスで、コンピューター 
のスタンバイ状態を解除できるようにする]および [Magic Packet でのみ、コンピューター 
のスタンノ（イ状態を解除できるようにする]の項目にチェックをつける必要があります。 

■ Wake-up on LAN on Battery 

バッテリー駆動の際の Wake-up on LAN 機能を設定します。 

- Enabled . バッテ U _ 駆動の際に Wake-up on LAN 機能を有効にする 

- Disabled (標準値） . バッテ U - 駆動の際に Wake-up on LAN 機能を無効にする 

■ Wake on Keyboard 

キーボ _ ドによる Wake - up 機能を設定します。 

■ Enabled . 有効にする 

•Disabled (標準値） . 無効にする 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ Critical Battery Wake-up 

「Critical Battery Wake - up 機能」を設定します 。 「Critical Battery Wake - up 機能」とは、 
ス U —プ状態の間にノ（ッテ U —の残量が少なくなった場合、自動的に休止状態になり 、データ 
を八ードディスクに保存します。 


• Enabled (標準値) . Critical 巳 attery Wake - up 機能を有効にする 

- Disabled . Critical Battery Wake - up 機能を無効にする 


「Critical Battery Wake - up 機能」を有効にするには、 Windows 上でも設定が必要です。 

次の操作を行って、設定してください。 

① [コントロールパネル]を開き、[システムとセキュリティ]の[電源オプション]をクリッ 
クする 

② 利用するプランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をクリックする 

④ [電源オプション]画面の[詳細設定]タブで、[バッテリ]をダブルクリックする 

⑤ [パッテリ切れの動作]をダブルクリックし、表示された項目で「パッテリ駆動」を[休止 
状態]に設定する 

⑧ [0 K ] ボタンをクリックする 

■ Panel Open - Power Dn 

ノ（ネルオープンノてワーオン機能を設定します。 

ノくソコンの電源が切れている状態でディスプレイを開くとバソコンの電源が入り、 0 S が起動 
します。 

- Enabled . 有効にする 

•Disabled (標準値） . 無効にする 

■ Dynamic CPU Frequency Mode 

- Dynamic Switch (標準値).. . CPU の消費電力•周波数自動切り替え機能を有効にし、使用 

状況に応じて CPU 周波数を自動的に切り替える 

•Always High . CPU の消費電力•周波数自動切り替え機能を無効にし 、 CPU 

周波数を高周波数にしてノてソコンの処理能力を優先する 

_ Always Low . CPU の消費電力•周波数自動切り替え機能を無効にし 、 CPU 

周波数を低い周波数にしてバソコンのノ（ッテリー駆動時間を 
優先する 

■ Core Multi-Processing 

CPU の動作モードを設定します。 

• Enabled (標準値) . Dual Core モードに設定する 

- Disabled . Single Core モードに設定する 

■ Intel Turbo Boost Technology 

* 対応している CPU のみで表示されます。 

インテル® ターボ _ ブース トを設定します。 

•Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ Intel Display Power Management 

Intel Display Power Management を設定します。 


•Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

■ eSATA 

eSATA デバイスを設定します。 

•Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 


■ SATA Interface setting 

SATA デノ（イスの性能とバッテリー駆動時間の優先度を設定します。 

_ Performance (標準値） ........ SATA デバイスの性能/ eSATA ポート転送速度* 1 を優先 

する 

- Battery life . バッテ U — 駆動時間を優先する 

*1 eSATA ポートに接続する機器によって、転送速度は異なります。 

■ BIOS Power Management 

OS 以外の省電力機能を設定します。キーを押すと、画面が切り替わります。元の画 
面に戻るには |£ SCj キーを押します。 

[BIOS Power Management 画面】 


■ Battery Save Mode 

バッテリーセーブモードを設定します。 

「Battery Save Mode 」 の設定項目は次のように表示されます。 



Full Power 

Low Power 

User Setting 

Processing Speed 

High 

Low 

項目ごとに設定を 
変更できます。 

CPU Sleep Mode 

Enabled 

Enabled 

LCD Brightness * 1 

Super - Bright * 2 

Bright * 2 

Cooling Method 

Maximum Performance 

Battery Optimized 


* 1: 「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「CSM Boot 」 に設定し 

た場合のみ表示されます。 

* 2 :電源コードと AC アダプターを接続している場合の表示内容です。 

「Battery Save Mode 」 の項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。使用するアプリケーションソフトによっては設定を変更する必要が 
あります。 


• High . 処理速度を高速に設定する 

- Low . 処理速度を低速に設定する 
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〇 BIOS セツトアップ 


• CPU Sleep Mode 

CPU が処理待ち状態のとき、電力消費を低減します。 

一部のアプリケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度が遅くなることがあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 


_ Enabled . 電力消費を低減する 

- Disabled . 電力消費を低減しない 


• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを設定します。 

「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「CSM 
Boot 」 に設定した場合のみ表示されます。 

• Super-Bright . 最高輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

• Semi-Bright . 低輝度に設定する 

• Cooling Method (CPU 熱制御方式） 

CPU の熱を冷ます方式を設定します。 CPU が高熱を帯びると故障の原因になります。 


- Cooling Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主にフアンを 

使用して冷却する 

• Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主にフアンを 

使用して冷却し 、 「Cooling Optimized 」 よりもフアン音が 
静かな状態を保ち温度を下げる 

_ Battery Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主に CPU の処 

理速度を落として冷却する 

■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します。 

•Enabled (標準値) . PCI Express デバイスが使用されていないときに、消費電 

力をおさえる 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先する 

- Auto . バッテ U _ 動作中かつ PCI Express デバイスが使用されて 

いないときに、消費電力をおさえる 
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〇 BIOS セツトアップ 


E9 Advanced 

■ Execute-Disable Bit Capability 

Execute-Disable Bit Capability (エグゼキュート • ディスエーブル _ ビット機能）を設定し 

9 〇 

•Available (標準値) . 使用する 

- Not Available . 使用しない 

■ Virtualization Technology 

インテル®パーチヤライゼーシヨン_テクノロジーを設定します。 

- Disabled . 使用しなし'! 

- VT-x & VT-d . VT-x & VT - d 機能を有効にする 

_ VT-x Only (標準値） . VT - x を有効にする 

_ VT-d Only . VT - d 機能を有効にする 

( CPU によっては表示されない項目があります） 

■ Trusted Execution Technology 

* Trusted Execution Technology 対応 CPU 搭■モデルのみ表示されます。 

Trusted Execution Technology を設定します 〇 

Trusted Execution Technology とは 、 Virtualization Technology を使って TPM と連携 
させるセキュリティ技術です。 

• Enabled . Trusted Execution Technology を許可に設定する 

- Disabled (標準値） . Trusted Execution Technology を禁止に設定する 

Trusted Execution Technology を許可に設定する場合、事前に 「 Advanced 」 メニューの 
「Virtualization Technology 」 を rVT-x & VT-dJ に設定し、 「 Security 」 メニューの 「 TPM 」 
を 「 Enabled 」 に設定し、 「 PowerManagement 」 メニューの 「Core Multi - Processing 」 
を 「 Enabled 」 に設定してください。 

■ Intel (R) AT 

インテル®アンチセフト_テクノロジー（パソコンの紛失や盗難時に、パソコンを無効化する 
セキュリティ機能）を利用可能にする設定です。 

- Enabled . 使用する 

- Disabled (標準値） . 使用しない 

■ Intel (R) AT Suspend 

インテル®アンチセフト • テクノロジーを一時的に無効にするための設定です。 

- Enabled . 使用する 

- Disabled (標準値） . 使用しない 

インテル®アンチセフト • テクノロジーを利用しているときのみ設定できます。 

Intel ( R ) AT Suspend を使用する場合、事前に rlntel ( R ) AT 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 

















〇 BIOS セツトアップ 


■ Intel (R) Rapid Start Technology 

* Intel ® Rapid Start Technology 搭載モデルのみ表示されます。 

ス U — プから一定時間後に休止状態に変わる、 Intel ® Rapid Start Technology を設定します。 
詳細について「2章スリープから一定時間後に休止状態にする」 


- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しなし'! 


■ Rapid Start Entry after 

* Intel ® Rapid Start Technology 搭載モデルのみ表示されます。 

Intel ® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に変わるまでの時間を設定します。 
flntel ( R ) Rapid Start Technology 」 で 「 Enabled 」 に設定している場合のみ、設定を変更 


でぎます。 

- Immediately . スリープに入るとすぐに休止状態になります。 

■ 10 minutes . スリープから10分後に休止状態になります。 

_ 2 hours (標準値） . スリープから2時間後に休止状態になります。 

- 5 hours . スリープから5時間後に休止状態になります。 

• 24 hours . スリープから24時間後に休止状態になります。 


■ Beep Sound 

Windows OS 以外でのビープ音を設定します。 

OFF 、 Low、Medium (標準値)、 High のいずれかを選択できます。 

■ Sleep and Charge 

USB の常時給電を設定します。 


- Disabled (標準値） . 使用しない 

- Auto Mode . USB の常時給電を有効にし 、 Auto Mode で使用する 

- 2.0 A Mode . USB の常時給電を有効にし、 2.0 A Mode で使用する 


■ System ON CDP Charge Mode 

+アイコンが付いている USB コネクタへ電源 ON 状態のときに USB バスパワー （ DC 5 V ) を 
最大1 .5 A まで供給します。 

• Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

■ USB Power in Sleep Mode 

スリープ 中でも 、 USB コネクタに USB バスパワー （ DC5V) を供給します。 

- Enabled . 有効にする 

•Disabled (標準値） . 無効にする 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ US 巳 Legacy Emulation 

USB キーボード、マウスなどのレガシーサボートを設定します。 

•Enabled (標準値) . レガシーサボートを行う 

ドライノ（一なしで USB キーボード/ USB マウスなどが使 
用できます。 

- Disabled . レガシーサボートを行わない 

「USB Legacy Emulation 」 が 「 Enabled 」 に設定されていても 、 「Change Boot Order 」 
が 「 HDD/SSD — USB Memory -* eSATA HDD -* ODD - USB ODD - FDD — 
LAN 」 の場合は、本体の八ードディスクから起動します。 

■ USB Memory BIDS Support Type 

コンピューターの起動に使用する USB フラッシュメモ U を設定します。 

「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「CSM Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 


.HDD (標準イ直） . US 巳フラッシュメモリを HDD として扱う 

起動するドライブとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order 」 での 「 HDD / SSD 」 の順位です。 

- FDD . USB フラッシュメモリを FDD として扱う 

起動するドライブとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order 」 での 「 FDD 」 の順位です。 


■ Change Boot Order 

システムを起動するディスクドライブの順番を@キ_または_キ_で設定します。 
通常は次の順番（標準値）に設定してください。 

1 HDD/SSD 

2 USB Memory 

3 eSATA HDD 

4 ODD * 1 

5 USB ODD 

6 FDD 

7 LAN 

*1 ドライブ搭載モデルのみ 

■ System Configuration 

[£/ V 7 E /?| キーを押すと、画面が切り替わります。元の画面に戻るにはキーを押します。 

[System Configuration 画面】 

■ Built-in LAN 

LAN コネクタを設定します。 


• Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . 使用しない 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ Wireless LAN 

* 無線 LAN 機能搭載モデルのみ表示されます。 
無線 LAN を設定します。 


- Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . 使用しない 


* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、_ + _キー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 

■ Auto Wireless LAN RF Switching 

* 無線 LAN 機能搭載モデルのみ表示されます。 

LAN ケーブルの接続によって、自動的に無線 LAN 機能の有効/無効を切り替えます。 

有効の場合、 LAN ケーブルが接続されているときは無線 LAN 機能が無効に、接続されていな 
いときは無線 LAN 機能が有効に切り替わります。 

- Enabled . 有効にする 

•Disabled (標準値） . 無効にする 

■ WiMAX 

* WiMAX 機能搭■モデルのみ表示されます。 

WiMAX を設定します。 

• Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . 使用しない* 1 

* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、圆+ @キー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 

■ Bluetooth 

* Bluetooth 機能搭載モデルのみ表示されます。 

Bluetooth を設定します。 


- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しなし'! 


* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、 _ + [^ J キー(無線通信機能の ON / OFF ) は使用できなくなります。 

■ Internal Pointing Device 

タッチパッドを設定します。 

• Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . ■(吏用しなし'! 

■ Web Camera 

* Web カメラ搭載モデルのみ表示されます。 

Web カメラを設定します。 

• Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . •(吏用しなし'! 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ SD Host Controller 

SD カードス□ットまたはブリッジメディアス□ットを設定します。 

- Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . 使用しなし'! 

■ Fingerprint Sensor 

* 指紋センサー搭載モデルのみ表示されます。 

指紋センサ _ を設定します。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . ■(吏用しなし'! 

■ Internal USB 3.0 Controller 

USB 3.0 ポートの動作を設定します。 

- Enabled (標準値) . USB 3.0 ポートとして使用する 

- Disabled . USB 2.0 ポートとして使用する 

■ Memory Performance Mode 

メモリの使用方法を設定します。 

- Enabled (標準値) . バッテ U — 駆動時間よりシステム処理能力を優先させる 

- Disabled . システム処理能力よりバッテリー駆動時間を優先させる 

■ SATA Controller Mode 

SATA コント□ーラーモードを設定します。 

「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「CSM Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 


_ Compatibility * 1 . レガシ _0 S 用で AHCI 対応のドライバーを使わない場合に 

使用するモード 

ただし、すべてのレガシー 0 S での動作を保証するものでは 
ありません。 

• AHCI (標準値） . Windows 8と Windows 7用のモード （ AHCI ) 


* 1 Intel ® Rapid Start Technology 搭■モデルでは表示されません。 

■ Boot Mode 

Boot Mode を設定します。 


■ UEFI Boot (標準値） . GPT (GUID Partition Table ) で初期化された HDD / 

SSD からの起動に対応する 

• CSM Boot . MBR (Master Boot Record ) で初期化された HDD / 

SSD からの起動に対応する 


g メモ 

•「Boot Mode 」 を 「UEFI Boot 」 に設定している場合、 「 Security 」 メニューの 「Secure Boot 」 を 
「 Enabled 」 に設定すると 、 「Boot Mode 」 を変更できなくなります。 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ Power On Display 

起動時の Windows □ゴを表示する表示装置を設定します。 

- Auto-Selected (標準値） ..... 本体液晶ディスプレイを閉じているときは、接続している 

テレビまたは外部ディスプレイを自動的に検出し、テレビ 
または外部ディスプレイにのみ画面を表示する 
- System LCD only . 本体液晶ディスプレイにのみ表示する 


■ Boot Up NumLock Status 

テンキー搭載モデルまたは外付け USB キーボードなどを使用している場合、起動時のテンキー 
の入力状態を設定します。 


•ON (標準値） . テンキーを Numeric Mode (ニューメリックモード）で起 

動し、テンキーの数字などの文字を入力できる状態にする 
(数字ロック状態） 

- OFF . テンキーを Arrow Mode (ア□—モード）で起動し、テン 

キーをカーソル 制御 キーと して使用できる状態にする（ア 
□一状態） 



起動後は、 0 S の設定に従って入力状態が設定されます。 

また、テンキー搭載モデルまたは外付け USB キーポードのキーを押すことで、 
Numeric Mode と Arrow Mode を切り替えます。 


戋 パメモ _ 

=. * 本設定は、外付け USB キーボードにも反映されます。ただし、すべての外付け USB キーボードに対 

, する動作を保証するものではありません。 


環 

ナ立 

の MiM Exit 

変 

更 HExit Saving Changes 

変更を保存して BIOS セツトアップを終了します。 


■ Exit Discarding Changes 

変更を保存しないで BIOS セットアップを終了します。 

各種パスワード、 TPM 、「 Main 」 メニューの 「System Time 」 と 「System Date 」 の各設 
定については、変更前の状態に戻りません。 

■ Load Setup Defaults 

すべての設定項目を標準値にします。 

各種パスワードなど一部の設定については、標準値に戻りません。 


■ Save Changes and Power Off 

変更を保存してバソコンの電源を切ります。 
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八スワードセキユ IP テイ 


パスワードとは、パソコンや Windows の起動時などに入力する、認証用の文字列のことです。 
パスワードが設定されている場合、あらかじめ決めた文字列を正しく入力しないと起動できま 
せん。 

このため、自分にしかわからないパスワードを設定しておけば、ほかの人がパソコンや 
Windows を起動できなくなるため、データを見られたり、誤って消されてしまう心配が少な 
くなります。 

一度設定したパスワードは、後から変更したり、削除したりすることができます。 

パスワードにはいろいろな種類があります。 

• Windows パスワード 

Windows の起動やスクリーンセーパーからの復帰のときに、パスワードを入力しなければ 
起動できなくなります。 

使用者として登録しているユーザーが、それぞれ別々に設定できます。 


•ユーザーパスワード （ BIOS パスワード） 

電源を入れるときや休止状態から復帰するときに、パスワ- 
くなります。 


ドを入力しなければ起動できな 


• スーパーバイザーパスワード （ BIOS パスワード） 

巳 IOS セットアップの設定を変更できないようにするなど、いくつかのパソコン本体の設定 
について制限をかけられます。管理者ユーザーが使用します。 

• HDD パスワード 

本体の八ードディスクドライブを保護します。電源を入れるときに HDD パスワードを入力 
しなければ起動できなくなります。万がーパスワードを忘れた場合、永久に八ードディスク 
ドライブを使用できなくなる、非常に強固なセキュリティです。 

メモ 

• スーパーパイザーパスワードとユーザーパスワードでは、違う文字列を使用してください。 

* パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

* パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボードの 
文字キーを押して直接入力してください。 



パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種を確 
認後、東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。 

パスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は有料です。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使用できなくなり、交換対応となります。 
この場合も有料です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が 
必要となります。 
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〇パスワードセキュリティ 


■ パスワードに使用できる文字 _ 

ユーザーパスワード、スーパーバイザーパスワード、 HDD パスワードに使用できる文字は次 
のとおりです。 

アルファべッドの大文字と小文字は区別されません。 



アルフアベツト（半角） 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

使用できる文字 

数字（半角） 

〇 123456789 


記号の一部（半角） 

::,.(スペース）など 

使用できない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動が必要な文字 

【例】 漢字、カタカナ（全角/半角）、ひらがな、日本語入カシステム 
が供給する記号など 

-記号の一部（半角） 

【例】 丨（バーチカルライン） 

_ (アン ダー バー） 

¥ (エン）など 


. ほかのキー (| SH // T | キーや | OAP 5 Z_OOC 英数 |キーなど）と同時に使用 
しないと入力できない文字 


パスワード登録時に警告メッセージが表示された場合は、登録しようとした文字列に使用でき 
ない文字が含まれています。この場合、もう一度別の文字列を入力し直してください。警告が 
表示されない場合も、上記「使用できない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキ_ポ_ドから1文字ずつ直接入力してください。 
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パスワードセキュリティ 


ーザーパスワード 


「ユーザーパスワード」は、電源を入れるときや休止状態から復帰するときに、決まった文字を 
入力しなければ起動できなくする機能です。 

ユーザーパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティリティ」を使用することをおすすめしま 
す。また、登録した文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 


東芝パスワードユーテイリテイでの設定 


登録 


ユーザーパスワードを登録する手順を説明します。 HDD パスワードもあわせて登録できます。 

スタート画面の [ デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[ デスクトップアプリメニュー ] アイコン （趋） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 


[ ユーティリティ]—[ユーザーパスワード 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

[ 登録]ポタンをクリックする 



東芝パスワードユーテイ 1 斤イ 


ユーザパスワード 


こ〇>^ヴ7!は、ユ-ザパスワ-ドに閡する設定？行い rr . 


ユーザパスワー! 1 


登録 


変更 


パスワー阶注釈： 


八ージヨン情報 


キ t ゥ tu レ liffl(A) 


] をクリックする 


[ユーザーパスワードの登録]画面が表示されます。 
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〇パスワードセキュリティ 


[入力：]にパスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。 


ユーザパスワ—ド®§録 

新ワ'-咚入力して、麼録押して下 5 U 
新 LC 、パスワ-ド 

入力： 

砷12入力： 


D 


HDD：i ^サパス9一阳登録 

n 同時に HDD ユーサバスワー同じ文字列を 


0 


登録する* 


詳細済雜.. 


キゃンヒル 


パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キ_ポ_ドの文字キーを押して直接入力してください。 

[確認入力：]にもう一度パスワードを入力する 

| [同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェッ 
クがついているか確認する 

チェックがついている場合、ここで設定したユーザーパスワードが HDD パスワード 
としても登録されます。 

HDD パスワードについて「本節 [U HDD パスワード」 

ユーザーパスワードのみ登録する場合は、チェックをはずしてください。 

[登録]ポタンをクリックする 

入カ エラー のメッセージが表示された場合は、 [0 K ] ボタンをクリックして画面を閉 
じ、手順0から操作をやり直してください。 

手順〇で[同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェック 
をしていない場合は、手順¢3に進んでください。 

チェックをしている場合は、 「 HDD ユーザーパスワードを登録しようとしています。」 
という画面が表示されます。 


メッセージの内容を確認し、[登録]ポタンをクリックする 
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〇パスワードセキュリティ 



パスワードファイルを作成する場合は [0K] ポタンをクリックする 

パスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセージが表示 
されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。 

パスワードファイルを保管しておけば、パスワードを忘れた場合、本機または本機以 
外の機器でノ v ° スワードを確認することができます。 



パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 
[0 K ] ポタンをクリックすると、[名前を付けて保存]画面が表示されます。 


パスワードファイルを作成する 

パスワードファイノレの保存先は、 USB フラッシュメモリなどの記録メディアを推奨 
します。あらかじめ用意しておいてください。 

① 記録メディアをセットする 

② [保存する場所]で保存先を選択する 

③ [ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [保存]ポタンをクリックする 


u smtmcsw D 



，ポ 




(表示例) 


ノ V ° スワードファイルが選択した保存先に作成されます。 


手順〇で[同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]をチェック 
している場合、「今すぐコンピューターを再起動しますか？」という画面が表示され 
るので、[いいえ]ボタンをク U ツクします。 


[東芝パスワードユーテイ U テイ]画面が表示されます。 























パスワードセキュリティ 


必要に応じて、[パスワードの注釈：]を入力する 



東芝パスワードユーテイ 1 斤イ 


ユーザパスワード 


こ©^力!は、ユ-ザパスワ-ドに圜する設定を行い fT . 
ュ-ザ似ワイ 

登録 削除 


パスワー阶注釈： 



八一5；ヨン盾報 


キャンセル| 獅⑻ 


[パスワードの注釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録できます。登録す 
ると、パスワードの入力が必要なときに、登録した文字列が表示されます。 

使用できる文字列はユ_ザ_パスワードと同様です。 

パスワードに使用できる文字について「本節-パスワードに使用できる文字」 
パスワード文字列そのものを登録しないでください。 

[0K] ポタンをクリックする 

ユーザーパスワードが登録されます。 

手順〇で[同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェック 
をした場合は、必ず電源を切る、または再起動してください。 


* パスワードファイルを保存した記録メディアは、安全な場所に保管してください。 


g メモ 


パスワードを忘れてしまったときのために、必ずパスワードを控えてください。 
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パスワードセキュリティ 


削除 


ユーザーパスワードを削除するには、次の手順を実行してください。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[ユーティリティ]—[ユーザーパスワード 〇] をクリックする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

認証画面が表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節パスワードの入力」 

[削除]ポタンをクリックする 



東芝パスワードユーテイ 1 斤イ 


ユーザパスワード 


こ©^ヴ7!は、ユ-ザバスワ-ドに閡する設定®行い ST . 


ユーザパスワード 


雖 |[ _除」 | 「奴 1 


パスワー吻视： 


八ージョン堉報 


ilffl(A) 


[ユーザーパスワードの削除]画面が表示されます。 

[削除]ポタンをクリックする 


ユーザ パスワ-⑽削除 

パスワ—時削除 t るに tt 、 梅限の ISIlEtf 必要です ♦ 

_除沭タンを押ば、12証を行った上で八スワー W 削除されます* 


! 一……. 腿… 


キゃン *2 ル 


確認のメッセージが表示されます。 
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〇パスワードセキュリティ 


a メッセージの内容を確認し、 [ ok ] ポタンをクリックする 


S 2 パスワードユーテイリテイ 


D 


❼ 


BIOS ユ-ザパスワ-隨削除しよ父してい fT. 

もし HDD ユーザパスワードが登録$れていてつては削除されなし VD 
で、引き耪き HDDH-tf パスワ-ドを覚えておく必要做り rr 。 

以上を挪した上で、削除を耪け rr か？ 


OK 


[ユーザーパスワードの削除認証]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節 d ] パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザー榷限で行っ 
てください。 

確認のメッセージが表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

較パスヮ-ド:!-ティ肝ィ D 
ユーザ■パスワードが除3れまし ；£• 


0K 


パスワードが削除されます。 
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パスワードセキュリティ 


変更 


ユーザーパスワードを変更するには、次の手順を実行してください。 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[ユーティリティ]—[ユーザーパスワード II] をクリックする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

認証画面が表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節パスワードの入力」 

a [変更]ポタンをクリックする 



東芝パスワードユーテイ 1 斤イ 



[ユーザーパスワードの変更]画面が表示されます。 
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〇パスワードセキュリティ 


[入力：]に新しいパスワードを入力する 

ノ V ° スワードは50文字以内で入力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

ュ-ザパスヮ-ドの変更 D 

パスワード5変更するには、推限の1211が必要です今 
新 U 、 JU ワ-入力 U 陕更怵夕方押して oefu 
12証を行つ fe 上でパスワ'-卜货変更されます令 


新ド 


入力: 
暇入力: 


キン t 2 ル 


パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを押して直接入力してください。 


Q [確認入力：]にもう一度パスワードを入力する 


[変更]ポタンをクリックする 

確認のメッセージが表示されます。 


▼ 
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〇パスワードセキュリティ 



メッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 



[ユーザーパスワードの変更認証]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されていないので、本手順0、0で入力したも 
のではなく、その前に登録しておいたパスワードを入力してください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザー権限で行っ 
てください。 

パスワードが変更されます。 

変更したパスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセー 
ジが表示されます。 

パスワードファイルを作成する場合は [0K] ポタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 
パスワードファイルの作成方法「本項靈■-登録」の手順 [D 



















〇パスワードセキュリティ 


^9 BIOS セットアップでの設定 

巳 IOS セットアップでの設定は、 「 Security 」 メニューにある 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
で行います。 


■登録 _ 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 



データを保存し、 rSH//Tl キーを押しながら [シャッ トダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

電源スイッチを押し、すぐに座]キーを数回押して、 BIOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して [ ENTER | キーを押してください。 

「 Security 」 メニューでカーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 £ A /7 T /?| キーを押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。パスワードに使用できる文字は、「東芝パス 
ワードユーティリティ」の場合と同様です。 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

[£ A / T ~£/?| キーを押す 

確認入力の画面が表示されます。 

もう一度パスワードを入力する 

確認のため、手順〇と同じパスワードをもう一度入力してください。 

f £ A / TT/?l キーを押す 

パスワードが登録されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーを押し、手順0からやり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 































〇パスワードセキュリティ 


■ 削除 _ 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

1データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

電源スイッチを押し、すぐに座]キーを数回押して、 BIOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して 1 £ A /7~£/? 1 キーを押してください。 

「 Security 」 メニューでカーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 [£/vr£/?| キーを 押す 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

■ 入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

Q 画■キーを押す 

1 ^:新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワ^ドと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 [£/ V 7 ~£/?l キーを押し、手順0からやり直してください。 

Q 認刻 キ-を押す 

■ ここでは何も人力しません。 

確認入力の画面が表示されます。 

S i£A/7~£/?l キーを 押す 

ここでは何も入力しません。 

パスワードが削除されます。 


購入時の設定では、入カエラーが3回続いた場合は、以後パスワードの項目にカーソルが移動 
できなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう一度設定を行ってくだ 
さい。 

BIOS セツトアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 
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〇パスワードセキュリティ 


変更 


* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

1データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


n 電源スイッチを押し、すぐに迫]キーを数回押して、 bios セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力 して [ enter 1キーを押してください。 


「 Security 」 メニューでカーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 [ £/ V 7~£/?| キーを 押す 

パスワードが入力できる状態になります。 


□ 


登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 


I : ENTER 1 

1 ^:新しいパ 
入力した 
されます 


キーを 押す 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

したパスワードが登録したパスワ__ドと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 [£/ VTt /?」 キーを押し、手順0からやり直してください。 


U 新しいパスワードを入力し、^7^キーを押す 

■ パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面が表示されます。 

手順 □ で入力したパスワードをもう一度入力し、キーを押す 

パスワードが変更されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーを押し、手順0からやり直してください。 

購入時の設定では、入カエラーが3回続いた場合は、以後パスワードの項目にカーソルが移動 
できなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう一度設定を行ってくだ 
さい。 

BIOS セツトアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 
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パスワードセキュリティ 


0[スーパーバイザー バスワード 


「スーパーバイザーパスワード」は、 BIOS セットアップの設定を変更できないようにするなど、 
いくつかのパソコン本体の設定について制限をかける機能です。 

スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」で、 Windows 上か 
らスーパーノ（イザーノ V ° スワードの設定や設定の変更ができます。 

BIOS セットアップでも登録することができます。 

g メモ _ 

• 先にユーザーパスワードが登録されている場合は、スーパーバイザーパスワードの登録はできません。 
スーパーパイザーパスワードとユーザーパスワードを両方登録する場合は、一度ユ_ザ_パスワードを 
削除し、ス_パ_バイザーパスワードを登録してからもう一度ユ_ザ_パスワードを登録してください。 
• スーパーパイザーパスワードを登録すると、ユーザーポリシーを設定できます。ユーザーポリシーとは、 
複数のユ_ザ_でバソコンを使用している場合の、各ユーザーの権限を設定する機能です。 

• スーパーパイザーパスワードとユーザーパスワードでは、違うパスワードを使用してください。 

* パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 



n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （0) をダブルクリックする 

w 「東芝デスクトップアプリメこュ-」が起動します。 


I [ユーティリティ]—[スーパーバイザーパスワード 〇] をクリック 
する 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

パスワードを登録している場合は、スーパーバイザーパスワードで認証を行ってくだ 
さい。 

認証について「本節東芝パスワードユーティリティを起動したとき」 

Q [スーパーバイザーパスワード]タブで設定する 

















パスワードセキュリティ 


■ 操作方法 _ 

■登録、削除、変更 

スーパーバイザーパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、「東芝パスワードユーティ 
リティ」でのユーザーパスワードの設定方法と同様です。 

ユーザ _ J (スワードの設定を確認してください。 

ユーザーパスワード「本節 B 2 - MM 東芝パスワードユーティリティでの設定」 

なお、スーパーバイザーパスワードを削除すると、ユ_ザ_パスワードも同時に削除されます。 


■ 一般ユーザーの操作を制限する 

スーノ K - J (イザーノ V ° スワードを登録すると、スーノ K - J (イザーノ V ° スワードを知らないユーザー 
は「東芝システムセッティング」の設定を変更できないようにする、などいくつかの制限を加 
えることができます。 

スーパーバイザーパスワードを登録した状態で、次の手順を実行してください。 


スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

認証画面が表示されるので、スーパーバイザーパスワードで認証を行ってください。 
認証について「本節東芝パスワードユーティリティを起動したとき」 



[スーパーバイザーパスワード]タブで[ユーザーポリシー]の[変更] 
ポタンをクリックする 

[ユーザーポ U シーの設定]画面が表示されます。 


操作を許可する項目をチェックする 


[設定]ポタンをクリックする 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

[ユーザーポ U シーの設定認証]画面が表示されます。 

スーパーノ（イザーノ くスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節東芝パスワードユーティリティを起動したとき」 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 











〇パスワードセキュリティ 


^9 BIOS セットアップでの設定 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

BIOS セットアップでも、スーパーバイザーパスワードを登録することができます。 

■ 操作方法 _ 

■登録 

巳 IOS セットアップの 「 Security 」 メニューで、 「BIOS Password 」 の 「 Supervisor 」 を選 
択して登録できます。 

登録方法は、 BIOS セットアップでのユーザーパスワードの登録方法と同様です。 

ユーザーノ（スワードの登録を確認してください。 

「本節]]- mm - 登録」 

■削除、変更 

BIOS セットアップで、いったんスーパーバイザーパスワードを登録してから BIOS セットアッ 
プを終了してしまうと、 BIOS セットアップではスーパーバイザーパスワードの削除と変更が 
できません。 

その場合は、「東芝パスワードユーティリティ」でスーパーバイザーパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本節 \2\- MM 東芝パスワードユーティリティでの設定」 

また、 BIOS セットアップで、いったんスーパーバイザーパスワードを登録してしまうと、次 
の操作ち制限され、設定ができなくなります。 

-巳 IOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝システムセッティングでの設定変更 
-_キ_を使って起動ドライブを選択する 

その場合は、「東芝パスワードユーティリティ」でスーパーバイザーパスワードの削除をしてか 
ら、操作を行ってください。 
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〇パスワードセキュリティ 


パスワードの入力 



鲁パスワード入力画面で自動的に電源が切れると、 LAN 、 USB 、 スリープ解除タイマーからの許 
可による Wake - up ができませんので、電源を入れ直してください。 


M 電源を入れたとき/休止状態から復帰するとき _ 

パスワードを登録している場合、パソコンまたは BIOS セットアップ起動時にパスワードの入 
力をうながすメッセージが表示されます。 

この場合は、次の手順を行ってパソコンまたは BIOS セットアップを起動します。 

■パスワードを入力する 

Q 登録したとおりにパスワードを入力し、^7^キーを押す 

■■ パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

パスワードを入力せずに約1分経過した場合も、自動的に電源が切れます。 

その場合は電源を入れ直してください。 

■指紋認証を使う 
* 指紋センサー搭載モデルのみ 

n 指紋センサーに指をのせ、手前側にすべらせる 

指紋認証「本章 □ 指紋認証を使う」 


東芝パスワードユーテイリテイを起動したとき 


ユーザーパスワードを登録している場合、「東芝パスワードユーティリティ」を起動すると、認 
証を求める画面が表示されます。次の方法で認証を行います。 

■パスワードを入力する 

n 認証を求める画面が表示されたら、パスワードを入力する 
v \ [確認]ポタンをクリックする 
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〇パスワードセキュリティ 


■■パスワードを忘れてしまつた場合 

ユーザーパスワード/スーパーバイザ_パスワードを忘れてしまった場合は、次の方法で確認 
または解除してください。 

• パスワードファイルを確認する 

電源を入れるときにパスワードが必要になった場合は、本機以外の機器でパスワードファイ 
ルを確認してください。 

上記の方法でパスワードの確認ができなかった場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談して 
ください。パスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。また 
そのとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 


HDD パスワード 


HDD ； V ° スワードは、ハードデイスクを保護するセキユリテイ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


mm 注意事項 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



• 万が一、登録したパスワードを忘れた場合、修理 • 保守対応ではパスワードを解除できません。 
この場合、八ードディスクドライブは永久に使用できなくなり、八ードディスクドライブの交換 
対応となります。この場合、有料での交換となります。 

八ードディスクドライブが使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に 
対して生じた、し)かなる損失に対しても、当社はいっさい責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にご注意いただいた上でご使用ください。 
























〇パスワードセキュリティ 


^9 hdd パスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーザーパスワードと HDD マスターパスワードの2つを設定する 
ことが可能です。 

■HDD ユーザー パスワード 

各ノくソコンの使用者自身が設定することを想定したノ t スワードです。 

HDD マスターパスワードを削除すると、同時に HDD ユーザーパスワードも削除されます。 

■ HDD マスターパスワード 

管理者などがバソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

HDD マスターノ V ° スワードは HDD ユーザーノ V ° スワードの代わりに使えます。 HDD ユーザーパ 
スワードを忘れた場合でも、 HDD マスターパスワードを入力してハードディスクドライブに 
アクセスできます。 HDD マスターパスワードを使用して HDD ユーザーパスワードを変更する 
こともできます。 

なお、 HDD マスターパスワードのみを登録することはできません。 

組織などで HDD マスターパスワードを用いた運用を検討した場合、各パソコンのユーザーに 
対してパソコン本体を配付する前に、あらかじめ管理者が BIOS セットアップで HDD マスター 
ノてスワードと仮の HDD ユーザーノてスワードを設定しておく必要があります。 

HDD ユーザーパスワードと HDD マスターパスワードの登録、削除方法は同じです。以降は、 
HDD ユーザーノ V ° スワードの設定を例に説明しています。 
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〇パスワードセキュリティ 


KSHDD パスワードの登録 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 


□ 

□ 



データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

電源スイッチを押し、すぐに迫]キーを数回押して、 BIOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して | ENTER I キーを押してください。 

「 Security 」 メニューでカーソルを 「 HDD/SSD Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 キーを 押す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルを合わせて || キー 
を押してください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

:1 キーを 押す 

確認入力の画面が表示されます。 


もう一度パスワードを入力する 


r £/ V 7~£/?| キーを押す 

パスワードが登録されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーを押し、手順0からやり直してください。 


HDD マスターパスワードを登録する場合は、 BIOS セットアップの 「 HDD/SSD Password 」 
の 「 Mode 」 で 「 Maste 「+ User 」 を選択します。表示された 「 Master 」 に HDD マスターパ 
スワードを設定し、続けて HDD ユーザーパスワードの設定を行います。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 






























〇パスワードセキュリティ 


ES HDD パスワードの削除 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

1データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


Q 電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、 BIOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して| ENTER I キーを押してください。 


「 Security 」 メニューでカーソルを 「 HDD/SSD Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、ほ/^] キーを 押す 


HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルを合わせてキー 
を押してください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 


入力する 

I [ ENTER 1 

新しいパ 
入力した 
されます 


キーを押す 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

したパスワードが登録したパスワ__ドと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 lf / V 7 tRj キーを押し、手順0からやり直してください。 


丨 £ A /7~£/? l キーを押す 

ここでは何も入力しません。 

確認入力の画面が表示されます。 


lA / TTffl キーを押す 

ここでは何も入力しません。 

パスワードが削除されます。 

HDD マスターパスワードを削除する場合は、 HDD マスターパスワードの削除を行うと、同時 
に HDD ユーザーパスワードも削除されます。 

HDD ユーザーパスワードのみを削除することはできません。 

BIOS セツトアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 
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〇パスワードセキュリティ 


^9 HDD パスワードの変更 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 


|データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

VX 電源スイッチを押し、すぐに迫]キーを数回押して、 BIOS セットアツ 
プを起動する 


各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して I ENTER I キーを押してください。 



「 Security 」 メニューでカーソルを 「 HDD/SSD Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 キーを 押す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルを合わせて |£/ vr£fi | キー 
を押してください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 


キーを 押す 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワ__ドと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーを押し、手順0からやり直してください。 


Q 新しいパスワードを入力し、キーを押す 

_パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面が表示されます。 



もう一度新しいパスワードを入力し、キーを押す 

パスワードが変更されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 [ fiai キーを押し、手順0からやり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 





































〇パスワードセキュリティ 


■a HDD パスワードの入力 

HDD パスワードが設定されている場合、電源を入れると HDD パスワードの入力をうながす 
メッセージが表示されます。 

この場合は、次の方法でノくソコン本体が起動します。 



籲パスワード入力画面で自動的に電源が切れると、 LAN 、 USB 、 スリープ解除タイマーからの許 
可による Wake - up ができませんので、電源を入れ直してください。 


C1 登録したとおりに HDD パスワードを入力し、キーを押す 

HDD パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 
パスワードを入力せずに約1分経過した場合も、自動的に電源が切れます。 

その場合は、電源を入れ直してください。 



システム環境の変更 
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指紋認証を使 3 



* 指紋センサー搭載モデルのみ 

「指紋センサー」が搭載されているモデルの場合、「指紋認証ユーティリティ (TOSHIBA 
Fingerprint Utility )」 が用意されています。ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行う方法に 
ついて説明します。 

指紋認証の操作にあたっては、次の項目に書かれている注意事項を確認してください。 

指紋認証の操作にあたって 

* あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q EO 指紋認証にっいて」 


指紋認証とは 


指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなどの入力に 
代えて本人であることを証明する機能です。指紋認証を使用するには、使用するユーザーに 
Windows パスワードを設定したうえで、「指紋認証ユーティリティ」で指紋の登録が必要です。 
指紋の登録「本節 [1] 指紋を登録する」 

指紋を登録すると、キーボードからパスワードを入力する代わりに、登録した指を指紋センサー 
上にすべらせるだけで、 Windows サインインを実行できます。 

認証方法「本節指紋認証を行う」 

また、次のようなとき I こも指紋認証を使用することができます。 

指紋を登録したうえで、それぞれの設定が必要です。 

•パソコン本体起動時のユーザーパスワードの入力 
•スクリーンセーノ（一の解除 
•スリープからの復帰 

指紋認証のいろいろな使いかた「本節 [4]- B その他の使いかた」 

•インターネットのホームページで、パスワードの入力 
• ファイルやフォルダーの暗号化 

詳しくは、「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプを参照してください。 

ヘルプの起動方法は、本節の最後で説明しています。 
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□ 指紋認証を使う 


I指紋センサーに対して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関 
節を軽く指紋センサー中央の上におく 


Q 第1関節から先端にかけて、指のはら部分が指紋センサーに触れるよう 
に手前に水平に引く 



囡 


Windows パスワードを設定する 


「指紋認証ユー丁イリ丁イ」の設定や登録をするためには、 「 Windows パスワード」を設定す 
る必要があります。 

Windows パスワードを設定していない場合は、設定してださい。 

Windows パスワードの設定方法 『Windows ヘルプとサポート』 

すでに Windows パスワードを設定してある場合は、「本節®指紋を登録する」に進んでく 
ださい。 




指紋を登録する 



「指紋認証ユーティリティ」で、指紋を登録します。次の手順を実行してください。指をけがし 
たときなどのために、2本以上の指を登録してください。 

指紋センサーには、最大20パターンの指紋を登録することができます。複数のユーザーでパ 
ソコンを使用している場合は、全ユーザー合わせて20パターンまで登録できます。たとえば、 
1人で10パターンの指紋を登録した場合、ほかのユーザーが登録できるのは残り10パターン 
です。 


指紋センサーに指紋をうまく読み取らせるには 
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D 指紋認証を使う 


認 HE の E め(こウインドウズのパスワードは必要です。 


ウィンドウズ；ワ-ド :■ 


■① 


■② 


a 


次〉 I 閉じる 


(表示例） 


指紋を登録する指の上の〇印をクリックし①、[次]ポタンをクリックする② 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指以外の指を登録することおすすめします。 


指紋登録 - 

登録または削除し£い指の上の〇印をクリックしてください。 


■① 


■② 


選択した指:右人差し指 




mf 


次〉 


(表示例） 
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mm 登録方法 

「指紋認証ユー丁ィリ丁ィ」でユ _ ザ _ 登録を彳了います。ユ _ ザー登録では、 Windows のユ _ 
ザーアカウントとそのノ V ° スワードを登録したあと、そのユーザーアカウントでサインインし、 
認証で使用する指（指紋）を登録します。 

指紋を登録するユーザーアカウントでサインインする 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[ユーテイリテイ]— [Fingerprint Utility 國] をクリックする 

[指紋登録]画面が表示されます。 

[ウインドウズパスワード]に Windows パスワードを入力し①、[次] 
ポタンをクリックする② 

□ 捐紋登録 - °1 DI 





TOSHIBA 
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□ 指紋認証を使う 


画面に表示される説明をよく読んで、[次]ポタンをクリックする 



J 指紋登録の練習のために、指紋センサーに指を軽く乗せ、手前側にすべ 
!らせる 

第1関節を指紋センサーの上に置き、手前に引くようにすべらせてください。 

このとき、タッチパッドに触れないように気をつけてください。 



同じ指を3回認識させてください。指紋センサーに指をすべらせると、画面の3つの 
ボックスに、1回ごとの指紋データの読み取り結果が表示されます。 

読み取りに成功すると、ボックスの下に「良いイメージ」と表示されます。 



3回成功するまで繰り返し認識させてください。 

* [スキップ]ポタンをクリックすると、指紋登録の練習をスキップすることができ 
ます。 
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D 指紋認証を使う 



3回成功したら、[次]ポタンをクリックする 



指紋登録のために、指紋センサーに指を軽く乗せ、手前側にすべらせる 

手順 G で練習した要領で、第1関節を指紋センサーの上に置き、手前に引くように 
すべらせてください。 

ここで指紋をできるだけ精細に読み取らせることで、認証率を向上させることができ 
よ 9 〇 

同じ指を3回読み取らせます。読み取りに成功すると、ボックスの下に「良いイメージ」 
と表示されます。 



指紋の読み取り操作を3回繰り返してください。成功すると、手順 E の画面が表示 
されます。 

認証に必要な読み取りが3回でできなかった場合、4回以上の読み取り要求が表示さ 
れることがあります。最終的に、読み取りが失敗と判断された場合には、手順0か 
ら再度行ってください。 



















□ 指紋認証を使う 
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指紋データを保存するために [ OK ] ポタンをクリックする 


❼ 


登録 1^] しました！指紋を保存しますか？ 


1 0K 

キ VM ! ル 




メッセージを確認し、 [ OK ] ポタンをクリックする 

指をけがしたときなどのために、1ユーザーあたり、2本以上の指紋登録をおすすめ 
します。 

— 


❶ 


詈告 


指紋をもう一つ登録することを強〈推奨しま'^ 


違う指で手順 □ —B — □ — —E — ED を繰り返す 
指紋登録を終了する場合は、[閉じる]ポタンをクリックする 


メッセージを確認し、 [ OKI ポタンをクリックする 


OK 



f 閉じ 5 ] | 


TOSHIBA 
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□ 指紋認証を使う 


3 [閉じる]ポタンをクリックする 



Z7k メッセージを確認し、 [ ok ] ポタンをクリックする 
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□ 指紋認証を使う 


指紋認証を行う 


指紋を登録すると、指紋センサーに指をすべらせることで、 Windows へサインインできます。 
また、パソコンを複数のユーザーで使用している場合、ユーザーの選択も省略できます。 


mm 認証方法 

Q パソコン本体の電源を入れる 

_ Windows にサインインする画面が表示されます。 

VX 指紋登録した指の第1関節を指紋センサーの上にのせ、手前側に すべら 
せる 



指紋が認証されると Windows にサインインします。 



























D 指紋認証を使う 


mm その他の使いかた 

M パソコンの起動や復帰時に指紋で認証させる _ 

指紋を登録すると、次のようなときにも指紋認証を使用することができます。 

ここでは、その設定方法を説明します。 

■パソコンの起動時（起動認証） 

パソコンの起動時に、ユーザーパスワードの代わりに、指紋認証を使用することができます。 

① ユーザ_ 1 1 スワ_ドを登録する 

ユーザーパスワードの登録方法「本章0パスワードセキュリティ」 

② 「指紋認証ユーティリティ」の[設定]で、[起動認証]を設定する 

[設定]メニューが無効な場合は、[管理者として実行]ポタンをクリックして管理者権限に 
昇格してください。 

詳細について『指紋認証ユーティリティのヘルプ』 

ユーザーパスワードの指紋認証に続けて5回失敗すると、指紋認証ができなくなります。その 
場合は、キーボードからパスワードを入力してパソコンを起動してください。また、指紋認証 
画面が表示されているときに、キーボードからパスワード入力をしたい場合は r ^ c / cspAc^i 
キーを押してください。キーボードからのパスワード入力が可能になります。 

モデルによっては、設定後2回目以降の起動から、起動認証が動作します。 


指紋認証の操作にぁたって = 

* あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □ EE 1 -指紋認証のパスワード入力について 


■スクリーンセーノ V ’一の解除 

次のように設定すると、スクリーンセーパーを解除するときに Windows にサインインする画 
面が表示されます。指紋を登録していると、 Windows パスワードの代わりに、指紋認証を使 
用することができます。 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュー]アイコン （〇) をダブルクリックする 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 

③ [コント□—ルパネル]をクリックする 

④ [ b デスクトップのカスタマイズ]—[笔スクリーンセーバーの変更]をクリックする 

⑤ [再開時にログオン画面に戻る]をチェックする 

⑥ [0 K ] ボタンをクリックする 





















□ 指紋認証を使う 


登録してある指紋データをバックアップすることができます。バックアップしておくと、リカ 
バリーしたときなどに指紋を再登録しなくてもすみます。また、別のノくソコンで指紋認証を使 
用したいときに、指紋データを登録しなくてもすみます。 

詳細について『指紋認証ユーティリティのヘルプ』 

M パソコンを捨てるまたは人に譲る場合 _ 

パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消去することをおすすめし 
よ 9 〇 

指紋の消去は、「指紋認証ユーティリティ」の[指紋の管理」で行ってください。 
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■スリープからの復帰 

次のように設定すると、スリープから復帰するときに Windows にサインインする画面が表示 
されます。指紋を登録していると、 Windows パスワードの代わりに、指紋認証を使用するこ 
とができます。 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュー]アイコン （〇) をダブルクリックする 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 

③ [コント□—ルパネル]をクリックする 

④ [，ぅ システムとセキュリティ] — [淡電源オプション]をクリックする 

⑤ 選択されているプランの[プラン設定の変更]をクリックする 

⑥ [詳細な電源設定の変更]をク U ックする 

⑦ [バランス]* 1 の[復帰時のパスワードを必要とする]で、[バッテリ駆動]および[電源に 
接続]を[はい]に設定する 

⑧ [0 K ] ポタンをクリックする 

* 1選択されている電源プランによって、[パランス]、 [ eco ]、 [省電力]、[高パフォーマンス]のいずれかが 
表示されます。 


J 旨紋データのパックアップをとる 
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□ 指紋認証を使う 


ヘルプの起動方法 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （胃） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 

[ユーテイリテイ ]— [Fingerprint Utility 國] をクリックする 

指紋認証画面が表示された場合は、指紋認証を行ってください。 

詳細について「本項 n 認証方法」の手順 B 


画面左下の、をクリックする 



TOSHIBA Fingerprint Utility 

以下の項目の中か6選択してください。 

撒登錄 

ウェブブラザ-パスワード自動入力 

指紋の管理 

インポ十エキスポート 


- ザ名 ： dynabook 




I 閉胳 
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5 ■ TPM を使う 


本製品には 、 TPM (Trusted Platform Module ) が用意されています。 


KBTPM とは 


TPM は 、 TCG (Trusted Computing Group ) が策定した仕様に準拠したセキュリティコン 



シ 

2 

環 

境 

の 

変 

更 


卜□ー ラーチップです。 

一般的に、電子データの保護は暗号処理方式（暗号アルゴリズム）によるものなので、八ードディ 
スクやメモリなどに保存されている暗号鍵が、暗号解読の攻撃対象になる可能性があります。 
TPM ではこれらの暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュリティチップに保存するので、 
より安全にデータが保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュリティソリュー 
シヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築できます。 

本製品では、 TPM の設定は、巳 IOS セットアップと 「Infineon TPM Software Professional 
Package 」 で行います。 

TPM を使用するための設定や使用方法は、 『 TPM のヘルプ』を参照してください。 

の操作にあたって ‘ 

隹あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録□- EE 1 TPM について」 


OTPM を有効にする方法 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 


TPM を使用するには、まず BIOS セツトアップで TPM を有効に設定する必要があります。 


I データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

VX 電源スイッチを押し、すぐに®キーを数回押して、 BIOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して | fA /7 T /?| キーを押してください。 
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B TPM を使う 


TPM をシステム上で確認できるように設定する 

「 Security 」 メニューの 「Hide TPM 」 が 「 No 」 に設定されている場合は、手順 
に進んでください。 

「 Security 」 メニューの 「 HideTPM 」 が 「 Yes 」 に設定されている場合、 TPM をシ 
ステム上で確認することはできません。 

次の操作を行い、 「 HideTPM 」 を「 N 0」に変更してください。 

① カーソルを 「 HideTPM 」 に合わせ、 [£ A /7 ~£ff | キーを押す 

② サブメニューでカーソルを「 N 0」に合わせ、 l £/ VTTfi | キーを押す 

メモ 

•「Hide TPM 」 は、 「 TPM 」 を 「 Disabled 」 に設定し、再起動してから、設定を変更できます。 


TPM を有効にする 

① 「 Security 」 メニューで力ーソルを 「 TPM 」 に合わせ、 | f/VTTff 1 キーを押す 

② サブメニューでカーソルを 「 Enabled 」 に合わせ、 [£/ V 7 ~£/?l キーを押す 

_キーを 押す 

確認のメッセージが表示されます。 

キーを 押す 

設定内容が有効になり、 BIOS セツトアップが終了します。 

パソコンが再起動します。 



籲パソコンを修理や保守に出した場合、 TPM は無効になっている可能性があります。 BIOS セット 
アップの 「 Security 」 メニューの 「 TPM 」 が 「 Enabled 」 と設定されているか確認してください。 
「 Enabled 」 に設定されていない場合は、本項の手順でもう一度設定してください。 

• BIOS セットアップでの TPM に関する設定を、管理者の権限を持たないユーザーが変更できない 
ようにすることができます。 TPM の設定を守るために、管理者の権限を持たないユーザーに操作 
制限を加えることをおすすめします。この設定は、管理者権限を持つユーザー(スーパーバイザー） 
が「東芝パスワードユーティリティ」を使って行います。 

「本節- MM 東芝パスワードユーティリティで TPM の設定をする」 































〇 TPM を使う 


* ■東芝パスワードユーティリティで tpm の設定をする 

スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」では、管理者権限を 
持たないユーザーが BIOS セットアップで TPM に関する設定項目 （「 Security 」 メニューの 
「 TPM 」） を変更できないように設定できます。 

この設定は、管理者榷限を持つユーザー（スーパーバイザー）が行います。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （趋） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

[ユーティリティ]—[スーパーバイザーパスワード fl] をクリック 
する 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

パスワードを登録している場合は、スーパーバイザーパスワードで認証を行ってくだ 
さい。 

認証について「本章0-[1]-東芝パスワードユーティリティを起動したとき」 

[スーパーパイザーパスワード]タブをクリックする 

スーパーバイザーパスワードを登録していない場合は、[登録]ポタン 
をクリックしてスーパーバイザーパスワードを登録する 

登録方法について「本章 0-1X1 スーパーバイザーパスワード」 

すでにスーパーバイザーパスワードを登録している場合は手順0に進んでください。 

[ユーザーポリシー]の[変更]ポタンをクリックする 

[ユーザーポリシーの設定]画面が表示されます。 

管理者権限を持たないユーザーに操作させたくない項目のチェックをは 
ずす 

[設定]ポタンをクリックする 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 

[ユーザーポ U シーの設定認証]画面が表示されます。 

スーパーノ（イザーノくスワードで認証を行ってください。 

認証について「本章0-[1]-東芝パスワードユーティリティを起動したとき」 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをクリックする 
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B TPM を使う 


ES TPM のインストール方法 

TPM を有効にしたあと 、 「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストー 
ルします。 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （超） をダブルクリックする 

W 「東芝デスクトップアブ u メこュ-」が起動します。 

E 1 [すべてのアプリ]—[アプリケーションの再インス!-ール ] をクリッ 
クする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

H [アプリケーション]タブをクリックする 

| 画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] を 
クリツクし 、 [「Infineon TPM Software Professional Package 」 
のセットアップ]をクリックする 

Q 画面の指示に従ってインス!-ールする 

■ rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ボタンをクリックしてください。 

Security Platform の初期化 

Security Platform の機能を有効にするためには、初期化を実行する必要があります。 
「Security Platform クイック初期化ウィザード」を使うと、簡単に Security Platform の初 
期化ができます。 

詳細な設定をしながら初期化したい場合は 、 「Security Platform 初期化ウィザード」と 
「Security Platform ユーザー初期化ウィザード」を実行してください。 

初期化ウィザードの詳細 『TPM のヘルプ』 

TPM の設定は、 Windows の管理者榷限を持つユーザーでサインインして行ってください。 
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〇 TPM を使う 


■3 ヘルプの起動方法 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

n [デスクトップアプリメニュー]アイコン （超） をダブルクリックする 

_ 「東芝デスクトップアプ U メニュー」が起動します。 

[すべてのアプリ ]— [Infineon Security Platform ソリューション] 
― [Security Platform ヘルプ，’]をクリックする 

通知領域の [Security Platform ] アイコン（ ㈤ ）を右クリックし、表示されるメニュー 
から[ヘルプ]をクリックして起動することもできます。 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、@をクリックしてください。 

kb バソコンを捨てるとき/人に譲るとき 

バソコンを廃棄する場合、秘密の漏えいを防ぐために、次の2つの処理を必ず実行してください。 
バソコンの所有者が変わる場合も同様です。 

□ Tlnfineon TPM Software Professional Package 」 をアンインス 

卜ールし、 TPM のバックアップを消去する 
または 

八ードディスクドライブ上の全データを消去する 

詳しくは、 『 TPM のヘルプ』を起動して、画面の[目次]から[よく聞かれる質問 （ FAQ ) と 
トラブルシューティング]—[よく聞かれる質問 （ FAQ )] をクリックし、「アンインス!ル 
した後はどんな情報がシステムに残りますか。」を参照してください。 

『TPM のヘルプ』 

八ードディスクドライブ上の全データを消去する方法『セッ ト アップガイド』 

□ BIOS セットアップで TPM の所有者登録とユーザー登録を削除する 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

1データを保存し、キーを押しながら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

VX 電源スイッチを押し、すぐに^]キーを数回押して、 BIOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して I f / VTT /?」 キーを押してください。 

▼ 
























B TPM を使う 


「 Security 」 メニューでカーソルを 「Clear TPM Owner 」 に合わせ、 

丨 £ A /7 T /?1 キーを押す 

「 TPM 」 と 「Clear TPM Owner 」 がグレー表示に変わります （「 TPM 」 の表示は 
「 Enabled 」 のままです)。 

1 6? メモ_ 

• [Clear TPM Owner ] は、 「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定し、再起動してから、設定できます。 


|_キーを押す 

V 確認のメッセ-ジが表示されます。 

Q [ Z 1 キーを押す 

■ 設定内容が有効になり、 BIOS セットアップが終了します。 

パソコンが再起動します。 

再起動を行うと、 「 TPM 」 の設定が、 「 Enabled 」 から 「 Disabled 」 に変更されます。 

TPM の設定は消去されるため、暗号化されているデータは復号できなくなり、ファイルを読む 
ことはできなくなります。 

また、以前と同じデジタル証明書も使用できなくなります。 
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■ パソコンの動作がおかしいときは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうしたら良いかを説明し 
ています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q&A 集 . 
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218 







1 I トラプルを解消するまでの流れ 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていきましよう。 


トラプルの原因をつき止めよう 


パソコンに起こるトラブルは、その原因がどこにあるかによって解決策が異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことが必要です。 

ここでは、パソコンの構成とトラブル対処法を紹介します。 


■バソコンを構成する3つの部分 




ソ 


コ 

ン 

の 



君 



い 

と 

ぎ 

は 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプリケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプリケーションソフトウェ 
アの代表的なものです。それぞれ製造元が異なります。 

•システム、ドライ パーとは 

システムは、オペレーテイングシステム、 0 S ともいい、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows 8です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーがないと、周辺機 
器は使用できません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライバー 
などがあります。基本的なドライバーはシステムが標準装備していますが、周辺機器製品に 
専用のドライバーが付属している場合もあります。 

* 八ードウェアとは 

バッテリー、 AC アダプター、ディスプレイ、キーボード、八ードディスク、 CPU などの、パソ 
コン本体や接続する機器を指します。 

パソコンはこれらの高度な技術の集合体です。トラブルの原因がそれぞれの製造元にしかわか 
らない場合も多くあります。トラプルの症状に合わせた対処をすることが解決への早道です。 
トラブルの解決には、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプリケーションソフト 
ウェア—システム （0 S )、 ドライバ ー- ►ハードウエア（パソコン本体）の順にチェックします。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


トラプル対処法 


トラプノレが発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP ! Q & A を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

また、『セツトアップガイド』などにも Q & A が記載されているので、あわせて読 
んでください。 



本製品には目的別に複数のマニュアルがあります。 
本書以外のマニュアルも読んでください。 


STEP 3 サボートのサイトで調べる 


東芝 PC 総合情報サイト 「 dynabook . com 」 へ接続すると、各種サボート情報か 
ら解決方法を探すことができます。 

「 dynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくある質問 FAQ 」、 デバイスド 
ライパーや修正モジュールのダウン□—ド、ウイルス • セキュリティ情報などを 
ご覧になれます。 

サボート窓口や修理についても案内しています。 

dynabook . com の詳細について『東芝 PC サボートのご案内』 

それでもトラブルが解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されている 0 S やアプリケーションのお問い合わせ先は『取扱説明書付録0お 
問い合わせ先』で確認してください。 
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Q&A 



ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q & A 集があります。 
目的の項目が見つからないときは、『セツトアップガイド』も参照してください。 


1 


3 


4 


5 


回■面/表 7 IT . 


Q しばらく放置したら、画面が真っ暗になった . 219 

Q テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、 

パソコンをスリープや休止状態から復帰したとき、 

本体液晶ディスプレイに何も表示されない . 219 

Q テレビまたは外部ディスプレイを取りはずしたときに、 

画面が表示されなくなった . 219 

Q 画面が薄暗く、よく見えない . 219 

Q 画面表示が回転してしまった . 220 

Q ポインターが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない . 220 

Q キーボードから文字を入力しているときに力ーソルがとんでしまう . 221 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 221 

Q クリックしても反応がない . 221 

Q ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい . 222 

Q ポインターの速度を調節したい . 222 

Q レーザーマウスの反応がおかしい . 222 

Q 光学式マウスの反応がおかしい . 223 

Q ドライブのイジェクトボタンを押しても、 

CD/DVD が出てこなし) . 223 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい . 224 


■ 223 


■ 224 
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画面/表 7 F 




しばらく放置した5、画面が真っ暗になった 


省電力機能が働いた可能性があります。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容が見えな 
くなる場合があります。これは省電力機能が動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源が入っていますので、電源スイッチを押さないでください。 

キーを押す、またはタッチパッドを操作すると表示が復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰するまでに10秒前後 
かかることがあります。 


テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、 
Q パソコンをスリ ー プや休止状態から復帰したとき、 
本体液晶ディスプレイに何も表示されない 


©►テレビまたは外部ディスプレイに、画面表示が切り替わつている可能性があり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。ノてソコン画面が表 
示されていた場合は、本体液晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 

詳細について「4章表示を切り替える」 


テレビまたは外部ディスプレイを取りはずしたときに、 
画面が表示されなくなった 


テレビまたは外部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに指定して拡張表示の設定をし 
た場合、スリープや休止状態のときに外部ディスプレイを取りはずすと、ス u _ プや 
休止状態から復帰したときに画面が表示されないことがあります。 

テレビまたは外部ディスプレイの取りはずしは、スリープや休止状態のときに行わな 
いでください。 


画面が薄暗く、よく見えない 


キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）を明るくしてくださ 

い* 1 。 

キーを押すと、逆に、本体液晶ディスプレイは暗くなります。 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 
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本体液晶ディスプレイの輝度が低く設定されている可能性があります。 

「電源オプション」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能があります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面が暗くなります。 
詳しくは、「電源オプション」のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください 。 m 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュー]アイコン （〇) をダブルクリックする 
「東芝デスクトップアブ U メニュー」が起動します。 

③ [コント□—ルパネル]をクリックする 

④ [ち システムとセキュリティ]—[策電源オプション]をクリックする 

⑤ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックする 

⑥ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテリ駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑦ [変更の保存]ポタンをクリックする 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 




画面表示が回転してしまつた 


0^画面の設定が変更されている可能性があります。 

次の手順で元に戻すことができます。 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② デスクトップ画面上のウインドウやアイコンなどが表示されていない場所にポイン 
ターを移動し、右クリックする 

③ 表示されたメニューの[グラフィックプ□パティ]から、設定を変更する 


2 


— 7 R 一 卜 




ポインターが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

ポインターが輪の形（ぐ: >) をしている間は、システムが処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないときがあります。システムの処 
理が終わるまで待つてから操作してください。 
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〇 

2 

2 








D Q&A 集 


ポードか 5 文字を入力しているときにカーソルがとんでしまう 


@文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、カーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

タッチパッドオン/オフボタンを押すか、キーを押してタッチパッドを無 
効に切り替えてください。 


ーポードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

もし、液体がパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、電源コードと AC ア 
ダプターとノ（ッテリーパックを取りはずして、東芝 PC あんしんサボートにご相談くだ 


さい。 


3 


ツチパツド/マウス 


マウスは、別売りです。 


ックしても反応がない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

ポインターが輪の形（〇)をしている間は、システムが処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないときがあります。シス 
テムの処理が終わるまで待ってから操作してください。 


0^マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はできません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 


©►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

タッチパッドオン/オフポタンを押すか、キーを押してタッチパッドを有 
効に切り替えてください。 
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ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい 


0^次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュー]アイコン （0) をダブルクリックする 
「東芝デスクトップアブ U メニュー」が起動します。 

③ [コント□—ルパネル]をクリックする 

④ [1’ ハードウエアとサウンド]—[マウス]をクリックする 
[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 

⑤ [ボタン]タブで[ダブルクリックの速さ]または[ダブルクリックの速度]のスラ 
イダーバーを左右にドラッグする 

⑥ [0 K ] ポタンをクリックする 




ポインターの速度を調節したい 


次の手順でボインターの速度を変更してください。 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 
デスクトップ画面が表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュー]アイコン （ f §) をダブルクリックする 
「東芝デスクトップアプリメニュー」が起動します。 

③ [コント□—ルパネル]をクリックする 

④ [气八ードウエアとサウンド]—[マウス]をクリックする 
[マウスのプ□パティ]画面が表示されます。 

⑤ [ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーパーを左右にドラッグする 

⑥ [0 K ] ボタンをクリックする 




レーザーマウスの反応がおかしい 


©► 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ボインターがうまく動きま 
せん。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、鏡など） 


©►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り 
除いてください。 
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2 

2 
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光学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ボインターがうまく動きま 
せん。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化が非常に少ない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像バターンの方向性が強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったものの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないものやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合があります。 


©►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り 
除いてください。 


CD/DVD 


* ドライブ搭載モデルのみ 


〇 ドライプのイジエクトポタンを押しても、 
V CD/DVD が出てこない 


ディスクトレイロック機能が働いている可能性があります。 

本製品は、バッテ u _ 駆動中にパソコン本体が固定されていない場合、イジェクトボ 
タンを押してもディスクトレイが開かないように設定されています。 

CD / DVD のセツトや取り出しは、パソコン本体を固定した状態で行ってください。 
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HI その他 


パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい 


次の操作を行ってください。 

♦テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

♦テレビ、ラジオに対するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

♦平行フィーダを同軸ケーブルに変える 








■付鑤 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 226 

2記録メディアについて . 239 

3お客様登録の手続き . 245 

4技術基準適合について . 246 

5各インターフェースの仕様 . 253 

6 Windows 8 BIDS について . 258 











1■C 使用にあたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていただ 
きたいことがあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■「 pc 引越ナビ J について 

B 前のパソコンの動作環境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したがって、すべてのパソコンでの動 
作は保証できません。 


|操作にあたつて 


*「 PC 引越ナビ」のヘルプで、注意制限事項を確認してください。 

*「 PC 引越ナビ」をご利用の際は、前のパソコンおよび新しいパソコンで、電源コードと AC 
アダプターを接続した状態で、ご利用ください。 

また、 「 PC 引越ナビ」の実行中は、ス U _ プまたは休止状態にしないでください。 

• こん包プ□グラムが作成するこん包ファイルを分割する場合、分割するこん包ファイルの大 
きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 引越ナビ」がこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大2,147,483,647 
ファイルです。 



• こん包プ□グラムからこん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大きさ以上の空き容量が、保存先の装置に必要です。 


バソコン本体について 


I タッチパッドの操作にあたつて _ 

•タッチパッドを強く押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いものを使ったりしないでくださ 
し)。タッチパッドが故障するおそれがあります。 
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K ■ハードディスクドライブについて 

M 操作にあたって _ 

•パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合があります。 

• Disk 0 LED が点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスク 
ドライブが故障したり、データが消失するおそれがあります。 

•八ードディスクに保存しているデータや重要な文書などは、万が一故障が起こったり、変化 
/消失した場合に備えて、定期的に CD/DVD や USB フラッシュメモリなどに保存してお 
いてください。記憶内容の変化/消失など、ハードディスク、 CD/DVD、USB フラッシュ 
メモリなどに保存した内容の損害については、当社はいっさいその責任を負いませんので、 
あらかじめご了承ください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するものの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容が変化/消失するおそれがあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷が付いて、使えなくなることがあります。磁性面に付いた傷の修理はできません。 

■ 東芝 HDD プロテクションの使用にあたって _ 

•東芝 HDD プロテクションは、落下 • 振動_衝撃およびその前兆を検出すると HDD のヘッド 
を退避させ、へッドとメディアの接触によって HDD が損傷する危険性を軽減するものです。 
ただし、その効果を保証するものではありません。故障などの際は当社保証規定に従って修 
理いたします。また、故障などにより HDD の記憶内容が変化•消失する場合がありますが、 
これによる損害、および本製品の使用不能から生じた損害にっいては当社はその責任をいっ 
さい負いません。大切なデータは必ずお客様の責任のもと普段からこまめにバックアップさ 
れるようお願いします。 







D ご使用にあたってのお願い 


DCD/DVD について 


■ CD / DVD の操作にあたつて _ 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•ディスクトレイ LED が点灯しているときは、イジエクトボタンを押したり、 CD / DVD を 
取り出す操作をしないでください。 CD / DVD が傷ついたり、ドライブが壊れるおそれがあ 
ります。 

•電源が入っているときには、イジエクトホールを押さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブが壊れるおそれがあります。 

•ディスクトレイを開けたときに、 CD / DVD が回転している場合には、停止するまで CD / 
DVD に手を触れないでください。けがのおそれがあります。 

• ノてソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD / DVD が入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

• CD / DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD / DVD を正しくディスクトレイにセツトしなし)と CD / DVD を傷つけることがあります。 
•本製品では、 8 cm 、12 cm の CD / DVD のみ使用できます。 

これら以外の CD / DVD は使用できません。 


DVD - RAM のフ オーマツトに ついて 

•フォーマットを行うと、その DVD - RAM に保存されている情報はすべて消去されます。一度 
使用した DVD - RAM をフォーマツトする場合は注意してください。 



mm 「TOSHIBA Active Display OffJ について 

•次の場合は、人の顔を正しく検出できずに、本機能が正しく動作しないことがあります。 

• 暗し、場合 

- Web カメラに対して逆光の場合 
-マスクやサングラスなどを身に着けている場合 
•着衣や背景などが影響している場合 など 

• Web カメラの撮影範囲内に、人の顔と間違えて検出されるものがある場合は、本機能が正し 
く動作しないことがあります。この場合は 、 [TOSHIBA Active Display Off ] 画面で撮影 
範囲を確認し、人の顔として検出される可能性のあるものを撮影範囲から取り除いてください。 

• Web カメラを使用するほかのアプリケーションを使用している場合は、本機能が正しく動作 
しない場合があります。 

•外部ディスプレイを接続している場合は、本機能は動作しません。 

•市販の Web カメラなどの接続機器やソフトウェアなど、当社が関与しない組み合わせによ 
る不具合、その結果生じた不便または損害、本機能の使用から生じる付随的な損害（記憶内 
容の変化•消失、事業利益の損失、事業の中断など）に関して当社はいっさいの責任を負い 
かねますので、ご了承ください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


匮3 Web カメラについて 

M Web カメラを使用するにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く押したりしないでください。画質が低下する原因 
となります。 

レンズ部分が汚れた場合は、眼鏡ふき（ク U _ ナーク□ス）などの柔らかい布でふいてください。 


KB 有線 LAN について 


M LAN ケープルの使用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のものを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタが破損するおそれがあります。 

• LAN インターフエースを使用するとき 、 Gigabit Ethernet (1 OOOBASE - T ) は、エンハ 
ンストカテゴリ5 ( CAT 5 e ) 以上のケーブルを使用してください。 

Fast Ethernet (100 BASE - TX ) カテゴリ5 ( CAT 5) 以上のケーブルを使用してく 
ださい。 

Ethernet (10 BASE - T ) は、カテゴリ3 ( CAT 3) 以上のケーブルが使用できます。 

• ポート拡張 ユニッ ト/ポート拡張 ユニッ ト2を接続しているときは、パソコン本体の LAN 
コネクタを使用しないでください。 


匿■無線 LAN について ■ 
|無線 LAN を使用するにあたって 



•無線 LAN の無線アンテナは、障害物が少なく見通しのきく場所で最も良好に動作します。無 
線通信の範囲を最大限有効にするには、本や厚い紙の束などの障害物でディスプレイを覆わ 
ないようにしてください。 

また、無線 LAN アクセスポイントとパソコンとの間を金属板などで遮へいしたり、無線ア 
ンテナの周囲を金属製のケースなどで覆わないようにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、『取扱説明書』を 
確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる国/地域については、 「 dynabook . com 」 を確認してください。 


M 無線 LAN の操作にあたつて _ 

• 巳 luetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波が干渉 
し合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があります。接続に支障がある場 
合は、今お使いの Bluetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

* アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続が不 
可能になる場合があります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに対して、新たに別のネットワーク名で設定を行う必要があります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


m » 周辺機器について 

M 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでから作業を 
してください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場合、故障する 
おそれがあります。 

-ホットインサーションに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインサーションとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であっても、結露しないように急激な温度変化を与えない 
でください。冬場は特に注意してください。 

• ほこりが少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

_極端に温度や湿度の高い/低し)場所では作業しないでください。 

-静電気が発生しやすい環境（乾燥した場所やカーぺット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジ以外は、ゆるめたり、取りはずした 
りしないでください。 

-作業時に使用するドライバーは、ネジの形、大きさに合ったものを使用してください。 

_本製品を分解、改造すると、保証やその他のサボートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するときは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

_パソコン本体のコネクタにケープルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

B USB 対応機器の操作にあたって _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム (0 S ) が対応しており、機器用ドライバーがイン 
ス I ルされている必要があります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したがってすべての USB 対応機器の 
動作は保証できません。 

• USB 対応機器を接続したままス U _ プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器が使 
用できない場合があります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 

□ USB 接続の外部ディスプレイを使用するにあたって 

• USB 接続の外部ディスプレイを接続した場合、著作権保護機能に対応していないドライバー 
がインストールされることにより、映像を再生するアプリケーションが動作しなくなること 
があります。 

これらのアプリケーションを使用される場合は、 USB 接続の外部ディスプレイの接続やド 
ライバ_のインストールを行わないようにお願いします。 







D ご使用にあたってのお願い 


□取りはすす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプリケーションやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• USB フラッシュメモリや USB 接続の八ードディスクドライブなど、記憶装置の USB 対応 
機器を取りはずす場合は、データを消失するおそれがあるため、必ずシステム上で使用停止 
の手順を行ってください。 

□ USB の常時給電について 

•本機能を「東芝システムセッティング」で有効にした際、タアイコンが付いている US 巳コ 
ネクタに接続している USB 周辺機器が正しく動作しない場合があります。この場合、ほか 
の USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝システムセッティング」で無効にしてくだ 
さい 。 

•本機能を利用しての充電は、専用充電器で充電する場合と比較して、より多くの充電時間が 
必要になることがあります。 

• 常時給電を有効にしている場合は、電源 OFF の状態でもバッテリーが消費されます。 

バッテ U _駆動時間や休止状態の保持時間が短くなるので、電源コードと AC アダプターを 
接続して使用することをおすすめします。 

• USB 対応機器の給電中にパソコン本体の電源を入れると、 USB 対応機器が正常に認識され 
ない場合があります。この場合は、一度 USB 対応機器を取りはずしてから再接続してくだ 
さい 。 

• USB 対応機器の給電中にパソコン本体の電源を切ると、正常に充電できない場合がありま 
す。この場合は、一度 USB 対応機器を取りはずしてから再接続を試みてください。 

•パソコン本体の電源 ON / OFF と連動する US 巳バスパワー ( DC 5 V ) 連動機能を持つ外部 
機器は、常に動作状態になることがあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流が過大の場合、安全性 
確保のため USB バスパワー （ DC 5 V ) の供給を停止させることがあります。 

この場合、外部機器の仕様を確認し、常時給電に対応した USB コネクタに接続する外部機 
器の使用電流全体の合計を 2. 1 A 以下にしてください。 

その後、バソコン本体の電源を ON / OFF することで復帰します。 

•本機能を「東芝システムセッティング」で有効にした場合は、タアイコンが付いている 
US 巳コネクタでは 「 US 巳 WakeUp 機能」^が機能しません。 

この場合、ほかの USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝システムセッティング」で 
無効にしてください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した外部機器によってパソコン本体をスリープ状態から 
復帰させる機能です。本機能は、すべての USB コネクタで有効です。 



D ご使用にあたってのお願い 


□ USB の高速充電について 


■高速充電モードについて 

• [高速充電モード]で正しく充電できない場合は、本機能を「東芝システムセッティング」で[自 
動モード]に変更するか、無効にしてください。 

• 接続する USB 対応機器および USB ケーブルが 2.0 A 充電に対応していない場合は、[高速 
充電モード]には設定しないでください。 

この場合は、[自動モード]に設定してください。 


■システム ON CDP チャージモードについて 

•本機能を「東芝システムセッティング」で有効にした際、> アイコンが付いている US 巳コ 
ネクタに接続している USB 周辺機器が正常に認識されない場合があります。この場合、ほ 
かの USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝システムセッティング」で無効に設定し 
てください。 



• システム ON CDP チヤージモードで高速充電している場合は、バッテリー駆動時間が短く 
なるので、電源コードと AC アダプターを接続して使用することをおすすめします。 
•バッテリー残量が10%以下では、システム ON CDP チヤージモードは機能しません。この 
場合は、通常の給電となります。 

本機能を使用する場合は、パッテリーを充電してからパソコンを起動してください。使用中 
にバッテリー残量が10%以下になった場合に、再び本機能を使用するには、バッテリーを 
充電後、パソコンの再起動が必要になります。 

•本機能を「東芝システムセッティング」で有効にした場合は、< アイコンが付いている 
US 巳コネクタでは [USB WakeUP 機能」* 1 が機能しません。 

この場合、ほかの USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝システムセッティング」で 
無効にしてください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した外部機器によってパソコン本体をスリープ状態から復 
帰させる機能です。本機能は、すべての USB コネクタで有効です。 


■ eSA T A 対応機器の操作にあたって _ 

•スリ ー プまたは休止状態でバソコンの eSATA / US 巳コネクタに eSATA 対応機器を接続し 
ないでください。 eSATA 対応機器を認識できない場合があります。 
eSATA 対応機器は、パソコンに電源が入った状態で接続してください。 
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M テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビまたは外部ディスプレイと接続動作確認は行っていません。したがって、す 
ベてのテレビまたは外部ディスプレイへの表示は保証できません。 

テレビまたは外部ディスプレイによっては正しく表示されない場合があります。 

•必ず、映像の再生アプリケーションを起動する前に、表示装置の切り替えを行ってください。 

起動中は表示装置を切り替えないでください。 

•次のようなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書き込みをしている間 
• 通信を行っている間 

• クローン表示にしているときに映像を再生させると、画像がコマ落ちをすることがあります。 
この場合は表示解像度を下げるか、クローン表示にしないで1つの表示装置に表示するか、 
拡張表示に設定してください。 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに設定した場合、スリープ 
または休止状態のときにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。スリープ 
または休止状態から復帰したときにサインイン画面が表示されずに、操作ができなくなるこ 
とがあります。 

• HDMI 出力端子にテレビまたは外部ディスプレイを接続しているときに、ほかのコネクタに 
テレビまたは外部ディスプレイや外部サウンド機器が接続されている場合、画面表示を切り 
替えたり HDMI ケーブルを抜き差ししたりすると、システムによって自動的に画面表示また 
は音声の出力が切り替わることがあります。 

•テレビまたは外部ディスプレイに表示したときに、画面の周りに黒い帯が表示され、画面が 
テレビまたは外部ディスプレイの中央に小さく表示されることがあります。 

その場合は『テレビに付属の説明書』または『外部ディスプレイに付属の説明書』を参照して、 
テレビまたは外部ディスプレイがサボートしている画面モードに設定してください。適切な 
サイズと適切なアスぺクト比で表示されます。 

• ポート拡張 ユニッ ト/ポート拡張 ユニッ ト2を接続しているときは、パソコン本体の RGB 
コネクタを使用しないでください。 

■ インテル®ワイヤレス • ディスプレイの使用にあたって 

• 「インテル®ワイヤレス_ディスプレイ」機能についての詳綱よ、『テレビアダプターに付属 
の説明書』を参照してください。 

•「インテル®ワイヤレス•ディスプレイ」で伝送した映像は 3 D に対応していません。テレビ 
が 3 D 表示に対応している場合でも、 3 D 表示はされません。 

•「インテル®ワイヤレス•ディスプレイ」を使用した場合、 3 D ゲームなど一部のアプリケー 
ションは正常にテレビに表示されないことがあります。 

I へッドホンの操作にあたって _ 

•次のような場合にはへッドホンを装着しないでください。雑音が発生する場合があります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとき 
-ヘッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 









D ご使用にあたってのお願い 


■ PC カート/ ExpressCard の操作にぁたって _ 

•ホットインサーシヨンに対応していない PC 力ード/ ExpressCard を使用する場合は、必ず 
バソコン本体の電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 

• PC 力ード/ ExpressCard には、長い時間使用していると熱を帯びるものがあります 。 PC 
力ード/ ExpressCard を取りはずす際に、 PC 力ード/ ExpressCard が熱い場合は、少し 
時間をおき、冷めてから PC 力ード/ ExpressCard を取りはずしてください。 

• PC 力ード/ ExpressCard の使用停止は必ず行ってください。使用停止を行わずに PC 力一 
ド / ExpressCard を取りはずすとシステムが回復不能な影響を受ける場合があります。 

□取りはすす前に確認しよう 


•取りはずすときは、 PC 力ード/ ExpressCard をアプリケーションやシステムで使用してい 
ないことを確認してください。 

•通知領域に[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコンまたは 
が表示されている PC 力ード/ ExpressCard を取りはずす場合、 PC 力ード/ 
ExpressCard の使用停止は必ず行ってください。使用停止を行わずに PC 力ード/ 
ExpressCard を取りはずすとシステムが回復不能な影響を受ける場合があります。 


□取りはすしたあとに 

• PC 力ード/ ExpressCard を取りはずしたあとは、ダミーカードを挿入してください。ほこ 
りやゴミなどが PC 力ード/ ExpressCard ス□ットに入り、故障するおそれがあります。 



m Bluetooth について 


•本製品は、すべての Bluetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての Bluetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

• 本製品の Bluetooth 機能を使用できる国/地域については、 「 dynabook . com 」 を確認して 


ください。 


ED バッテリーについて 

■ バッテリーを充電するにあたって _ 

* バッテ U — パックの温度が極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことがあります。 
バッテ U —は5〜 35° C の室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテリ関連 Q & A 」 にっいて 
http :// home . jeita . or . jp / cgi - bin / page / detail . cgi ? n = l 21 & ca = l 4 
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D ご使用にあたってのお願い 


EaCD / DVD にデータのバックアップをとる 
M CD / DVD に書き込む前に _ 

CD/DVD に書き込みを行うときは、次の注意をよく読んでから使用してください。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれがあります。また、ドライブへの振動や衝撃 
などの本体異常や、記録メディアの状態などによっては処理が正常に行えず、書き込みに失敗 
することがあります。 

• 書き込みに失敗した CD/DVD の損害については、当社はいっさいその責任を負いません。 
また、記憶内容の変化•消失など、 CD/DVD に保存した内容の損害および内容の損失•消 
失により生じる経済的損害といった派生的損害については、当社はいっさいその責任を負い 
ませんので、あらかじめご了承ください。 

• CD/DVD に書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠 
した記録メディアを使用してください。また、推奨するメーカーの記録メディアを使用して 
ください。 

CD / DVD について「2章 CD や DVD を使う」 

•パッテ U —駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテリーの消耗などによって書き込みに失 
敗するおそれがあります。必ず電源コードと AC アダプターを接続してパソコン本体を電源 
コンセントに接続して使用してください。 

•書き込みを行うときは、本製品の省電力機能が働かないようにしてください。また、スリープ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「5章0省電力の設定をする」 

•次に示すような、ライティングソフトウェア以外のソフトウェアは終了させてください。 

_スクリーン セーパー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ 
_音楽や映像の再生アプリケーション 
- LAN などの通信アプリケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモリカード、 USB 接続などの八ードディスクドライブなど、本体の八ードディスク以 
外の記憶装置にあるデータを書き込むときは、データをいったん本体の八ードディスクに保 
存してから書き込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本体のハードディスクに保存してから書き込みを 
行ってください。 

書き込みを行うにあたって 

•タッチ パッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーザーを切り替える、画面の解像度や色数 
の変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•バソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書き込み終了後、必ずデータが正しく書き込まれたことを確認し 
てください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


EO 指紋認証について 


M 指紋認証の操作にあたつて _ 

指紋センサーは非常に高度な技術で作られておりますので、次の取扱注意事項を守ってご使用 
ください。特に指紋センサー表面の取り扱いには十分ご注意ください。 

• 次のような取り扱いをすると故障したり、指紋が認証されない原因になります。 

-指紋センサー表面を爪などの硬いものでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサー表面を強く押す 
-ぬれた手で指紋センサー表面を触る 

指紋センサーの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

_化粧品や薬品、砂や泥などの付いた手で指紋センサー表面を触る 
砂などの小さい物でも、指紋センサーを傷つける場合があります。 

-指紋センサー表面にシールなどをはる 
-指紋センサー表面に鉛筆やボールペンなどで書く 
-指紋センサー表面を静電気を帯びた手や布などで触る 


• 指紋センサーをご使用になるときには、次の点にご注意ください。 

-手が汚れている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気が乾燥する冬場には注意してください。静電気は指紋センサーの故障原因になり 



ます。 

-眼鏡ふき（クリーナークロス）などの柔らかい布でセンサーの汚れをふき取る 
このとき、洗剤は使用しないでください。 

-指と指紋センサーが横から見て平行になるように指を置く 
_指紋センサーと指の中央を合わせる 
-指紋センサーの上に第1関節がくるように置く 
-すべらせるときにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべらせる 
それでも認識されない場合は、はやさを調整してください。 

• 右の図のように、指を上下や左右にぶれさせ 読み込ませる範囲 

ず、指紋センサーが完全に見える状態になる ^—^ 

まで手前にすべらせてください。 


指紋センサー 
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D ご使用にあたってのお願い 


•指紋を登録する場合には、認識率向上のために次のような状態の指は避けてください。 

-ぬれている 
-けがをしている 
• ふやけている 
-荒れている 
_汚れている 

指紋の間の汚れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 
• 認識率が下がったな、と思ったら次の点を確認してください。 

-指紋センサーの表面が汚れていないか確認する 
汚れている場合は、眼鏡ふき（ク u _ ナークロス）などの柔らかい布で軽くふき取ってか 
ら使ってください。指紋センサー表面は強くこすらないでください。故障するおそれがあ 
ります。 

-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態、指紋が磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態が異なると認識できない可能性があります。認識率が改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置きかたに注意する 


• その他 


2本以上の指を登録することをおすすめします。うまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でも、個人差により指紋情報が少ないなど 
の理由で、登録_使用ができない場合があります。 

指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、いっさいの責任は負いかねますので、 
ご了承ください。 



I Windows パスワードの設定について _ 

• 指紋認証を使用するには、あらかじめ Windows パスワードの設定が必要です。 

Windows パスワードがわからなくなった場合、パソコンの管理者アカウントで設定したユー 
サーアカウン 卜がほかにあれば、そのアカウントでサインインしてパスワードの再登録がで 
きます。管理者アカウントで設定したほかのユーザーアカウントがない場合は、リカバリー 
をしてください。 U カバリーをすると、購入したあとに作成したデータなどは、すべて消失 
します。 

Windows パスワードについて 『Windows ヘルプとサポート』 

M 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定が変更された場合、起動時にユーザーパスワードの 
入力を求められることがあります。その場合は、キ_ポ_ドから各パスワードを入力してく 
ださい。 
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D ご使用にあたってのお願い 


EE1 TPM について 


■ TPM の操作にあたつて _ 

•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストールすると 、 Windows 
パスワードやユーザーパスワードとは別に TPM に対するパスワードを設定する必要があり 
ます。設定したパスワードは、忘れたときのために必ず控えておいてください。また控えた 
パスワードは、安全な場所に保管してください。パスワードがわからなくなった場合、どん 
な手段でも TPM で保護されたデータを復元することはできません。 

•本製品を修理•保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュリティチップ （ TPM ) 
内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製品を保守•修理に出す 
際は、バックアップウィザードを使用して、 TPM をバックアップしておいてください。 
バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。データのバックアップに関 
しては、当社はいっさいの責任を負いかねますのでご了承ください。 

バックアップウィザードについて 『TPM のヘルプ』 

•本製品を修理.保守に出した場合、搭薩されている TPM に障害がなくても TPM が交換さ 
れる場合があります。 

その場合、バックアップウィザードを使用して、 TPM の設定を復元してください。 

• TPM では、最新のセキュリティ機能を提供しますが、データやハードウエアの完全な保護 
を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、いっ 
さいの責任は負いかねますので、ご了承ください。 

• 所有者登録とユーザー登録を削除すると、 TPM に関係するセキュリティ機能が使用できな 
くなります。このため、管理者権限を持たないユーザーが BIOS セットアップの TPM に関 
する項目を操作できないように設定することをおすすめします。 

管理者以外のユーザーの制限について 

「6章 Q E9 東芝パスワードユーティリティで TPM の設定をする」 

•所有者登録とユーザー登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、もう一度 
TPM へ所有者登録やユーザー登録を行う必要があります。 





2 ■記録メディアについて 


記録メディアを使う前に、次の内容をよく読んでください。 


H [使える CD を確認しよう 


■ CD - RW 、 CD - R について / CD - RW 、 CD - R の使用推奨メーカー 


* CD - RW 、 CD - R に書き込む際には、次のメーカーの記録メディアを使用することを推奨し 
9 〇 

書き込み速度は、使用する記録メディアによつて異なります。 

これらのメ_力_以外の記録メディアを使用すると、うまく書き込みができない場合があり 
9 〇 


記録メディア 

書き込み/ 
書き換え速度 

推奨 メーカー 

CD-R メディア* 1 

最大24倍速 

太陽誘電（株)、三菱化学メディア（株） 

マルチスピード CD - RW メディア 

最大4倍速 

三菱化学メディア（株） 

High Speed CD - RW メディア 

最大10倍速 

Ultra Speed CD - RW メディア* 2 

最大16倍速 


* 1最大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R メディアを使用してください。 

*2 Ultra Speed + CD - RW メディアは使用できません。使用した場合、データは保証できません。 

• CD - R に書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、記録メディアの内 
容を十分に確認してから行ってください。 

• 書き込み可能なドライブが複数台接続されている際には、書き込み • 消去する記録メディア 
をセットしたドライブを間違えないよう十分に注意してください。 

•八ードディスクに不良セクターがあると書き込みに失敗するおそれがあります。定期的に 
「エラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

「エラーチェック」は、デスクトップ画面のタスクパーの[エクスプローラー]—[コンピュー 
ター]の八ードディスクのアイコンを右クリックし、表示されたメニューから[プ□パティ] 
をクリックして、プ□パティ画面の[ツール]タブから行うことができます。 

• ドライブの構造上、記録メディアの傷、汚れ、ほこり、チ U などにより読み出し/書き込み 
ができなくなる場合があります。データなどを書き込む際は、 S 己録メディアの状態をよくご 
確認ください。 

•12 cm /8 cm ディスク対応 、 Serial ATA 接続、バッファーアンダーランエラー防止機能付き。 
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0 記録メディアについて 


Q [使える DVD を確認しよう 


■ DVD-RAM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類があります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM は次 
のとおりです。 

力一トリッジタイプの記録メディアは、カートリッジから取り出してドライブにセットしてく 
ださい。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一度ドライブから記 
録メディアを取り出し、裏返してセツトし直してください。 


〇：使用できる X :使用できない 


DVD-RAM の種類 

本製品の対応 

カー トリッジなし* 1 

〇 

力—トリッジタイプ（取り出し不可） 

X 

カートリッジタイプ（取り出し可能）* 2 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーでは再生できない場合があります。 
*2 2.6 GB , 5.2 GB のディスクは使用できません。 


I DVD について / DVD の使用推奨メーカー _ 

• DVD - RAM , DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R に書ぎ込む際には、次のメーカー 
の記録メディアを使用することを推奨します。 

書き込み速度は、お使いのモデルと、使用する記録メディアによって異なります。 

これらのメーカー以外の記録メディアを使用すると、うまく書き込みができない場合があり 
よ3 〇 


記録メディア 

書き込み/ 
書き換え速度 

推奨 メーカー 

DVD-R 

8倍速、16倍速 

最大8倍速 

太陽誘電（株)、日立マクセル（株)、 

三菱化学メディア（株） 

DVD-R DL 

4倍速 

最大4倍速 

三菱化学メディア（株） 

8倍速 

最大6倍速 

DVD+R 

8倍速、16倍速 

最大8倍速 

太陽誘電（株)、三菱化学メディア（株） 

DVD+R DL 

8倍速 

最大6倍速 

三菱化学メディア（株） 

DVD-RW 

2倍速 

最大2倍速 

日本 ビクター（株)、 

三菱化学メディア（株） 

4倍速 

最大4倍速 

6倍速 

最大6倍速 

DVD+RW 

4倍速 

最大4倍速 

三菱化学メディア（株） 

8倍速 

最大8倍速 

DVD-RAM 

3倍速 

最大3倍速 

パナソニック（株)、日立マクセル（株） 

5倍速 

最大5倍速 


これらより速い書き込み倍速に対応した記録メディアを使用しても、ドライブの書き込み/ 
書き換え速度以上の速度で書き込み/書き換えはできません。 





























〇記録メディアについて 


• DVD - R 、 DVD + R に書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはできません。消 
去の際は、記録メディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書き込み可能なドライブが複数台接続されているときには、書き込み_消去する記録メディ 
アをセットしたドライブを間違えないよう十分に注意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R への 書き込みでは、フアイノレの管 
理領域なども必要になるため、記録メディアに記載された容量分のデータを書き込めない場 
合があります。 

• DVD - RW 、 DVD-R への 書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサ 
イズが約1 GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最小1 GB のデータに編集して 
書き込みます。 

このため、実際に書き込もうとしたデータが少ないにもかかわらず、書き込み完了までに時 
間がかかることがあります。 

•八ードディスクに不良セクターがあると書き込みに失敗するおそれがあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスターのチェックを行うことをおすすめします。 

「エラーチェック」は、デスクトップ画面のタスクバーの[エクスプローラー]—[コンピュー 
ター]の八ードディスクのアイコンを右クリックし、表示されたメニューから[プ□パティ] 
をクリックして、プ□パティ画面の[ツール]タブから行うことができます。 

• ドライブの構造上、記録メディアの傷、汚れ、ほこり、チリなどにより読み出し/書き込み 
ができなくなる場合があります。データなどを書き込むときは、記録メディアの状態をよく 
ご確認ください。 

• DVD - RAM をドライブにセットしたとき、システムが DVD - RAM を認識するまでに多少時 
間がかかります。 

• DVD-R DL は、 Fo 「 mat 4 での読み出し/書き込みをサボートしておりません。 

•12 cm /8 cm ディスク対応 、 Serial ATA 接続、バッファーアンダーランエラー防止機能付き。 

メモ 

• DVD - R は、 DVD-R for General Ve 「2.0 規格に準拠した記録メディアを使用してください。 

• DVD - RW は、 DVD-RW Verl . l または Verl .2 規格に準拠した記録メディアを使用してください。 

• DVD - RAM は、 DVD-RAM Ve 「2.0、 Ve 「2. 1 、 Ve 「2.2 規格に準拠した記録メディアを使用してくださし、 
•市販の DVD - R には業務用メディア (for Authoring ) と一般用メディア (for General ) があります。 

業務用メディアはパソコンのドライブでは書き込みすることができません。 

-般用メディア (for General ) を使用してください 0 
•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R には 「for Data 」 と 「for Video 」 の 
2 種類があります。映像を保存する場合や家庭用 DVD ビデオレコーダーとの互換性を重視する場合は 
「for Video 」 を使用してください。 

• 作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダーやパソコンでは再生できないこともあります。 
また、作成した DVD+R DL メディア、 DVD-R DL メディアを再生するときは、それぞれの記録メディ 
アの読み取りに対応している機器を使用してください。 







0 記録メディアについて 


メディアカードを使うにあたって 


■■メディアカードの操作にあたって 

• SD Card □ LED またはブ U ッジメディア □ LED が点灯中は、電源を切ったり、メディア 
力ードを取り出したり、ノ（ソコン本体を動かしたりしないでください。データやメディ アカー 
ドが壊れるおそれがあります。 

• メディアカードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しくセットされていない 
場合、パソコンの動作が不安定になったり、メディアカードが壊れるおそれがあります。 

•スリープ中は、メディアカードを取り出さないでください。データが消失するおそれがあり 
よ9 〇 

•メディアカードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるお 
それがあります。 

• メディアカードを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください。デー 
夕が消失したり、メディアカードが壊れるおそれがあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ず SD 力ードス□ットまたはブ U ッジメディアス□ット 
からメディアカードを取り出してください。 SD 力ードス□ットまたはブリッジメディアス 
□ットやメディアカードが破損するおそれがあります。 

MM メディアカードのフオーマットについて 

•再フォーマットする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤーなど）で行ってください。 

Windows 上（[コンピューター]画面）でメディアカードのフオーマットを行わないでくだ 
さい。デジタルカメラやオーディオプレーヤーなどほかの機器で使用できなくなる場合があ 
ります。 

•再フォーマットを行うと、そのメディアカードに保存されていた情報はすべて消去されます。 
一度使用したメディアカードを再フォーマットする場合は注意してください。 

dsd メモリカードを使う前に 

*SD 力ードス□ットまたはブリッジメディアス□ットに miniSD メモリカードをセットする 
ときは、必ず SD メモリカードサイズの miniSD メモリカード用のアダプターを装着した状 
態で行ってください。 

microSD メモリカードをセットするときは、必ず SD メモリカードサイズの microSD メモ 
リカード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 miniSD メモリカードサイズの 
microSD メモリカード用のアダプターは使用できません。 

*SD 力ードス□ットまたはブリッジメディアス□ットから miniSD メモリカード/ microSD 
メモ 1 」力ードを取りはずすときは、必ず miniSD メモ 1 」力ードまたは microSD メモ 1 」力一 
ド用のアダプターに装着したままの状態で行ってください。 

•すべての SD メモリカードの動作確認は行っていません。したがって、すべての SD メモリ 
力ー ドの動作保証はできません。 











〇記録メディアについて 


• SD メモリカードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽データの不正なコピーや再 
生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのパソコンなどで取り込んだデータが著作権保護されている場合は、本製品 
でコピ ー 、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作榷を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 

• 著作権保護技術 CPRM を使用するには、著作権保護技術 CPRM に対応しているアプリケー 
シヨンが必要です。 

•あなたが記録したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使 
用できません。 

• SD メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠したデー 
夕を取り扱うことができます。メモ U の一部を管理データ領域として使用するため、使用で 
きるメモリ容量は表示の容量より少なくなっています。 

D メモリースティックを使う前に 

•ブリッジメディアス□ットにメモ U — スティックデュオ/メモ U — スティック PRO デュオ 
をセットするときは、必ずメモリースティックデュオアダプターを装着した状態で行って 
ください。 

•ブリッジメディアス□ットからメモ U — スティックデュオ/メモリースティック PRO デュ 
才を取りはずすときは、必ずメモ U _ スティックデュオアダプターに装着したままの状態 
で行ってください。 

•本製品は、著作榷保護技術 MagicGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書き込みのみできます。 

•すべてのメモ U — スティックの動作確認は行っていません。したがって、すべてのメモ U — 
スティックの動作は保証できません。 

• メモリースティックの詳しい使いかたなどについては『メモリースティックに付属の説明書』 
を確認してください。 

oxd - ピクチャーカードを使う前に 

•すべての xD - ピクチャーカードの動作確認は行っていません。したがって、すべての xD - ピ 
クチャ_力_ドの動作は保証できません。 

* xD - ピクチャーカードの詳しい使いかたなどについては 『 xD - ピクチャーカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したがって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証できません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 









0 記録メディアについて 


G | [記録メディアの廃棄 • 譲渡について 


記録メディア （ CD 、 DVD 、 USB フラッシュメモリ、メディアカードなど）を廃棄•譲渡する 
際には、書き込まれたデータが流出しないよう、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行っても、データの復元ツールで再生できる場合もあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーも販売されています。 





3 ■お客様登録の手続き 


パソコンやアプリケーションを使用するときは、自分が製品の正規の使用者（ユーザー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーザー登録」といいます。 
お客様登録は、バソコン本体、使用するアプリケーションごとに行い、方法はそれぞれ異なります。 


東芝 ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サボートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、次のアドレス 「 Rooml 048 ( TID ) 会員サイトについて」をご覧ください。 
https :// toshibadirect . jp / supportguide / about _ sight.aspx 


n [東芝お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンから TID 登録を行う方法を説明します。インターネットに接続している間 
の通信料金やプ□バイダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 


かメモ _ 

• インス!ルしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面が 
表示される場合があります。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 



n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面が表示されます。 

v \ [東芝お客様登録]アイコン （@) をダブルクリックする 

I [お客様登録サービス 「 Room 1048」ご登録のお願い]画面が表示されます。 
以降は、画面の指示に従って操作してください。 


㈡ メモ _ 

• インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスすることもできます。 
登録用ホームページ： http :// toshibadirect . jp / rooml 048/ 

商品の追加登録も、登録用のホームページから行えます。 
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4 ■技術基準通合について 


M 高調波対策について _ 

* R742 シリーズ、 R752 シリーズのみ 


JIS C 61 000-3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しています。 


* 1 9 V 3.95 A 以上の AC アダプターのみ 


|電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障 
害を弓 I き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 


VCCI - 巳 


「 7 章 |J]-Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい」 


I「FCC information 」 について 



FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 


against harmful interference in a residential installation. Tms equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee 
that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 


• Reorient or relocate the receiving antenna. 

春 Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
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D 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to tms equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended 
by TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must 
be used between the external devices and the computer’s external monitor ports, Universal 
Serial Bus (USB 2.0 and 3.0) ports, eSATA/USB combo port, HDMI out port and microphone 
jack. Changes or modifications made to this equipment, not expressly approved by TOSHIBA or 
parties authorized by TOSHIBA could void the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618 -1697 
Telephone : (949) 583-3000 

|EU Declaration of Conformity について 



This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe GmbH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, 
Germany. The complete and official EU Declaration of Conformity can be found on TOSHIBA’S 
web site 

http://epps.toshiba-teg.com on the Internet. 




D 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with tne CE Mark in accordance with the related European Directives, 
notably electromagnetic Compatibility Directive 2004/108/EC for the notebook and the 
electronic accessories including the supplied power adapter, the Radio Equipment and 
Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case oi implemented 
telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006 /93/EC for the supplied 
power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 2009/125/EC 
(ErP) ana its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC (Electromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed tor so-called “Residential, commercial and light industry environments”. TOSHIBA 
do not approve the use of tms product in working environments other than the above mentioned 
“Residential, commercial and light industry environments”. 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in working environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in non-approved worKing environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all non-approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 



D 技術基準適合について 


レーザー安全基準について 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 


A 汪思 

1. 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、「レーザーラベルと表示位置」に記載している表示がされてい 
ます。 

本装置はヨーロッパ共通のレーザー規格 EN 60825 -1 で"クラス 1 レーザー機器”に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の崖体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の 
保証をすることができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を使用する 
システムには、これらの誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止す 
るために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発 
する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5 . ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサボートにご相談く 
ださい。 

6. ここに規定した以外の手順による制御および調整は、危険なレーザー放射の露光に結び 
つくことがあります。 

V_ J 


次のいずれかの装置が搭載されています。 

■ R 732 シリーズの場合 

① Panasonic DVD スーパーマルチドライブ 

② TEAC DVD スーパーマルチドライブ 

■ R 742 シリーズ、 R 752 シリーズの場合 

① Toshiba Samsung Storage Technology DVD スーパーマルチ ドライブ 

② Panasonic DVD スーパーマルチドライブ 






D 技術基準適合について 


□ レーザー ラベルと表示位置 

■ R 732 シリーズの場合 
① Panasonic の レーザー ラベル 
广 パソコン底面のレーザーラベルの表示位置 




② TEAC の レーザー ラベル 
广 パソコン底面のレーザーラベルの表示位置 



V 
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□ 技術基準適合について 


■ R 742 シリーズ、 R 752 シリーズの場合 
① Toshiba Samsung Storage Technology のレーサーラベル 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREIL A LASER DE CLASSE 1 
LASER SCHUTZ KLASSE 1 
PRODUKT 

NACH EN 60825 -1:1994/A2:2001 


DANGER -VISIBLE AND INVISIBLE WSER RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM, (for 21 CFR) 

CAUTION -CLASS 3B VISIBLE AND 剛 S 旧 LE USER RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO THE BEAM 
ATTENTION l-ASffiDE CUSSE3B RAYONNFMFNT VISIBLE ET INVISIBLE. EN CAS D'OUVERTURE. EXPOSITION 0ANGEREUS8 
DE LOEIL OU061APHAU RAY0NNEM8NT DIRECT 0U DIFFUS. 

VORSICHT -SJCHTBAREUNO UNSICHTBARE WS8RSTRAHLUNG KLASSE 38. WENN ABDECKUNG GEOFFNET. NICHT DEM 
STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL KLASSE 3BSYNUGOGUSYNUG LASERSTRAuNGVEDABNING. UNOGA UDS^naSEFOfiSTRAUNG 
ADVARSEL -kusse 38synugog usynlig laserstrAlingnArD6KSR Apnes. unngA eksponfringfor strAlen. 
VARO! -LU0KAN3B NAKYVMJA NAKVMATON AVATTAESSA 0LETALTT1INA LASERSATEILYLLE AU KATSO SATIESEEN. 
VARNING -SYNUGOCHOSYNUG KU\SSE3BLASERSTRAlNING NAR DENNADElAfl OPPNAD STRALfAR FARUG. 
注意 - II 开时有 38? 級 MM 不可 Ube 猢 2 免激光束？?.射 

注 1 • ここを H くとクラス 38? 禊レ - ザ - 想肝服レ - ザ - 做出ま ?: ビ - ムに躲？らさないこと： 


ラベルの表示位置 


Location of the required label 



PRODUCT IS CERTIFIED BY THE 
MANUFACTURER TO COMPLY 
WITH DHHS RULE 21 CFR 
CHAPTER 1, SUBCHAPTER J 
APPLICABLE AT THE DATE OF 
MANUFACTURE. 

Toshiba Samsung Storage Technology 
Korea Corporation 
14F Digital empire II, 486 Sin-dong, 
Yeongtong-gu, Suwon-si, Gyeonggi-do, 
Korea, 443-734 



















□ 技術基準適合について 


② Panasonic の レーザー ラベル 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


CAUTION 

ATTENTION 

VORSICHT 

ADVARSEL 

ADVARSEL 

VARNING 

VARO ! 


CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 
CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER 
VISIBLE ET INVISIBLE EN CAS 
D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU 
FAISCEAU. 

KLASSE 3B SICHTBARE UND 
UNSICHTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NICHT 
DEM STRAHLAUSSETZEN. 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 

strAling. 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
laserstrAling nAr DEKSEL 
Apnes. unngA eksponering 

FOR STRALEN. 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 

laserstrAlning nAr denna 
DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

KURSSI 3B NAKYVA JA 
nAkymaton AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE, AlA 
KATSO SATEESEN. 


ラベルの表示位置 
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5 ■各インタ _ フエ _ スの tt 様 


UHDMI 出力端子 


* HDMI 出力端子搭載モデルのみ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TMDS Data2+ 

TMDS データ （ 2+) 

0 

2 

TMDS Data2 Shield 

TMDS データ （ 2 ) シールド 


3 

TMDS Data2- 

TMDS データ（ 2—) 

0 

4 

TMDS Datal + 

TMDS データ （1 +) 

0 

5 

TMDS Datal Shield 

TMDS データ （ 1 ) シールド 


6 

TMDS Datal- 

TMDS データ （1 _) 

0 

7 

TMDS Data0+ 

TMDS データ （ 0+) 

0 

8 

TMDS DataO Shield 

TMDS データ （ 0 ) シールド 


9 

TMDS DataO- 

TMDS データ（ 0—) 

〇 

10 

TMDS Clock+ 

TMDS ク □ ツク （+) 

0 

11 

TMDS Clock Shield 

TMDS ク□ツクシールド 


12 

TMDS Clock- 

TMDS ク □ ツク（一 ） 

0 

13 

Reserved 

予約 


14 

Reserved 

予約 


15 

SCL 

SCL データク□ツク信号 

〇 

16 

SDA 

SDA 通信信号 

1/0 

17 

DDC/CEC Ground 

DDC/CEC 信号グランド 


18 

+5V Power 

電源 


19 

Hot Plug Detect 

ホツトプラグデイテクト 

1 

コネクタ図 


l 

9 1 

-1~ 'i 



3 


信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向 （ 0 ) :パソコン本体からの出力 
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tl 各インタ フエースの仕様 


MM LAN インターフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

BLDA+ 

送受信データ A (+) 

I/O 

2 

BLDA- 

送受信データ A (― ) 

I/O 

3 

BLDB+ 

送受信データ B (+) 

I/O 

4 

BLDC+ 

送受信データ C (+) 

I/O 

5 

BLDC- 

送受信データ C () 

I/O 

6 

巳し D 巳- 

送受信データ B (― ) 

I/O 

7 

BLDD+ 

送受信データ D (+) 

I/O 

8 

BLDD- 

送受信データ D () 

I/O 

コネクタ図 

R732 シリーズ、 R742 シリーズ ( 

12345678 

Z) 場 メロ 

R752 シリーズの場合 

12345678 


mum 



mum 

コ 





信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 

































tl 各インターフエ スの仕様 


RGB インターフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

0 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

〇 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

0 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

グランド 


6 

GND 

グランド 


7 

GND 

グランド 


8 

GND 

グランド 


9 

+5V 

電源 


10 

GND 

グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

13 

HSYNC 

水平同期信号 

〇 

14 

VSYNC 

垂直同期信号 

0 

15 

SCL 

SCL データク□ック信号 

〇 

コネクタ図 

5 1 

( 00000 ) 

10\— 〇〇〇〇 0-/-6 

\000 QO J 

15 11 

高密度 D-SUB 3 列 15 ピンメス 


信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 
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tl 各インタ フエースの仕様 


■■ USBE .0 インターフェース 

* R 752 シリーズのみ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+ 5V 


2 

D- 

マイナス データ 

I/O 

3 

D+ 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

グランド 



コネクタ図 


1 

_y ) 

-X 

L 

"K メ "K > 


信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 


^9 USB 3.0 インターフェース 


ピン番号 

信号名 

意 

味 

信号方向 

1 

VBUS 

+ 5V 


2 

D- 

USB2.0 マイナスデータ 

I/O 

3 

D+ 

USB2.0 プラスデータ 

I/O 

4 

GND 

グランド 


5 

StdA_SSRX- 

USB3.0 受信マイナスデータ 

1 

6 

StdA_SSRX+ 

USB3.0 受信プラスデータ 

1 

7 

GND.DRAIN 

グランド 


8 

StdA_SSTX- 

USB3.0 送信マイナスデータ 

0 

9 

StdA_SSTX+ 

USB3.0 送信プラスデータ 

0 

コネクタ図 



N _/ u N _V 

41 9 8 7 6 5 ^ 





h \ H \ 




信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 
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tl 各インターフエ スの仕様 


■aeSATA/USB2.0 インターフエース| 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

S1 

GND 

グランド 


S2 

A+ 

eSATA 送信プラスデータ 

0 

S3 

A- 

eSATA 送信マイナスデータ 

0 

S4 

GND 

グランド 


S5 

巳- 

eSATA 受信マイナスデータ 

1 

S6 

巳+ 

eSATA 受信プラスデータ 

1 

S7 

GND 

グランド 


U1 

VBUS 

+ 5V 


U2 

D- 

USB マイナスデータ 

I/O 

U3 

D+ 

USB プラスデータ 

I/O 

U4 

GND 

グランド 


コネクタ図 





^__ is 

=^S- 


() 


A 


r 

1111 II」II 11 11 II 

U1 U2 U3 U4 

IT il n ii 11 





信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 





















































6 ■ Windows 8 BIOS について 


I OpenSS しに O し、て 


LICENSE ISSUES 

The OpenSSL toolKit stays under a dual license, i.e. both the conditions of the OpenSSL License 
and the original SSLeay license applv to the toolkit. See below for the actual license texts. 
Actually both licenses are BSD-style Open Source licenses. In case of any license issues related 
to OpenSSL please contact openssl-core@openssl.org. 

OpenSSL License 

Copyright (c)1998-2011 The OpenSSL Project. All rights reserved. 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 


1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 



3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 
following acknowledgment: 

"Tms product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit, (http : //www.openssl.org/) n 

4. The names ’’OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project” must not be used to endorse or 
promote products derived from tms software without prior written permission. For written 


permission, please contact openssl-core@openssl.org. 


5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" 
appear in their names without prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment : 


"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 


Toolkit (http://www.openssl.org/)’ 1 
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B Windows 8 BIOS について 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY 
EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY 
OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


This product includes cryptographic software written by Eric foung (eay@cryptsoft.com). This 
product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Original SS し eay License 

Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) All rights reserved. 


This package is an SSL implementation written by Eric foung (eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL. 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions 
are aheared to. The following conditions apply to all code found in tms distribution, be it the 
RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. The SSL documentation included with 
this distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson 
(tjh@ cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be 
removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the 
parts of the library used. 

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or 
textual) provided with the package. 



〇 Windows 8 BIOS について 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 
following acknowledgement: 

"Tms product includes cryptographic software written by Eric foung (eay @ crypt soft .com)" 
The word 'cryptographic* can be left out 11 the rouines from the library being used are not 
cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory 
(application code) you must include an acknowledgement : 

"Tms product includes software written by Tim Hudson f t j h @ cry pt soft .com)" 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code 
cannot be changed, i.e. this code cannot simply be copied and put under another distribution 
licence [including the GNU Public Licence.] 



